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は し が き

岡山大学教育学部地域研究会の第 12降の調査報告苛として ｢頼合に生きる谷あいの町久世町｣

を公刊する｡

この題目が決定したVJはVlよいよ原稲が出揃 つ7t匪博であった｡調査の対象地域を久世町に決定

したのは昭和 42年 5月であり,その時にも久世町の性格が輸鼓され ,勝山 .落合と鼎立する存在

であることが ,確電されたが ,研究三越を競合にも･くとvlうことはなかった｡ したがって ,この研

究は ,競合の事実についての披証に宝鑑を値いたものでもなく,また ,事象そのものの分析に際し

て必ずしも敷合を考慮忙入れたわけでもなく,従来とってきた総合研究であり,標題は調査対象地

域久世町の町としての性格を端的に襲現したまでにすぎ夜hことを予めお断 りしても･きたい｡

i,･よそ岡山県の町ほど似かよった町の多V,ところも少女い｡これは 1つには中国脊梁山地 ,吉備

高原 ,南部沖棟平野と地形が模式的に展開しているところにあろう｡ したがって多くはその地域の

中心集落であって若しh特色をもたない｡中心集落はその機能にも-いてたえずサ-ビス地域の争奪

において同じようを隣接の中心典落と吸いをくりひろげている｡特に相接近している場合にははげ

しい.地域は生きているといわれるゆえんである｡

久世町と勝山･落合両町とは ,岡山県下の第 2次クラスの都市樺山市の傘下にある第5次クラス

の中心躯商である｡戸数と人口とを親兼の作陽兼からとると,久世原村の 207畑 ･ 1,588人に対

して,勝山･落合はそれぞれ ,194畑 ,1,246人と120畑 ･6 17人であるO明治 22年で

は 926戸･4.491人に対して ,597戸 ･2.2 69人と525戸･ 2,22 4人であり,昭和40

年では 2.725戸 ･11.7 15人に対 して,5.055戸･ 12,959人と4,185戸118,679

人である｡人口で追いつ追われつの関係彼ら.歴史的冬美においても似かよっているo久世と勝山

はともに出等街道の宿駅であるの忙加えて高帝舟の河岸町でもあったのに対 して落合は高瀬舟と陸

上交通の結節的としては他にゆすらない貸地を占めていたO久世町が代官所が臣かれた所なら,勝

山は三浦氏の陣屋が五一かれた地方政治の中心でもあった｡そして現代にも一いてはとも忙中幽縦H道･

･中国横断道の建設によって,ベーシ･/クな中心娘藩の機能である商業を中心に新たな生きるVlと

なみが脈うっている｡調査の打合わせに壮しめて現地にいったのは昭和 42年 6月9日であったが ,

この時の第一印象 ｢活発な町だを｣ということ吐今も変りがない｡これが競合に生きる姿である｡

地域研究として特定の町村を取上げて調査するJ:うになったのは ,吸後アメリカの共同研究の成

果が高く評価され ,その方法がわが国Irも採博されたこと,社会科が発足し郷土研究が填求された

こととによるところ大である｡ 10年 1昔を経過する間にその条件は変って来ている. しかし,こ

れを支えたものは自ら学ぼうとする熱意と御協力をいただいた受入れ側の各位のお蔭とである.

久世町についても調査期間中の 7月25日から29日まで及びその後の額後調査まで三村専治町

長 .横山慎一教育長を比じめ ,細士史家の菊池庶太郎氏 .手島鏡胤氏 ,町民各位のあたたかい御協

力をVlたたいた｡最後に記して厚く御礼申し上げたVlo
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第 1 章 久 世 町 の 沿 革 と 現 況

1 現況 ,位置 ,地勢

㈹ 現 況

久世町の現況を杷纏するにあたって仇 諸種の妻兼があげられ,またそれらが交錯してはいる

ものの･一応下記の四項目にしぼ D.その概略を記すことにするO

(i)産業別従業者数の推移と現況

別表①に示すように.従菓者数では第-位が血兎 第二位が製造薬.第三位が卸′J､売薬.第

四位がサービス業で.以下.建設英.避梅迫菜と統くOしかしながら.月懐Q逓)を見て明らか
なように.腹位にかける比亜はかTrD流動的であることがわかるO即ち.産鞍を第一次.第二

次.第三次に大別した場合.過去昭和三十年から昭和四十年までの十年間にかいて比 第二次一

第三次産業の占める割合が.雛'一次産業の占めるそれを次第に圧倒 してきていることがわかる｡

ちなみに.=場誘致などで息林業者は昭和三十年には全体の54･1弟であったものが.昭和四

十年には59･2弟と渡少しているC特に増淡の改変仇 鼻薬 .卸小売業.製造業にかVlて著し

vloこれらの変化仕主として.専業維持のできなくなったことに上るもの,従って兼業,特に

第二種兼業へと移行したことに上るもの.住民が粥茸の目を都市に向けるようになったこと.

また.当地域内.あるいは周辺地域への=切諸政に上るものと考えてVlる.ところで,任意の

必要なことW.表面的な人口増加についてであるO即ち.昭和三十五年から四十年にかけては

人口は増加しているが.この増加は主として郡長製糸会社.その他の灘造業会社の従渠者が久

世町に転入してきてVlることが大きく作用してV,ると考えられる｡(後輩 ｢人口動嵐 人口静

態｣を参照されたいO )

既に,若干述べたように.患家故にかいては専黄から兼秦,特に第二杜兼業への移行が顕著
であるが.この移行は別表④忙みられるような. (日本特有の)経営動地 の狭'｣､性からして.

必然的な帰結であろうO

･.一一1--



別表① 人口.世帯数 および産業別従業者徴

分 昭 和 5 0 年 昭 和 5 5 年 昭 和 4 0 年

人 口 12.702 ll,756 12,544

世 帯 数 2.809 2.645 2.751

産莱刺従莱者数 # # 5,049 2,686 2,442

林 英 186 151 112

漁 薬 17 4 0
鉱 業 5 7 0
建 設 業 261 27占 295

製 造 業 627 699 1.580

卸 ′J､ 売 薬 884 966 745

金 融 業 84 66 占9

運 輸 通 信 菜 227 288 281

サ ー ビ ス 典 567 655 892

公 務 ー50 ー55 138

そ の 他 5 0 0

別表② 第一次産業と第二次,第三次産業との比率

∃_～ ※ さ ＼ ∴

(loo帝)昭和50年 55年 40年

別表③ 農 家 数

総 数 専 業 寮 一 種 兼 業 第 二 種 兼 薬

55 年 1,254 58(】 598 278

一･･2--



別表④ 経営耕地広狭別姓家数

55年 1,254 555 5l占 159 18 1

(2) 真庭郡内および県北における経済的中心地としての久世町 : その変貌せる現状

地理的にみた久世町の位燈もみのがすとと比できないが,これは歴史的な要素を多分に反映

してV,る現象といえよう｡即ち, ｢久世｣というの比元渡場であるところからかこった地名で

あD.古文献には ｢久世｣が ｢古瀬｣とあ9.舟泊地を意味している｡同時に.久世は宿場町

であD.牛馬市の盛ん在所でもある｡それ比歴史的にみて英庭郡をも含めた県北における久世

町の歓楽地.商業中心地としての性格を示しているといえJ:う｡こうした古来からの久世町の

性格は地域住民の性格決定に大きく作用したと思われるのである｡久世町民の間にはV'わゆる

U新しV,もの〝に対する関心は強く.それは能動的である｡一九 昭和三十年代の経済の新L

v,波は久世町にも当然影碑を及ぼしたが.その蘇取は後進地域たる県北の一地域たる久世町に

も新た在籍矛盾を一層うきはDにするものであったC ここにかV,て.これまで少なくとも県北

にかV,て歴史的にみて.V,わゆる先進地域として上述のととき性格をもってV,た久世町は新た

なる事態に対処せざるを得をV,状況に遺 したoつt少.これまで久世町は県北の間におV,て町

民性.経済性の観点からして誇9のようなものを抱いていたが.今日の大きな社会の波の中で

はそうV,ったものは小さな意味しかもた7Tzくなってくるo従って.現段階におV,て久世町の焦

そう感は表面化してきてV,る｡即ち.それは合併問屋であD.悲観的とも思われる経済力確保

の努力とV,ったものである｡こうした後進地域としての問題は.久世町に僻有なものではなく.

開発のおくれてV,る県北に普遍的をものとしてあらわれている｡

ところで久世町は隣接の町村である勝山 落合町などと比戟 して物価が安V,とV,われてV,る｡

そのため.隣接町村からの物穀購入者も多いそうであるし.他町民であ9ながら久世町に住居

を定めるものもかなDいるそうであるOまた.遠 く久世町上Dも発展的な津山あたDからも遊

び客が多V,｡こうした意味にかV,てのみ久世町比歴史的な地位を保ってV,る｡しかしながら.

外部の大きな波はこれまでの久世の性格に大きを変貌を余儀なくさせるのは当然のことながら

予想されるところであるo

(3) 交通組織の現況

鉄道は姫新線が久世町内でほぼ旭川沿いに走9.両は黄作落合駅.西は中国勝山駅に至る｡主

主要道路としてqi久世町南部を東西にぬける国道 1 8 1号憩 .旭川沿いに北上する県道久世建

部線.市街地中心よD東北にのぴ.隣接苫EEI郡に至る収道中和久世讃臥 せた中和久世線とほほ
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久世町北端で分岐して北に走る樫西賂原*･目木川に沿って北上し一更に西にぬける余野上鏡

野線などであるOとのうち南部を走る主要道路の交通丑の増大が著しく･特に県道久世建部破

綻久世町と県南を桔ぷ線であり･その路線上にあって久世市街地に入いるための唯一の橋が中

橋である.県南との往来は激増しているので中橋の交通丑を鮒 PL･更に市帯地の発展の構想

も兼ねて.県道久世建部線よD分岐し･久世高校東側を北東にぬけ一国道 -81号線に接続す

る新道路建設を計画している｡将来の都市計画.工場軒数計画を考慮すれば･なおいっそうの

路線整備がな首れなければなら72Vl｡

(4) 青少年対策の現況

久世町でも他の県北市町村と同様,青年の町を出ていく他向紘年々その匿合を増してV,るO

そのため町当局で仕これからの典薬発展一=喝増大,工菓発展の前凍条件たる人的資源の確保

を比かるため.対策をこうじているOそこで若人を町にとどめるための一条件ともいうべき娯

楽施設の必要性が叫ばれてVlるのであるが.目下のところ2ロ0人程度の収容力をもつ公民館

があるのみである.今後払 1ロ00人程度の収容力をもち.都会的を雰囲気を味わえるよう

な会館の建設を予定するなど.町当局の青少年vc魅力を与える上うそ町づくDの努力はうかが

える｡

(｡) 位置か上び両横

久世町は旭川にまたがD.隣捗落合町とともに真庭都中最上の広野を占める土地であ9.郡の

中央部上9やや東南にその位置を占めているO北は静原町の南東部.勝山町の北東部.古村南部

と接している｡東は鏡野町西部.久米町北西部と矢倉山で境をなし.なか落合町北兼部と接し.

南紘落合町の北瓢 平取 目名.神毛.杉山と醗し.酉は勝山町原方エ9旭川を境とし.杉河原

の上小瀬ケ谷を上9.山頂続きに上D.勝山町と接している｡

旧久世町と旧美和村との合併後の現在の久世町は総両横74･82湖 を有している｡

い 地 勢

旭川(高田川 )は勝山町ID東流して久世町に入D.市街地の下外れ上9漸次南東に曲流して

落合町を通9.両に向って流れているOとの川の両岸は作西第-の境野であ9.本町南部はその

昔における美島部.久世軌 高田庄の広大を沃野を占めていた｡

山地に関すれば.本町の西北端の高峰三坂山(905m)の連峰比南Kのぴ,旧久世町の北境

VEおいて三叉に分岐 し.東肢の連峰は余川.目木川に沿って南に進み.砥石山 (419仇)上D

茶E]山に至るOとの脈中になお河原山(585m)があ9.また茶E]山の南に展開している多田

の耕地比山谷で階段状をなしている.西肢の連峰は本町と勝山町との境界をなして南方に進出し.

旭川に接しているoこの脈中の中央部19分岐して東方に突き出している連峰の頂上を寺畑山と

Vlって. 54Dmある｡また.三叉の中央部連峰をなして.これまた南方に突き出し.田下に追

っている山脈があ9.との脈中に岩尾山の高峰がある｡岩尾山連峰の東側に≡坂谷があD.≡坂

川はその源を大曲上D発し.≡坂谷を流れ 鍋屋を経て旭川に狂いでいる｡三板谷は階段状の耕

地をなし.中途二つの谷に肢るo西の谷を宿の谷といい.東の谷を東明という｡岩尾山と寺畑山
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との間奥深くに谷があ9.小谷といって/J､谷川遠く寺畑の背後.御滝山の奥上9流れて南流して

田下を過ぎ･鍋屋にて三坂川に合流している.平野の南部の山地比 その北東に草加部の平野,

東麓に私 書尾の平野を抱いている.この山地の頂に神村の東方 金砕山の高峰 (547,托)があ

あるOとの山の東側比二つの谷となって惣忙開いている.南の谷を志津谷.北の谷を大礼谷とい

うOとの山地の南麓は落合町の杉山.神毛 目名であって一久世町の地はその一部分三角形VC突

き出して神毛と相腰 している.東部エ9本町を斜めに横切る川比目木川といい.隣接宮村の南端

上9本町に入D.余野T .埋束を通9.砥石山を西に仰ぎ.更に南下し.やがて旭川に合流するO

また.雷村の南部楠上9本町に入9.商流LE]木川に合流する川は余川というO兼秀川は本町北

部と宮村南西部との境界線に沿って南東に流れ.山生川は三坂山東部をかすめ,山生を通9南東

に走9.昏畑川は樫西南部を東流し.いずれも余川に合流している.この兼秀川.山壁用との間

を南方に走る脈中に招鉢山の高峰(879m)がある｡また.禽村の南部上9本町に入D.やや

南西に分岐し.砥石山の方向に走る山脈があるが.との脈中に長田山(584m)がある.一方一

余野下上9隣接落合町の最北部.久米町の西北部にかけて走る山脈があ9.この脈中に高仙の高

峰がある｡

2 久世町 の沿革

久世は真庭郡東南部に任し.旭川とその支流.日大川に沿う肥沃を平連地に恵まれ 農薬に従事

するものが大部分であるが.この地方に･おける経済の中心となっている.

現在の久世町QL 昭和 50年4月29日に近麻の柔和村と合併し,新大久世町となって現在に至

っているのであるo

それ以前に久世町.莫和村はそれぞれ一いくたの合併を経ていたが一ここではそれぞれの町村が

どの上うに合併してきたかを中心に述べてみようO

久世は現在.真庭郡に属 し.明治以前は美作国に属し.その支配下にあった.太古にかいては吉

備の国に属し.後.吉備を前.中.後の5つに分ち.現在の久世は備前の国に属 したoLかし,そ

の後.和銅 占年の美作分国に上9,備前の国を占つに分ち.始めて実作の国を置いたOその後.い

くたの年月を経一明治9年.廃合置県の改正に上9.岡山県に合併されるに及び.美作国の独立は

終DになったのであるO

でQi,まず美作国に属する久世は美作園の変遷とともに.どの上うに変ってきたかを調べてみ上

う｡

イ 久世の発展

前述した上うに.現在の久世町は昭和50年 4月29日に近隣の美和村と合併し.今日に至

っているものである｡

でQi.久世町と美和町はそれぞれどの上うに発展してきたかを中心に述べてみようo

M 久 世 町

この地域は古くは山久世･鍋屋 ･三坂 ･多用･中島･久世村山方 ･同原方･草加部1分･
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同下分･神･惣･宮尾の 12村があったとVlうOいつ頃から12村に分かれていたのかはわ

からをいが.仁徳天皇の皇子.大日下王 ･若日下王の御名代の地が草加部にあったとV,うか

ら.それ以前にすでに分かれてV,たものと思われる.

その後.山久世 ･鍋屋･三坂 ･多EB･中島･久世村山方 ･同原方は大庭郡に.他の各村は

兵島郡に縞入された.大庭郡とは久世川の東をtJIV,,酉を夷島郡というのであるOをかこの

地域は央島郷･高田郷 ･久世郷の5細にわかれてV,たO

倉時代の仕じめ,梶原常時が美作守護に任じられ,この地を治めたが.戦国時代に入D.

山名.赤松･尼子･毛利 ･三浦氏等の諸氏が抗争を繰9返し,天正 12年,字喜多氏の平定

まで続vlた｡

徳川時代に入9.慶長 5年′ト早川氏.同8年森氏が代って美作国を領したが. 4代にして

元醸 1D牢固除され.一時,薙府直轄領となったが,亜 11*,松平氏が津山藩主になD.

この地を治めた｡その後.享保 11*.凶作に加え.徴租税を早めたため, 2郡の住民が久

世に会し,いわゆる山中潜動を引き起こし,その結果翌 12年,幕府はその封土を削9. 5

万石を没収して幕府直轄領とし.これを管理するために久世に代官所を置いたOなかでも名

代官,早川八郎左術門正妃の尊政によ9.度耕･華秦等が発達 し.旭川沿いに開けた沃野と

ともに作西にかける政治経済の中心的都市を形成してきたO

幕末には.山久世村 ･三坂村は幕領として津山藩の預D.鍋屋 ･多田･中島･久世村山方.

同原方の各村は津山藩筑 草加部村上分 ･神･惣の各村は真島藩領.草加部村下分｡宮尾は

竜野藩領に属していた｡この中.其島藩とは明和元年,勝山に封ぜられた三浦氏のことであ

る｡

明治に入D. 5亀 山久世村･三坂村は倉敷県に属し.盟 4年 7月に廃藩倍県によD,他

の各村はそれぞれ津山腺･直島腺及び竜野腺に属することになった那.同年 11凡 腺の統

合によD,北条膿となったO

5年 8月 17日.久世村原方.同山方を合併して久世村とし.草加部村上分及び同下分を

合併して草加部村を置いた｡

9年,北条腺は岡山県に合併し. 22年 6月 1日.村制実施の際.久世 ･中島.多田.

鍋屋 ･三坂･山久世の各村が合併して大庭郡久世村となD.草加部 ･惣･神 .宮尾の各軸 l･

合併して真島郡川南村となったOその後, 29年久世村は町制を虎行して久世町とな9,

55年 4月1日共島郡と大庭郡が合併して兵庭都とをD.選 54年 4月1B.山久世地区と

分離して-宮村(後の勝山町)に編入した｡

その後･ 57年 6月 1日･久世町と川南村が合併まで続いたのである｡

r2) 美 和 村

この地域には･古くは樫村東谷･同西谷･神上 ･余野上 ･白木 ･三崎pJ腺 ･台金屋の各村

があったoこの地は美作国大庭郡に属し.台金屋の地域は久世私 他の各村は大庭郡に縞入

されていた0
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戦国の争乱を経て.天正 12年字音多氏の所俄となったが.徳川時代に入D.曲長 5年.

･｣､早川氏一同8年森氏が美作の地を領したが.元疎 11年松平氏が津山藩主とをD.その所

領となった｡翌 日 年目木村を分別して目木上村を設催した｡享保 12年幕府直韓領とをD,

久世代官所の所属とな-つたが.文化 14年.再び津山藩主の所領とそった｡寛政 8年神上村

を鴻殖村と改め,同 12年三崎河原村を分割して中原村を新たに設置した｡

明治に入9. 4年7凡 廃藩僅県によ9帝山県に属し.同年 11月北条県と夜--たo里 5

年8月 17日日木上村と自木村が合併して呂木村とをD.三崎河原村と中原村が合併して三

崎河原村とをD.また樫村東谷と同西谷･特碑村が合併して樫村とを1た｡ 9屯 北条県は

岡山県に合併した. 15年 4月28日樫村が分割され.樫東村と樫西村となった｡里 14年

9月2乱 三崎河原村を廃して三崎村･中原村が設けられた. 22年 6月 1E].町村制実施

の際.樫兎 樫酉.余野上.余野下の四村が合併して樫野村を置き,白木 ･台金屋･三崎･

中原の四村が合併して米乗村とをD, 58年 9月 1日,樫野村と米釆村が合併して美和村と

をD.これが昭和 5D年の合併まで続くのであるO

以上のように昭和 50年の合併に至るまでに久世町･実和村でそれぞれ させざまの合併

分割を行なっておD.それらを一つ-つ辞し(調べてみれはよいのであるが.何分.資料が

をいため一それは不可能なので.その中よb明治 57年の久世町と川南札 昭和 50年の久

世町と美和村の合併をそれぞれ調べてみよ5と患う｡

ロ 明治 57年の合併

明治 57年 4月28日に岡LLl児知事よD.共産郡久世町 ･川南村を廃して.その区域に久世

町を置くというのは~公益上必要ではないかとい)意見が出され.慎重を討議が重ねられた｡し

かし.次の理由によD.久世町側では.この合併には不東成という声が多かったのである｡

1･風土･人情を具し.資力相平均せざるに上る0

2. 大字.草加部の如きは地勢隔脆地理上の不便のみならず.もしこれが合併の暁は公益上に

於て利益を認めざるのみならず.一水を隔て一朝秩zk兇荒に際し.交通遮断その他及ぼすと

ころの利害を供にせざるを以てをb(町会憩故事凄よD)

一方川南村側では ｢川南村は久世町に比戟するに地価反金当Dに非常の高低あbてこれまで

実価ならびに収益に至bては反比例をなせD｡これを合併して均一の賦課奉を受くるうちは不

公平なるものと存候｡これに加えて久世町と川甫和とは人帆 風習俗及び生活の道等も自ら異

をるものあD.共同の経営とをさんか｡

従って町村経済の予算に更正増減するの必要を生ず｡これまで適当に自治自立の道を立てん

か.予算割増の免るべからざるものあD｡

以上の理由によb合併する時Lri公益を寄するものと苛むるものもこれあD--･･･,.･｣(川南

村会議事録よb)

以上のようを理由で反対が双方の村にはあったのであるが.これがどのように施定されて,

明治 57年 6月 1日の合併に至ったのかや科が全くなくて不明なのが残念である.
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ノ､ 昭和50年の合併

昭和 28年 10月 1日町村合併促進法が施行され,町村規模の拡大と財政の健全化が唱え

られに及び,久世町と美和村は地形的にも経済的にも簡捷な関係があ9,人情,風俗,習慣

等も共通してか9,当然合併すべきであるとの藩がかこ9,その実現に進んでいた｡ところ

が隣接する町村のうち.久世,美和両町村に近接する一部住民間にかいて編入を希望する声

が起ったため,その解決策として真庭郡南部8ケ町村(美川村 ･津田村 ･木山村 ･落合町 ･

川東村 ･河内村 ･久世町 ･美和村 )が合併して市制をひいたらどうかという案が出され,昭

和 29年 5月 1日, 8ケ町村の合併促進協譲合を設け,以来 10数回にわたって協議を重ね

た｡しかし容易に協議の成立をみず,落合町と木山村のからんだ問題 (学校問題 )があ9,

その他の理由で実現の見通しが困難とな9, 7月 12日の協議会をもって,これは解散した.

その後,久世 ･美和両町村の久世ブロックと落合町を中心とする郡南部 6ケ町村の落合ブロ

ックにわかれて合併を進めることになった.昭和 29年 9月 18日,久世ブロックは合併協

議合と括成して合併の促進に努めたが,落合プロ･,クの一部地区,いわゆる落合町北部地区

(天津学区 ),川東村北部地区(旧大庭村 )の住民は,地形的に相接続 しているというとと

経済的関係上,T久世町とは密接,不寸分であること｡教育行政運営の面にかいて画期的な成

果あること等の理由によ9,本地区への分梅細 入を希望したOが,その成行を静観すること

となった｡その後落合ブロックd町村合併の議がまとまD,旧落合町,旧川東村の分離問題

未解決のまま,昭和 50年 1月 1日,新落合町の発足となった｡

ここにおいて,久世ブロック町村合併協議を進めることにな9, 5月8日専門部第-,第三

部会,次いで 10日弟二部会を開催 して合併に関する諸事項を決定し,東に同月 18日最後

の協議会を開催して合併協定の成立菅みた0 5月22日,久世,美和両町村性臨時議会を招

集して合併を議決し,合併申諸事を提出したoしかし,前の未解決の問題は落合町エDの分

離を期して,昭和5ロ年 4月1日に同時合併を希望してきたが,その期日を目前にひかえ,

との合併の見通しは困難とな9,柵想の一部を変更して久世町 ･美和村の2ケ町村の合併を

先行するに至 9 .昭和 50年 4月29日,新大久世町の発町と売った｡

この合併の際,条件となったものは,次に上げる如くであるo

1. 役場及び支所

役場は旧久世町地内.遷喬小学校南方国道附近忙置き,当分の間,久世町役場をもって

これにあてる｡

2･役場感物は新町にかいて早急に新築するものとするO

ま 支所は旧美和村に設置する.

4･ 支所に卦いては概れ 次作掲げる事務を取少扱うものとする｡

･ 戸薪に髄する畢務

･ 諸証明に関する事務
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･ 町税その他収入金の収納に関する事務

･ 配給に関する串妨

5･ 財産,営造物及び負債の帰属処分

･ 財産及び営造物は原則として一切の柏利粉 共に新町に引き継ぐものとするO但し,

公有林野,営造物については住民の利益と7kる旧慨は従前の通Dとする｡

･ 負債については,長期起債はすべて新町に引き継ぎ,その他の負債は新町発足までに

誠意をもって極力整理するものとする｡

6_ 税収入等について

税率及び使用料については一応旧町村のものをそのま7E新町に引き継ぐものとし,滞納

金については旧町村にかいて誠意をもって可久的速やかにこれを塵理するものとする｡

7. 自治功労者の取9扱いについて

各自町村にかいて措粧するものとする.

8.職且の取D扱いについて

･ 助役,収入役,一般職の敬具は原則として新町に引き継ぐものとするO

･ 給与は現在のせせとし,新町にかいて可及的速かVC調整するものとする｡

･ 合併による希望退職者の退職手当については,旧町村にかいて優遇の措怒菅静ずるも

のとするQ

･ 町村長,惑会議長.委員会の姿見尊の退職金壮各町村において善処するものとする｡

･ 新町発足に至るtで拙戦負の新規採用比行なわない0

9. 議員の任期及び宗教の特例適用について

関係町村の藩会の敬具は町村合併促進法第 9粂第 1項の規定に塞き,合併後, 1ケ年間

を限9新町の譲会議長として引き続き在任せしめるものとする｡

10. 国民健康保険堺英について

国民健康保険事業は可及的速やかに夷施するものとする0

ll. 典薬委員会について

関係町村の良薬要具会の選挙による要点牲町村合併促進法第 9条の5第 1項第 1号の特

例智適し,合併後 1ケ年間を限9,新町の良案委員会の選挙による委員として,引き続き

在任せしめるものとする｡

12. 教育委員会について

新町の教育委員会の選挙に上る要点比町村合併促進法第9条の2第 1項第 1号の特例を

適用し,関係町村の教育委負会の選挙に上る季長の互選に上る者をもって,これに充て'

合併後 1ケ年間を限D,引き続き在任せしめるものとする0

15. 消防団の組織について

現状のませ新町に引継ぎ,当分の間旧町村毎に分EEを設置し,新町において早急に統合
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を図るものとする.

14. 継続事典及び原案草案について

各町村の継続事英については新町の櫛 計画として継続実施するものとし一その他県案

事案等紘新町建設計画策定の際.これを検討するものとする0

15. 各種団体について

各種団体の意志を尊重 し,新町はこれに協力するものとする0

16, 附帯条件

･ 本協定成立の日並びに新町発足の日以後といえども落合町分離地域の編入に関しては

新町に引継ぎ目的達成のため強力に努力する｡

･ 新町の議会藩負,成東委員会の選挙による委員,教育委員会の選挙に上る委員は落合

町分離地区編入の際は直ちに改選とする｡

参 考 資 料

岡山県市町村合併誌

久世町誌

議 事 録

第 2 葦 久 世 町 の 自然 的 軍 境

1 地 形

岡山県は大きく北部の中国山地.甲部に青備高原,南部に備前平野並びに丘陵地帯と地形

区分することができる.そして久世町は中国山地と吉備高原の境界域の小さな盆地菅中心と

する境域である.そのために北t,こは中国山地,繭には吉備高原の一部が域内にふくせれる｡
北部の中国山地は高 く急峻で招鉢山で879mに達し,その南面は多くのヒダに開析され,

落合あたDから臨む山容紘壮年山地そのものであるOかかる急峻を山地の鞄には 200-

d001nくらいの丘陵をいし低山性の山地が横たわ9.盆地底との境ををしている｡そ して

旭川に合流する北からの粂川,目木川帆 ここで水狭随一なつ くっている｡ (写真①◎ )

さて久世盆地の盈地底であるが,これは転めてフラットで.一帯は旭川の氾濫原である.

しかし山間にかかる広い低地面が存在することについては,一考な要するととで,それにつ

いては北の山放線の東西に走る一直線であるoすなゎち鍋屋から勝山町の原方菅見通す山側

は急嶺で,それは平坦な盆地面につっ立っているO断層によるものといわねばならない.南

側の境も,北側ほどではないにしても同様,との帯状の平坦面は全体として単に浸食のみに

よるものではなく,地牌性のものと断定したい｡そしてとの地帯内に旭川の上流が流しこん
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だ砂鉄は,このなかを7ラ,トになるまで堆耕し,氾温原らしいものをつくった075にさせ
かかる河流の上流にできたいわくつきの平野比T流のものとちがって,堆哉物も租粒で,塞

盤も伐く,それに旭川の流路方向も,再従的 (Resequenl: )であるなど,土地利用で

考えさせられる問題をはらんでいる｡この平坦面上にも氾亀医によくみられる河道の変遷の

跡がみられる.すなわち曲流が洪水時のたびに流路を変えたらしく,大庭 .首尾 ･土居 ･惣

などにいくらか湿地性のところがある.現在で比それが攻防に規制されて殆んど直線化して

いる｡

旭川のRer8equent

久世町の町轟で,旭川の攻防に立つ

と,河原は意外にも広く,その河原の

僕は砂利ではなく,いゎゆるポールダ

ーといわれるのがふさわしい大陳で,

流水は文の渦渇時であるのに流速は速

い.まだ侵食の激しさを思わせるもの

がある｡すなわち既述の中国山地にし

ても同様に,このあた9-帯は若返D

の様相がうかがゎれるのである｡目木

川にしても中流から下流にかけて河岸

段丘が見られる｡河岸段丘は河川侵食

の若返D.すなわち侵食がよ9強くな

った結果,河流は谷床を下刻する｡こ

の際,旧谷床の全部が侵食しつくされない限E),谷床の一部は平坦面となって残存し,谷は

谷中谷の状態になるCとの旧谷床の平坦面が河岸投丘である｡河岸段丘は大別して,河川の

堆斬作用によって生じた堆析段丘と河川の側方侵食に上って生じた侵食段丘の 2つに分けら

れるが,この付近の河岸段丘は回木川の左岸托,しかも川がカーブしている場所に多く, 2

～5mの段丘崖をもった河岸段丘がみられ,この付近の地盤である黒色準片岩,主に千枚岩

が河鼠 段丘崖の下部に見られることから,地盤が隆起し,その結果下刻作用が再び活発に

なって形成されたものと思われる.従って侵食段丘であると考えてよかろうoそして一部の

地区では2段の河津段丘が見られることから, 2回にわたる若返DがあったといえるQ

(写真③)

2 地 質

このあたDは三部変成帯といゎれる低庇の変成岩の卓越する地域にあたっているoすなわ
ち盆地からみられる急髄の山地は,すべて熟色5:している千枚岩が粘板岩であって'これが

またここでの最古の岩層でもあるO地質時代でいえばおそらく石炭紀の上部で･約5億年前
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写真③ 目木川,木谷附近の河岸段丘

の地層であるOそれが古生代終Dから中生代初めにかけての,大造山連動によって変成され

たものである｡Lへうまでもなくとの造山運動は古い日本の陸地として,今の日本の位置には

じめて陸地をつくった地盤運動で秋吉造山過勤といわれ,海面上に現われた山地は秋吉山脈

とエばれるoLかしこの古い山脈はその後の地盤運動で大きく変化をうけて,極めて′J､さく

プロ･)ク化し,いず見る山地の概形は第三紀後のものであることはいうまでもない｡古生代

以後の岩層といえば,中生代末に選入した花牌岩があD,北方の摺鉢山から三坂にかけて,

わずかではあるが現われて卦D.三坂峠の南では断層でもって古生屑の粘板岩と接している.

また津山盆地から西方三次(広島県)にかけて帯状にみられる第三紀の中新銃は,ここでは

三坂の谷や鍋匿のあた9,中原 ･高屋 ･草加部と山取に分散的に.古生層む不整合にかかっ

て分布してかD,砂岩や際岩で.僚岸は一部では洪横の段丘疎であろうと思われるものもあ

る｡そして盈地底は沖耕堆横物であることはいうずでもないが.いくつかのポー])ンク試料

によると,この沖疎堆碑もせいぜい数nであって,この底は大ていのところで中新続と思わ

れる砂岩であるO

さて構造であるが,古生屑の走向は大体東北一西南で南落ちであD,一見単斜榊進のよう

であるが.隣接地域菅考えると,この地域の北部あたDが背斜軸にあたっていて,津山三次

の中新統堆筋の地帯は多くはこの軸部に相当するようである｡地形的に大きな断層は前述の

とか9であるが,′J､さな断層が北から南へ斜めに起っている｡茂見尾休業銅山から茂瀬 ･目

木にかけて,あるいは摺鉢山山腹の花尉岩と古生屑との接触点から鍋谷から三坂にかけて起

っているih屑を基幹として,樹枝状に教ヶ所起っている｡ (第 1回〕このことは道路に面し
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た基盤が現われた所など至る所に

小さを断層が起っているのが見え

る｡そしてこの′J､さを断層が起っ

ている千枚岩の間には黒色の断層

粘土が生じているが,この黒色を

呈するのは古生屑の中に娘鉛が漁

っているためであろう｡

(写真④ )

を桝中耕地の地質についてみる

と大体数nの厚さと見ることがで

き,久世町市街地付近の地層断面

を電報旬話局建造にかけるポー1)

ング調査図 (第Ⅱ図〕から見てみ

ると.地下面上90.25mまでの

間は耕地の盛土で,その下に砂の

薄層を狭み,深度 0.58mで砂際

屑に遷す00150m以下の砂傑J5

は旧旭川の河床に堆壊した河成層

でちD,秒分の比叡的少ない鍵を

主体にした砂鉄屑で,相対密度は

締って卦D,地層はかな少締って

いる.ここで第Ⅱ図菅よく見ると,

写其ql 余野下,目･木川沿い
で写す黒色断層粘土

0･8a- 1･60mの味さで陳は暗灰色をしてか9.地下水で疎は汚染されているO従って

1･48- 1･aOlnの闇は相当多丑の地下水が放れているものと思われる.地下水がこのよう

な浅い所を流れているとlハうことは,久世町庁舎のわずか北方に泉が沸いていることからも

うかがえる.泉は二ヶ所に沸水してかD,コンクT)-トで固められている｡ 1つは′｣､綿の-

角に深さ50cm位の小さなものであ

るが,いま1つは4m四方位のかを

9大きを泉である｡ (写真⑤ )現在

でも56戸の住宅がこの泉を使用し

てか9,渇水期でも水生は殆んど変

らないそうである｡

また久世統合中学校のポー1)yグ調

査図から推定した想定断面図 〔第皿

至久世
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久世町 地 質図

第 1 図
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深度n 屈原Tn 図 表 地 質 色

-0.25 0■0.0.rlo,O.e).一0 細 砂 暗 灰茶 碗暗灰暗灰暗 槻暗育舵

0.50一〇一〇一〇一〇0-0 - 0-00-0-0- 粘土 混 9秒蹟

0.80:-.0.0(7-■:■O■..¢_ 砂 嘩

2.45'.....:'砂 傑

a5

ll.55 (粘賀砂傑粘 土砂質頁岩

〔第Ⅱ図〕 翫報電話局ポ-1)ング調査園

蘇皮竹t 価原m 図 表 地 質 色

G500.901.50一.401.dOidD 0.5 41,.̂ノ少へJnJンヽ Jnノ1ヽ功′ヽ 表 土 魚灰

0.占0㌔..､二､.二､二言､･:I:i.＼＼■.'."′,砂洩りシル ト 暗鵜

0.4 ○■L.:,I.○...a:& & 暗灰茶色･..〇一.Q ,./

0.1 ヽヽヽヽ､ヽヽ ､ヽヽ＼ヽヽ ＼ヽヽヽヽ ヽヽ 弛 9シルト暗灰

0.2 l● 中 砂 暗灰

2.00 %や_-.;..C).q:q■∴〔⊃...砂 傑 暗灰

0.80 ∴0 :-8,.枯質砂僕 晶.0..0 0 . ..

4..405n552815.00 0.占 ･､■oT■._ ー ⊥ .0 枯質砂傑 東端

､一0 ..､〇

0.15 固結粘土 暗梅

9.80

J砂質頁岩l 暗育舵

写真⑤ 泉 の 宙 水
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図〕と第Ⅱ囲とから推定すると,表土や粘土ロームなど地表面に近い軟い層は0･50m- 1

冊,厚い所で27托近くと蒋く,その下はすぐ砂瞭質の地層になっているO従って久世町の地

盤は堅硬で徹宵な沖棟層であるといえるoなか電報電話局地点にかいてfr入試験並びに載荷

試験の結果より,長期 50I;On/d 智越える荷重に対して十分な応力を持つことがゎかり

きわめて良好な基盤である｡

OJCi千i / I .L ./

-ーJ :lII/.I.一'..私 .i_:.ロ十へ.∴ ./ I .､ヽ ▲

つ . ∂∴ ∴ ∂ ･Q ' 'C ,･0､0 ■､ ∂ ●ごつ■
･1○ ､.0 .0 ' Jヽ･王 も tLt> リ ー. ●O

x * 1 I,aJ/ 鬼 ,･b. ' 一a L. ソ ′
.心l こ, ･i)

1 ′ ■ t '菅的 鬼 - O QO O -QQr-I--■--∴ 奮 敏和

■---■---L i 勺 ..宣 V,( V . .C､.℃

∫IO -■--I-■■ ▲一 ▲ < x イ
AI 一 一 一 I. メ ヾ

* <. ■ L A< > V

(第m図〕 想 定 断 面 図

3 水 利

岡山県の三大河川の一つである旭川が久世町南部智幹川として西から東へ流れている｡こ

の川幅 100- 208冊の旭川を幹川として.次いで余野上から目木を流れる目木川,そし

てこれらの支川として余川,兼弟川,宿川,大下川,黒尾川,三坂川,′ト谷川あるいは山生

川,皆畑川,横畝川など渇水期には水の枯れる谷川などの大小支流が幼年谷官刻みながら旭

川-と集っている.久世町の河川は旭)Jは除いては狭く,短かくそして急流となってhoこ

のような河川のため,年間雨丑1.i0OhZAZの降雨も最 も降雨の多い梅雨期にかいてさえも,

急な山腹Iて降った雨は一度に下流へと流れ去ってしまう.目木川流域では井収でこれなの水

を集水して段丘上の水田に導いているD

井堰は第Ⅰ表に示したように総計 188個の井腹がみられるo(写真⑥ )特に目木川.余

川.三坂川の5つの河JJlに典中してか9.日木川,,余川に多くみられるのは河長からみて

うなづけるものであるが,三坂川においては満親面馳 らゝして,水臭が少ないため 1つの井

収からは数Laもの水田官職灘するに十分な水丑を取水するととはできない.そのためには多

くの取水口を多く設けねばならない.このことを甚づけるように 108個の取水口を教え,

そのうち55個が雌概面税 1La未満という多くの/J､さを井収となっている｡しかし1つの河
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第 Ⅰ表

河 川 名 取水 聴教 他 7取面凍La I 河 川 名 取 水胎教 傭瀞面 潜也

旭 川 5 151.0 大 下 川 2 1T.8

目 木 川 25 159.1 鼎 尾 川 2 不 明

宿 川 7 110 三 坂 川 27 64.7

余 川 25 59_0 ′J､ 谷 川 18 &1

た め 池 総 数 確 概 面額(也)

写真⑥ 金 野下 で写 す井鵜

川にこれだけの井他が接近して存在しているたれ 用水の争奪あるtJlは用水路,取水口の維持,

権利などの問題が起9そうであるが,その芦は剛 ▲れなtJlo これは上流に位置する塩の水VC
対して下流の者は口出しでき帥 という碑勲の了殊と･′J､さ夜備概面桁を維持するのに十分な
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小さい井晦に対する費用も少ないなどの理由によるためであ,rbう｡そして流水の占用目的も

袋井用水以外昨春魚,消防用水との兼用が数ヶ所見られる他払 すべて確瓶用目的で参ること

も共通の便札 利益としてあげ られよう｡ これら/｣､他叔面横 とは反対に 10Ja以上のものも6

井魅を数える.旭川に 2つ,目木仙 余川,三執りにそれぞれ 1つづつあるが, これらはやは

9維持に多額を費用を要するため,取水口の不朽化.用水路の堅牢化などが進み,土地改良区

として発足 し,維持されているo例えば滞概面墳 80Laなもつ旭川左岸の黒尾土地改良区が代

表例である.また目木川流域にみられる河岸段丘の問題 も見捨られない｡水面から2仇～ 5m

と2段になっている段丘面に位怒する水田への誘水は,相当上流の地点に取水口怒設置 しなけ

れば価水をすることはできない｡ こうした地形による問題の外に.昭和 50年に旭川上流,蘇

原町に完成された敵原ダムによる伶水音の聞落があるQとの湯原ダムの水は湯原町の第一発電

所で発現用水として使用され,旭川本流を流下するととなく,湯原町社から約 12Kmの トyネ

ルで久世町草加部の第二発屯所に発電用水として使用され,久世町黒尾井低の下方において旭

川本流に放流されている｡一方敵原町社から下流の旭川本流は湯原町禾浮で鉄山川な合せて湯

原町牧からトyネルで山久世の勝山第-発屯所へ,また勝山第二発電所へは新庄川の水をも導

き入れられ,黒尾井塩,楓 It井堰上り上流の横部で旭川本流に放流されているQそのため,両

井堰に取D入れられる水は旭川,新庄川の自然の流水ではなく , トンネルを通過し,発電に使

用されて自然の水温上昇を阻害された水であるO この水温低下は 1･0℃一臥上の低下がみられる｡

わずか1･0℃の低下といっても,この井櫨一帯は沖研層エDをD ,地下水位はわずか 1.5- 2.6

mであるoそのためわずかの水温放下も耕作の牧丘に大きく影唇するという大きな開演が4)る｡

しかし用水路がいかに多くても山の多い地方にかいて河川からの引水に上る確概だけでは十

分で仕をhoまして従傾丘陵,壮年山地の地形では山間の枝谷は渇水期には水は枯れ,全 く用

を足さなくなるo従ってため池を設け,ため池御蔵に額る上うになる｡また第三紀層からなる
多軌 台金屋など台地状のところではIため池に頼るはかなく , 50個ものため池が存在 して

いる.そしてこれらすべて使用目的は蝕菜用水補給で,確概両横 0.5Lbから17血のもの,節

水丑も200m'の′J､さいものから51･500mJの大きなものまで第Ⅳ図に示されてVlる上うに

分布しているo これらのため池の中で塘路すべきものは台金屋に位置する細 し他および台新地

である｡台金屋地区は台地状の丘陵地区であるため,河川からの引水も容易ではなく,また他

に流れ込む水も多くは盗めなho細し池と台新地の流域面郡が大体0.7kh?,そこで田植時期,

すなわち6月の雨丑を500mmとしても,そして蒸発丑と浸透丑を合せて40%としても(台

金屋地区は第三紀層で館岩,砂岩で参るため浸透率壮高ho )貯水できる水丑は 12.600のB

であるoLかし両地を合せた貯水可舌巨茄は 22.100秒で約半分しか雨丑がなく,満水はたと

え冬期からの雨丑を貯めてかいてもたやすいものではないoまして放水後,8月の水田の水落

しの後の猫水紘非常にむずゎLhoそして両地に頼る偶概面希は 16Aa,受益面積 50JDの広

範囲にかよんでいる｡そこでこの流域面棟の狭′J､忙よる畑 不足の間留は河川からの引水に頼
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らなければならない｡

しかし両地はE木川よ980m～ 100mの高い位態にある｡そこで余川の中流.伏ケ芽附近

近に位置する金屋井聴エ9延 約々 14hlの用水師を施設して台新地まで河川の水を導き価水

してVlるO現在では台金屋と同様な状態にをる多田地区へ週一回この他より用水を譲与して

いるoしかし長い用水路であるため濁水が散しく.水香も一回見てまわるの忙半日も用するo

このように他の鞄においても徹慨に十分とは言い切れないようである0

4 気 候

久世町は地域的にみると岡山県の北部地帯の:政商鵜に属し,腺南部の気象とは非常に異覆

った現象をあらわしている｡すなわち県南部の乾扱気候と異にして,久世地方は冷涼を内陸

的を盆地気候をのであるo従ってそこで行われる典薬,すなわち作物かこび良作顎は当然異

な9,気候は人々の生活に多様なる面に着いてまで影唖を与えているOここでは久世地方の

気象を瀬戸内の乾燥気候である岡山市と盆地東食の浄山市の気候を気象台のデーターを中心

に比戟して,久世地方の主産業である良薬VC与える彰苛と県南と作北の気象の差異を明らか

にしてゆきたいと思う｡そこで昭和 41年の久世町の気象は年によってかなDの差異を生じ

るOそこで少 古々いデーターではあるが昭和 25年～55年までの10年間の平均値を加え

て検討することにする｡

第-図は昭和 41年かよび 10年間の月別平均気温のグラフであ9,第甘園は同じく月別

の日較差のグラフであるO平均気温のグラフを見ると,7月～8月の最高気温時におV,て帆

久世は岡山よb口･5℃～ 1.0℃,冬期の長低気温時においても10℃- 2･0℃低い差異を示

しているOそして津山は久世,岡山の中間値ないしは久世に近い気温と在っている｡年間平

/ 均気温も久世は 15.8℃,津山は 14.1-℃.岡山が 15･1-Cで,やは9久世は岡山よ9も

1.5℃とわずかであるが低く,瀬戸内エPも作北の方が,そして津山よDも久世の方が政艶

である｡また日較差をみると,冬期の 12月 ･1月に卦いては久世エ9も岡山の方がわずか

0.5℃目敏差が大きいが,しかし差が最大の4月 ･5月の春は久世の方が 1･4℃～ 212℃も

大きいO年平均をみても口.8℃久世の方が大きい｡ このことは山に田ずれている久世地方は

南部地帯の瀬戸内海気候に比較して内陸性気候をあらゎすもので,昼夜の温度差 (- 日較差 )

が著しいのは,海から速くて日中の副射が強い反面.夜間地面からの副射もまた強いために

起る現象である｡水稲を主体としているとの久世地方旺盛作物の栽培_i,日較差が大きいこ

とは, 1)呼吸作用による夜間の輩分消坪の抑制,2)貯蔵春分移動の促進,5)果実糖度

の増加をどの利点があ9.魚作物の栽培上大きな質素となっている.

第Ⅲ図は昭和41年および 18年間が月別雨丑のグラフである｡乾燥気候で有る県南瀬戸

内海地方は年間総雨f(1.200pwRZで長野県忙梗いて全国的に雨丑の澱も少をh地方に属する

が,北部久世地方の年間総雨fi･は1.600ppmで.その差 400mでかな9の多雨となってい
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紘 ,旬～ 7月上旬｡梅剛 と｡差も15｡祝7′,と_

番大きくなっているOこの時規の雨丑は成菜の病気.収確する桃その他果実味に,また同化

作用による貯蔵頚分蓄棟に顧影苛を与えている｡しかし反面降雨は直接水忠恕増し,この時

期の巴植智容易にする点,水格技培に欠かせめ梅雨現象であるo梅雨期に次V,で多いのが 9

月であるが,岡山県は西日本に卦いては台風通過に上る直接の影啓が比故的少ない県である

が, 9月にかなDの降閏がみられるの仕日本上空に停帯する秋雨前癖によるものであろう.

なお久世地方は岡山地方と比戟して気温の点で艦V,といっても.冬期の 12･1･2月の雨

量が大差ないことから.久世の降雪日数性多くでも降雨丑が少ないためと思われる｡

次に農作物の栽培に最も関係の深い気象の三要素,すなわち温度と雨畳,そして日照がそ

れである｡日照は太陽が雲や錫にさえぎられす忙地上を照らした時間で,時間かよび十分数

で示され,作物にとっては日照時間の長vlことが払賓である｡日照は直接植物の同化作用に

よる貯春分の番所に関係し,第Ⅳ図に示したように岡山と久世とは月にかかわらず常時相当

の差がみられる｡年間総計にかいても久世比岡山上9700時間も短かく, 1日平均岡山は

6時間20分に対し久世は4時間 50分と2時間も短かくなっている0年間を通じてみると

最も日の長いのJji6月～ 7月であるが,日照の多いのは 7月下旬～ 8月下旬であD,特に 8

月上旬(10間 )では久世は 7614時間, 1日の点高は 12時間の日照がある｡反対に痕も

少ない時期は日の短かい 12月～ 1月であるが,もう少し短かく旬別にみると久世の場合,

12月上 ･中 ･下旬 ･1月上 ･中.下旬のいずれも50- 55時間であるの忙対し, 7月の

上旬は 25時間しかなく,この時期において比 1日平均 1時間から1時間 50分となる｡ こ

れら日照は快蹄日数.典天日数,雨天日数にも大きく関係し,例えば昭和 41年の久世,岡
山のそれぞれの日数は快晴日数日において,久世の 4占日に対し岡山の10 1日と55日も

少なく,反対に鼻天日数は久世の 2占9日に対し岡山は 196日と75日も多くなっている｡

このようにこれらの気象現象も見逃せないものである｡

このほか,久世の場合,快階や負天以外に日照に大きく影申しているものに務がある｡第

V図に示したよう忙殺の発生は県北部は鬼南部と比軟すると抜群に多い,特に久世町を中心

としたところの霧の発生は東比毛廃部落合町追合,南は久米郡福渡町,西は久世町黒尾上

(久世,藤山の町境 )そして北は苫田郡宮村にわたる広域に及び,その発生ははなはだしい｡

この霧は副射による大気の冷却と蒸発に上って生じ,このような洋を副射型の揮というが,

久世の場合は山に囲まれた盆地状の地形に上る大気の冷却と旭川の蒸発とがとの男の発生に

最も適していると考えられる｡津山の場合も同様に金地状地形と吉井川とにより,は夜はだ

しV'発生密みるととができる｡ この霧は9月～ 11月の秋期に最 も多く,次いで5月, 4月

にみられ,最高視程 6･Dmの朝もあ9,消去吐 11時近いことも珍らしV,ことではをいそう

である｡発生時刻は秋期の癌は午前 占時前後に.春期のは午前 0時頃に多く発生する.そし

て発生日の気凄状況は, 1)日中から翌朝の最高最低の温度差(-目敏差 )が 12℃以上の
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日. 2)夜間の風速が 4- 5仇以下で,空中湿度が85車以上の軌 3)前日が快伸である

などの気象状況の日に発生してか9,1たこれらの気簸条件が題の発生原因であるといえよ

うOこれらの条件が満たされない場合には発生しないか,あるいは発生しても極めてわずか

であ9.また春秋の時期において霧の発生が疎いほど天候が良好で,霧の夜い朝は虫天か'

ぁるいは午後虫D,または雨にかわっている｡この上うな霧の発生は降霜の防止をなしJま

た良質の茶の生産に利点を有する.たとえば年間の平均陣満は久世 80日,津山日 日,岡

山 75日と15日岡山エ9少なくなっているOしかし反面に卦いては日照時他の抑軌 空中

湿圧の増加,その上彩の滑去後に起る忠敬を強光線の筈などの音形呼も大きいo

なか季節の早晩をみても第Ⅱ表のように降霜は岡山エ9も久世の方が 17日早く,赦終は

8日遅い.また降雪にかいても久世は岡山よ9 14日早 く,最終は27日も遇い○従って久

世は岡山より,そして津山エDも秋が早く,春作をるの壮相当遅れている.

以上のように気温,雨Li.日照そして季節の早晩をどあらゆる気象要素において,久世の

気候は乾燥気候である瀬戸内海気候とは非常に異なってかD,また盆地気候である坪山よD

ち,かなり多くの貸架においてわずかではあるが内陸性気候であるということができようQ

表か久世町の気候を気温と雨足の点のみから全国的を位忠を探すと,年間平均気温 1517℃

年間総雨茄 1.594mmの滋賀と似て卦9.このことからしても内陸性気侯であるということ

ができよう｡

第 1表 久世気象台月報 (昭和 4 1年 )

月 気 温 ℃ 天 候 ｡現 象 日数 雨 ii-平 均 最 高 般 低 快 冊 負 雨 冒 # 満 括

1 0.? A.0-4.5 5 25 7 15 7 17 24 58

2 5.9 10.2-乙5 5 17 10 7 a 9 15 104

5 a.o 12.4 0.8 2 20 1d 4 4 7 1 215

4 ll.7 17.9 5.4 7 19 1占 0 0 4 5 95

5 15,0 21.9 81 10 18 14 □ 9 1 0211
占 20.0 25.8 14.9 1 25 18 0 5 00505
7 24.0 29.1 188. 2 2占 15 0 5 0 0 155
8 2占.9 51.5 22.4 7 22 14 0 0 0 0 65
9 21.5 2占.1 1占.8 4 25 1占 ∩ 7 0 0505
10 15.8 21.2 10.0 5 25 12 019 0 0101
ll 8.? 14.4 5.1 1 28 9 5 1占 7 5 59

12 2.8 7.6-2,D 1 27i lo 9 12 18 19 84

平 均 15.2 lad 7.6

-22_



b
.

･-
｣

均

は

･f

ほ

的

畑

叫
糾

~~~~~斗 山
- ---1】mlh

/ヱ3十516t789/ol/LL

貼如 咋 -3巧 I,†午紳 )守,輔 乳

久巴 ノラ.ヱ ･ZP
恥.ll.0

.. ･臥 frL†

久亡

---IiSLhー~-1乱心

I え 3十∫6ケ89/ol/IL

R

芯

C'N

■い

り

...
(レ
JI:+

､モ〃
しキエL鋸 昭 も=11年 PY.)千吋息遇.

句

:7
内

悦

千

.)I
I
dJ

Jrd-
<It･'

寸
凪

げ
一山
止,

久
耳
凧

≡

_23-

<:I..･調

イ
ソ

八
.
TJ,:{i

･･･=･･5
-i

/
ノ
.∫I

八
㌦

･i

/
I

･
.･

JtJ

叶

ほ

ほ

/13十J 6tJTeq/o/lLL

簿正GLj E)敦 麦畑も鴨



rOD

･好ロ

やb

310

S,
E3

抑

tn=

朱色
一一一一一三IJ1
-I-1tI血､

.i,T,:lrJ;{,,,;.r'll"/i7;7L:
Lg･乱郎 鴨も+t与月利向邑

BOZDPLSD′■○ ∫

〟

八 日

/〃 V/;.'.....lt, -/,:.:::: ''''t..L,:＼＼菜

-十 ′､､､＼ヽI∫

芸

風

的
仰
仰
心

性

-3

,～

'SiV町 ot'霊 宝 ミ芸 £ 書 芸 :崇 )

-24-

[え い･_TB'Ile†/0/I/i
昭も叫 -3J与/Dヶ年千句月ちJ)G邑



二郎 鋸 月刊電色数し琳 †Li)

第Ⅱ表 季 節 の 早 晩

- 久世 千句和 取

戒 の 初 終 日 雪 の 初 終 日

初 I k l 初 終

久 世 11月 5日 5月12日 11月21日 5月50日

津 山 11月1dE] 4月20日 l11月21日 5月50日

(昭和 41年 )

霜 の 初 終 日 雷 の 初 終 日

初 終 初 終

久 世 10月 51日 4月 26日 11月 50日 4月 11日

津 山 ll 5 5 2 12 2 5 20

(10ケ年平均 )
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第 5章 人 口

共産君u久世町の人口は.昭和 40年 (1965句 の国勢調査VCよれば総人口は 11.715人

であるC'その内訳は,男 5･225̂ vc対して女 6,492^となっておD女性の方が 1.269^多

く.女性 100^vc対する男の割合は8 0̂ とかをb低い数字脅示している｡^口 11.715人

vc対して総世帯数は, 2,726戸であるので,一戸当かか平均世帯負数は 4.5̂ とをってV}る｡

これが久世町の人口VEおける数字の一部であるカi 久世町の^口は今までどのよ9な経過乏たど

って来たのであろ9かO国勢調査の数字を主Kその様子ををがめてみよう｡

･人口増加か ら渡少そして低幣へ
第 1回の国勢調査が行なわれた大正9年 (1928年)vcおける久世町の^口はa855

人であったo世帯数は約 1.960戸 (推感 であったO これが 45年後の昭和 40年 (

1965年)vcかいては人口で 11.715人 世帯数は 2.726戸-と各々増加している｡

各々の増加の割合は,人口VCおいて 2,860人 5215多を示 し,世帯数vcかいては 769

p-. 54.2%とともvC5D%の以上の増加夜示している｡この人ロVCおける増加率は,第 1

図か らもわかるよDVC,この 45年間の岡山県の^ロの増加率 55.1%vE比べるとさして低

い数字ではないが, 日本全体の増加率が. 77.4%であることを考えると,その-t以下の増

加率しか示していないことVCなるo Lかも,人口増加の様子も同一ではなく,各時代vcよD

第 1表 久世 町 vcおけ る人 口変化

世 帯 数 ^口掩蔽 男 女

1920年 ※ 1,957戸 8,855̂ ※ 4.451人 ※ 4.404人

1925年 2.054 ?.145 41500 4.465

1958年 2.099 1D.074 4.708 5.276

1955年 2,120 10,占47 4.954 5.占95

1940年 乙094 10.7占9 5.058 5.751

1947年 2.719 1乙207 占.244 6,965

1950年 2,615 13.CId5 i,510 6,755

1955年 2.409 12.702 8.128 i,582

lP60* 2.645 ll.735 5.585 6,152

1965年 2.726 ll.715 5.225 8,492
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第 1凶 久世町における人口増加の割合 (1920年を100として)

/＼

ノi一

EilE)
/

､ノ /

// 日本棒^ロ

＼ /

/ 久世女 (推定)

＼ /
＼ /､/

､､久世町世帯数

＼､､(推定)
＼＼＼＼

＼
¢

久世男 (推定)

1920 1925 1950 1955 1940 1947 1950 1955 19占0 19占5

三者各 異々なった形を示しているC,久世町にかいてほ, この 45年間に5214%の^口増加

を示 してvlるが, これを年間平均増加率はするとO･72%となるOそれもこの期間の人口は

均等に伸びたのではなく.時代vcよる変化があることが解る｡それは人口増加から減少そ し

て低常という動きを示しているoその第 1の変換点は, 1947年 (昭和 22年)であるO

第 1次大戦僕の大正 9年 (1920年)から昭和 15年 (1940年)vcかけては,世帯

数vcかvlては大きを変化はないが人口VCかいては一貸して増加 してVlる｡この 20年間の増

加率は21.4帝を示 してお9.岡山族との人口増加率をLのぎ, 日本全体の増加峯の÷ とかを

b高い割合を示 してVlるp との時期の三者にこのよ)を差があるのは何故であろ)かO この

時期は第 1次大戦が終 D,第 2次大戦vcかけての時期であD. 日本の工業化が進み農村から

都市の工菜地帯への人口移動が見られたととであるd>このことは,男女の増加率vcよっても

解るOこの時期の男女各々の増加を見ると.女vEかVlて仇 1.527人 (50･1%の増加)
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と勇の597人 (1312%の増加)の約2倍を示 しているO この数字は出生数の差VEしては

大きすぎ,男vcかいては,労働者としての流出が存在していたことを示す ものと考えられる｡

舞2次大戦後の昭和 22年 (1947年)vcをVLては,昭和 15年 (1940年)vc比べ
ると.世帯,^口共VC著 しい増加を示している凸それは世帯数vcぉいては 825戸.増加率

VCおいて50%弱.て及び.人口VCおいでも2.458人 22.8%の増加率を示 し.その増加

率を示 L,その増加率は,年率i2帝とこれtでの 1.1%の5倍vcもなっているOとの時期

VE岡山県vcぉいては21･占多の増加と高い数字であるれ 日本全体では915帝の増加率vcと

どまっているoつ7fbこの時期の久世町の^ロ増加率札 日本全体の 2.5倍vc遷したわけで

あるD この時期vc久世町の人口QiなぜとのようVC急故vc増加 したのであろ9かD この時期vc

おける人口増加は隣接する落合町,勝uJ町vcをV,ても増加率は各々28･5%. 22.5%と久

世町同様vc見られる｡いや日本全国のほとんどの井村vc共通して見られる現象である｡それ

は,第2次大戦の激化veよる都市から盛村への疎開等VCよる人口移動.その他vcよb農村部

の町村VCおいて人口が増加したのであb.さらに外地からの引揚げ等も考えられ在くけをいD

LかL,その後は昭和22年 (1947喝 の 1五207人を頂点として昭和 55年

(19占0年)までの間vc. 11.755̂ とと城少してかb.その数 1.472人.汲少輩

11･1%年率vEして約 1%の滅少とい5ことVCそる｡ しかしその後の5年間はほほ横ばいと

なってvlる｡つまb戦後 18年間QC久世町の^口が 12帝近い減少を示してV}る間vc,日本

全体の人口は25.8%の増加を示しているのであるC これは日本全体の人口は,海外の引揚

げ 触 後の短かい期間vcしてもその桝 は大幸いo).最近vcかいては.死亡年齢の上昇等

vc上るものとさらVC多くのことが考えられるOさらVC今後も日本の^ロは増加を続けるであ

ろうDそれvc対して久世町がこのよう手狭少を見せたのは何故であろうか○ます考えられる

こと仇 暗和20年代において仏 第2次大戦の影響によb久世町vc流入していた^々が都

市あるいは他の町村vc帰渡した為と考えられる｡それ忙対して昭和58年 (1955年)か

ら昭和55年 (19i0年)-の5年間はその蚊少率を高めているo これは二Ⅰ:美の発達vc伴

ない労働人口が都市へ流出していった為であるOさらVC近年職種が工業のみでなく商英その

他vc広がるVCつれ 人口淑少の町村が日不全国に広がっていたo久世町もそれらの社会の中

で例外ではなかったのである｡ ところが昭和55年 (19占0年)から昭和 40年 (19占5

年)vcかけては20名. 012帝しか渡少してVlをいo これは久世町vEおいて都市への^口が

流出が止ったことを示すのではなVb これは久世町内vc郡長製糸株式会社が工場を建て進出

して来たととQCよb吸収した^ロが流出してV,9た^ロ故を租殺しているのであるo このこ

とは,男女別の射 ヒを見れが明らかであるo昭和50年 (1955年)から昭和4D年

(1965年)vcかけて男vEかいては995̂ と15･5%もの減少を示しているのVC対 して

女vcかいては90人 (1.4%) と男の 1/10PEも満たをVlのであるo しかし前半の10年間

vcかいては450^の減少と男vc比べれば少をvlK Lでもかなb減少しているのであるOそ

れが僕半の5年間で540̂ の増加vc上D租穀書れたのであるOさらVCこの女の増加数は同
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期の男の減少数とほほ一致しておD.-見久世町の^口減少は止ったとvlPようを感じを与

えるのであるoLかしこれで久世町の人口減少が止ったことを示すのではないO男vcかいて

は依然として流出を示し,女vCかVlても郡長軌範 あるいは他の会社がどれだけの人間を久

世町内にひきとめておくことが出来るかば泉間であるO

人口の増える地区と淑少する地区

年代による人口の変化は上述の如くであるが.との変化は久世町内において均等に起 った

のではをく.地域VCよb明らかを差が出てV･るoこれ夜昭和 50年から昭和40年vcかけて

の 10年間vcっいて見るとその様子は明らかである｡

久世町vEかいてはこの1D年間に987人の^口渡少を示している机 とれ象大字別vc見

るとその差は明らかである0人口が噂加しているのは久世町内 117大字区のうちわずかVC

久也 台金亀 多田の三地区に過ぎずi他の地区は明らかを人口淑少を示 しているo

顔2襲- 1 地区別人口数変化 (統計)

地 区 名 昭和30年 昭和55年 昭和40年

宮 尾 35李 人558 5^

秤 9 0 0
草 加 部 i,152 918 852

惣 dos 576 578

中 島 565 500 254

久 世 5.448 5.2占0 5.751

玩 558 521 272

鍋 屋 28占 511 271

多 田 505 288 555

台 金 屋 522 554 545

崎 590 545 502

中 原 ー44 15占 121

目 木 1,ロ51 944 924

樫 酉 888 785 680

樫 東 297 245 210

余 野 上 577 527 245

余 野 下 576 291 2占7

第2買- 2 地区別人口数変化 (統計)指数

奮 尾 100 95 87

秤 100 D 0

草 加 部 100 81 75

惣 100 95 95

中 島 100 82 64

久 世 100 97 108

坂 108 90 7占

鍋 屋 100 189 95

多 田 180 94 114

台 金 屋 100 111 107

崎 100 88 77

中 原 100 94 84

目 木 100 90 88

樫 酉 10D 89 77

樫 乗 100 82 71

余 野 上 100 87 dS

余 野 下 100 77 71
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^口増加を示 している地区vcかV,ても.男の増加蒔vc対して女の増加率は高く.久世vcか

いて.男が 5.5% (142̂ )の減少i:示しているのVC対し,女は 15･5飾 (445̂ )め

増加を示 してお9.台金屋においては 1･8% (5^)の増加vC対して lL8% (18人),

多田vEかV,ては 9･7% (15人) に対 して2i5% (55人)と高い増加率を示 しているO

弟 2弄-5 地区別^口変化 (男)

地 区 名 昭和50年 昭和 55年 昭和40年

吉 尾 A A 人185 175 157

神 5 0 G

草 加 部 552 440 405

惣 295 269 264

中 島 178 148 108

久 世 2.541 2,429 2599

坂 185 lid 155

鍋 屋 159 148 120

多 田 155 141 170

台 金 屋 1占8 184 171

崎 184 154 157

中 原 74 占8 59

目 木 50̀ 455 420

樫 啓 450 595 528

埋 東 159 116 108

余 野 上 179 156 118

余 野 下 189 145 124

計 占.120 5.585 5.225

奔 2弄- 4 地区別人口変化 (男)指数

地 区 名 昭和50年 昭和 55年 昭和40年

宮 尾 100 95 86

神 100 0 0

草 加 部 100 80 75

惣 100 91 89

中 島 100 85 61

久 世 100 9占 94

敬 106 91 75

鍋 屋 180 10占 8占

多 田 100 91 110

台 金 屋 100 110 102

崎 100 84 74

中 原 108 92 80

目 木 100 90 85

樫 酉 100 87 72

樫 東 100 85 78

余 野 上 100 87 占占

余 野 下 100 76 占7
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その他 鍋鼠 惣VCかV,ても男が淑少しているのVC対し女は淑少を示 してvlをいOとのよD

vĉ 口の増加 してVlる地区は5地区であるが.性別VC見える男 2月を区vc対 して女 5地区とを
I,ているOとのよ9忙女性の増加した地区が多いのけ郡長製糸の進出VCよるものであるo L

第2弄-5 地区別^口数変化 (女)

地 区 別 昭和50年 昭和55年 昭和 40年

宮 尾 174 145 155

神 4 0 0
草 加 部 580 47占 447

放 510 507 514

中 島島 187 154 126

久 世 2.907 2.851 5,552

坂 175 155 159

鍋 屋 147 165 151

多 田 150 147 185

台 金 星 154 172 172

崎 20占 189 1占5

中 原 70 68 占2

目 木 545 489 504

種 菌 450 5?2 552

樫 東 158 127 102

余 野 上 198 171 125

余 野 下 187 148 141
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第 2表-d 地区別人口変化 (女)指数

地 区 名 昭和50年 昭和55年 昭和40年

宮 尾 100 95 89

秤 100 0 0

草 加 部 108 82 77

惣 100 99 101

中 島 100 85 67

久 世 100 97 115

坂 100 89 80

鍋 屋 100 111 105

多 田 100 98 125

台 金 屋 100 112 112

崎 100 92 80

中 原 100 97 89

目 木 100 98 92

樫 酉 100 91 82

樫 東 100 80 d5

余 野 上 100 86 65

余 野 下 100 79 75



かし多田vcかいて女性のみでなく男性の増加が見られるのは,郡長製糸の進出のみVEよるも

ので夜く,久世町vEおいて,現在の中心市衝である久世から東VCあたる鯛亀 多田.台金屋

地区へと市街地が伸展していることを示す ものといえる｡とのことは単vc人口の増加のみか

第 2表- 7 地区別世帯数変化

地 区 名 昭和50年 昭和55年 昭和40年

宮 尾 戸 戸 戸70 占7 占7

秤 2 0 8
草 加 部 211 182 194

惣 155 158 142

中 島 67 62 58

久 世 1,218 1,286 1.551

敬 88 占2 55

銅 屋 72 85 79

多 田 64 61 94

台 金 屋 dd- 82 84

崎 89 65 占0

中 原 25 24 24

目 木 191 191 193

樫 酉 159 180 155

樫 栗 55 48 47

余 野 上 77 74 80

余 野 下 75 82 65

第 2弄-8 地区別世帯数変化 指数

地 区 名 昭和50年 昭和55年 昭和40年

宮 尾 1〔=〕 96 9占

神 100 0 0

草 加 部 100 86 95

憩 100 104 107

中 島 100 95 87

久 世 100 106 111

坂 100 105 92

鶴 屋 100 115 一′110

多 田 100 95 147

台 金 星 100 124 127

崎 100 91 87

中 原 100 96 98

白 木 100 100 101

橿 酉 100 101 96

樫 東 100 91 89

余 野 上 100 98 77

余 野 下 100 85 86

計 10(1 181 104

らではをく世帯数の増加からも考え られることであるO

これVC対 して^口が減少している地区は.神の全見離村を薮頭として中島の 55.9%か ら

軌 鍋島の 4.5帝まで 14地主と久世町の大半をし軌 軌 鍋屋を除いてはいずれも10%

以上の高V)淑少率を示しているo言vl換えれば久世.多孔 合金鼠 軌 納屋の 5地区の増
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第5表 女性 100̂ VC対する男の変化

地 区 削 昭和 50年 昭和55年 昭部 40年

LL.iLT EEI 人 人 人105 105 101

秤 125 - -

草 加 鮎 95 92 90

惣 95 88 84

中 島 95 97 84

久 世 89 8占 72

玩 1□5 107 9占

鍋 屋 95 91 89

多 田 105 9占 92

台 金 屋 109 107 100

崎 89 81 85

中 原 1Od 100 95

目 木 92 ･1'5 85

樫 酉 104 1(】D 95

樫 東 88 91 108

余 野 上 90 91 94

余 野 下 101 97 89

全 体 : 55 . 91 80

加が数字の上では久世町の人口減少

女ささえたことに在っているが.淑

少地区の方がはるかVC多いのであるO

(惣.鍋屋の^口叔少率が久世町全

体の汲少率 よb高いので絶対液では

あるが相対増と兄をしたのである｡)

増加蕗.vEおいて最大の多田が 14%

であるのK対 して.滅少峯vcかいて

は.神を月雌 としても中島の55･9

%をはじめ.擾乱 余野上.金野下

と50%前後の渡少女示す地域が 4

地域 と在っている○これらの地区は

図からも解るように久世の中心か ら

維れた地域である○

このようVÊ 口の波少しでVlる地

域が圧倒的vc多いわけであるが.わ

ずかの例外を除いては,女性の減少

率 (久世町全棒で 1.4%)よりも男

性の渡少奉 (14.7a/U)はきわめで

高 くなっている｡このことを明らか

vc示しているのか'.女 100人VE対

する男の割合であA.昭和 50年の

95̂ か ら昭和 40年の 80^- と著 しい汝少を示 しているO昭和 40年vcおいて90^以

上の数字を示すのは昭和 50年の 14地区 (神を除く)か ら. 9地区へ減少し 100人を

越すのはわずかVC5地区のみであるOとの19な数字の淑少qL 願 ロ55年か ら昭和40年

へかけての 5年間vc倭匿に激化 しているo これはこの時期vcは.前から男の流出が続いてい

たg)に対 し.女は郡長袈糸の進出vC上る女の増加の為vEこの数字がさらvE下げられることVC

在ったのであろうO このようvc男の滅少が女の薮少よDも著 しく多いのは.労働者としての

流出が女よDも明らかに見られる為であるDo

大都市-の人口流出

第 2次大戦銑 久世町vEおいでは^ロ萩少が院vlて卦D,久世町内vEおける地域差はすで

vE見た通DであるO この^ロ淑少仏 転出者数と転入者数との基 及び出生数と死亡数の差

によ9示されるのであるが.よ9大きな部分をしめる転出者 転入者vEつV,てどこの地域 と

の結び付きが強いかな調べると次の如 くなっている｡
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他の地域 との結び付きを見る為vc, 昭和 5占年 (19占1年)から昭和 41年 (1987

年)への 4年間について.久世町内から聴出した者の転出兎 久世町へ転入 した者の前任地

免まとめたものが次の第4表である0

第 4覇-1 転 出 者 転 出 地

昭禾u54年 昭和57年 昭和58年 昭和59年 昭和40年 昭和41年 音十

北 海 道 1 1

青 森

岩 手 I

宮 城 5 ー 5

秋 口_ 2 2 4

山 形

福 島 1 1

茨 城 2 1 5

栃 木 2 2

群 馬 1 1 2 4

埼 玉 1 1 2 4

千 葉 1 2 1. 2 1 7

東 京 44 55 54 57 27 50 205

神 素 川 7 ll 4 10 5 7 42

新 潟

結 uJ

石 川 1 1

福 井 1 1 1 1 4

山 梨 1 1 2

長 野 1 1 2

岐 阜 1 1 1 2 1 占

静 岡 2 2 5 1 2 10

愛 知 9 18 15 8 5 7 52

重 1 2 5 2 2 18

滋 賀 1 2 1 2 5 5 12

京 都 45 29 25 29 25 18′ 189

大 阪 174 190 202 152 147 148 1.01｢5
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昭和5d年 昭和57年 研 ロ58年 昭和59年 昭和40年 昭和41年 ! 計

奈 良 2 7 2 4 9! 4I 28

和 歌 山 5 5 2 1D

鳥 取 19 I A 25 12 1占 14 94

島 根 7 4 14 12 14 8 59

岡 山 255 291 554 582 559 555 1,952

広 島 24 57l 29 58 2占 40 194

山 口 2 4 5 5 8 8 50

徳 島 1 1 2

香 川 2 5 5 7 8 5l 28

# # 7 2 2 2 2 15

高 知 1 1

福 岡 1 5 5 2 2 4 15

佐 賀 1 1

長 崎 2 1 5

熊 本

大 分 1 1 8 14 24

宮 崎

鹿 児 島 4 1 5
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転 入 者 前 任 地

第 4表- 2

昭和5占年 昭和57年 昭和58年 昭和59年 昭和40年 昭和41年 計

北 海 i瓦 5 1 1 7

青 森 1 1

岩 手

宮 城 1 2 5

秋 田 1 2 2 1 占

山 形

福 島 15 4 1 18

茨 城 1 1

栃 木 1 1

群 馬 5 5 2 12

埼 玉 1 4 1 2 8

千 葉 1 4 1 i

東 京 ll 15 15 9 21 15 84

神 奈 川 1 4 7 1 2 15

新 帝 7 1 8

ir LIJ J

石 川

福 井 - ー 1 2

山 梨 1 2 1 4l

長 野 1 1

肢 阜 2 1 1 1 4 9

静 岡 1 5 4

愛 知 5 2 1 占 2 2 18

塞 1 4 2 7

滋 賀 l 1 2 5

京 都 121 20 25 19 2(～ 7 218

大 阪 42 i 47 4d 65 L 8d 79 ; 364



昭牙ロ56年 昭和57年 昭和3 昭和59年 昭和40年 昭和41年 ･計

荒 艮 7 5 1 a 17

和 歌 山 1 2 1 2 占

鳥 取 9 17 18 14 25 15 96

島 根 4 28 27 12 15 17 10ー

岡 山 570 451 47d 554 587 564 2,582

広 島 19 16 52 27 55 29 156

山 口 5 ll 16 4 56

徳 島 1 5 4

香 川 11 5 9 4 1 18

変 媛 2 5 ? 9

高 知 1 1 2 4

福 岡 2 1 a 9

佐 賀 5 5

長 崎 1 2 5 1 7

熊 本 1 1

大 分 4 55 19 29 69 44 198

宮 崎 1 1 1 5

鹿 児 島 1 5 l 1 1 5

不 詳 14l 7 9 1 55
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この 6年間vE久世町から転出した者は粍政で4.507̂ .毎年 700^から800̂ が久

世町か ら他の町村へ転出してかb.逆に久世町へ転入 した者は輪数で4.154∧.毎年

占00̂ か ら750̂ が久世町へ他の町村か ら転入してか9555̂ の転出超過となってい

るO転出%.転入者 ともに岡LU舶 Ir*部分であD.転出者の 415%.転入者の 5715%を

しめている｡岡LU腺内qc関する移動は後vCのべるとしでここでは他府県との関係について在

がめてみる○

間LIJ県以外VCついてvL 転出#.転入者ともvc銀扇は大阪府であD.県外転出者の5917

% (転出者全体の22･7帝)をしめている｡転出者が範入着vC比べて多い (218倍)のは.

転出していく̂ が々単なる出穆 き◆的性格を持っのではなく,恒常労働者 として大阪にとどせ

ることを示すものである｡このことは大阪vc限らず兵庫 (1.9倍)東京 (2.5倍)数は少な

くなるが神票川 (2.8倍)愛知 (3.5倍)と大都市を含む府県VCおいて共通に見られる現象

であるOこの時期 (昭和50年代後半)は. 目不経済における高匿成長期にあたD.第 2次

第 5次連発が多丑の労働刀変必教とし.各地の典LIJ村地域から多くの人口を吸収 した時期vc

あたること有考えで見るならば納得の出来ることであるC,他の府県vcかいては｢股に近接す

る解脱が多く久世町vc限 らず｣殻的vc見られることであるが一注意しなければならないのは

京都府と大分煉ITある｡この二府県は郡足利糸の進出によってその関係東野VCしてVlるので

あるC,京都府vCついては.昭和56年VCおけ る転^者が他の年vc比べて多く (約 5倍)をっ

ているのは.工場が出来たことVCよD京都冊宮津工場からの転勤による( 々が換中 している

からであb.その後の年vcおける転札 転入も.郡足炎糸VCよる交流が大きな割合をしめて

いる｡同様-こ大分か らの転入が多いの仏 工場の従薬負としての転入vEよるものである｡こ

れは.この6年間VCl18̂ の転入を数えるのVC対 し.昭和 3 1年から昭和55年にかけて

仇 1^も転入していないことからも明らかである凸また大分への転出名は離職による帰郷

であるo

転入.転出の状況も男女に同じとい9のではをくそこには差があるOそれを示 したのが

第 桑であるo これは昭和 56年,昭和 40年.昭和 41年の各年vcついて.男女別の転出

先,前任地を府煉別VC.岡山県内vEついては市町村別vcまとめたものであるO昭和 56年,

昭和40年.昭和 41年の転入者が= 5̂ . 755人 655̂ であるのVC対 して.転出

者は702̂ ,717人.751人て珍b.各々57人の淑少. 55̂ の増加 9占̂ の減少と在って

いるO昭和 40年において増加してV,るのは,転入者が 755^と前後年vc比べて各々 160

人 1a0人ときわめて高くをっている為でも. この年vcかいて転入者が急増した理由はさ

だかで夜いoこの5年の男女それぞれの変化膏をがめると.転出.転入ともVC女が男を上7E

わっているo Lかし昭和5占年の県外菰Et5着V._おV,て.男が247̂ と女の2D2̂ よDも

留任にたっているO これは･ この時期の出稼 ぎ的労働は男によってその大部分膏朗 なゝえた

こともあるがあろうOが｣労働者としての出稼 ぎ期間が長期にわたることの多い県外vcおい
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昭和 3 6年 男女 別 転 出先. 前任 地 (府 腺別 )

第 5慕 - 1

Il 前 任 地 転 出 先

l 棒 針 l 男 女 株 数 男 女

北 海 道 5 5 2

-甘 森 1 1

茨 城 2 2

埼 玉 1 1

千 葉 1 1

東 京 ll 2 9 44 28 1占

神 素 川 1 1 7 4 5

新 潟 7 4 3

山 梨 1 1

岐 阜 2 2 1 1

静 岡 1 1

愛 知 5 5 9 4 5

塞 1 1

滋 賀 1 1

京 都 121 25 98 45 14 31

大 阪 42 20 22 17占 9占 80

兵 庫 4占 25 23 91 54 57

# & 2 2

和 歌 山 1 1 5 1 2

.鳥 取 9 I 7 2 19 10 9

島 ' 根 4 5 1 7 5 2

岡 山 570 157 213 255 107 14占

広 島 19 14 5 . 24 14 i 10

Lu ロ 2 1 1

香 川 1 1 2 1 1

愛 媛 7 4 5

高 知 1 II I

福 岡 1 1

大 分 4 5 1

鹿 児 島 5 2 1 4 4

不 詳 llI 10 1

445I 280 585 702 l 554 548



昭和 4 0年 男女別 転 出先. 前任 地 (府 県別 )

第 5葬- 2

前 任 地 転 出 先

総 計 l 男 女 総 計 男 1 女
北 海 道 1 1 1 1

宮 城 5 1 2

秋 田 2 2 2 2

福 島 1 1

群 馬 5 2 5

千 乗 4 5 1 2 1 1

東 京 21 15 6 27 15 12

神 奈 川 2 2 5 5

福 井 1 1

山 梨 2 1 1 1 1

岐 阜 1 1 21 1 1静 岡 1

愛 知 2 2 3 2 1

塞 4 1 5 2 1 1

滋 賀 2 2 5 5

京 都 26 18 8 25 10 15

大 阪 86 52 54 147 69 78

兵 庫 50 28 22 59 27 52

奈 良 1 1 9 2 7

和 歌 山 1 1

鳥 取 25 13 1ロ 16 4 12

払 横 15 A 7 14 5 ll

甲 山 587 155 254 559 150 209

.広 ~ 島 55 T 10 25 一 26 9 17

山 口 4 2 2 8 4 4

徳 島 1 1 1 1

% JJ 4 5 1 8 8

愛̀ 嬢 5 5 2 1 1

高 知 1 1

福 岡 1 1 2 1 1

佐 賀 1 1

長 崎 5 1 2 1 1

大 分 69 ム9 8 8

計 755 500 455 1 717 298 419
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昭和 4 1年男女別 転 出先. 前任先 (府 県別)

舞 5罪- 5

新 任 地 転 出 先

総 計 一 男 女 稔 計 男 女

秋 田 1 1

群 馬 2 1 1

埼 玉 2 2 2 1 1

千 乗 1 1 1 1

東 京 15 7 8 50 17 15

神 奈 川 7 4 5

福 井 1 1 1 1

山 梨 1 I

長 野 1 1l

岐 阜 4 2 2 1 1

静 岡 2 1 1

愛 知 2 1 1 7 5 4

塞 2 2

滋 賀 2 2 1

京 都 7 5 2 18 18 8

大 阪 79 59 40 148 44 84

兵 庫 41 28 21 95 51 42

奈 良 i 4 2 4 2 2

和 歌 山 2 1 1 2 2

鳥 取 15 J 占 9 1占 占 10
･島 根 17 7 10 8 5 5

岡 山 564 141 223 555 128 205

広 島 29 17 12 40 19 21

山 口 8 4 4

億 昆 5 1 2 1 ー

香 川 1 1 5 5

愛 媛 2 1 I 2 1 1

高 知 2 1 1

福 岡 A 4 2 4 2 2

佐 賀 5 1 2

長 崎 1 1

大 分 44 1 I 45 14 14

宮 崎 1 1 14

鹿 児 島 1 1



昭和 5 占年男女別 転 出先. 前任 地 (岡山県 内)

第 5弄- 4

前 任 地 転 出 先

t 統 計 負 女 統 計 男 女

岡 山 市 54 28 26 占9 52 57

倉 敷 市 27 4 25 l 24 10 14

津 山 市 59 25 1占 55 27 28

玉 野 市 2 1 1 4 4

西大寺 市 5 5 2 2

総 社 市 2 1 1

新 見 市 21 9 12 10 5 7

礎 部 町. 2 2

加茂川 町 4 2 2 1 1

酔 高 町 1 1 2 1 1
山 陽 町 1 1

瀬 戸 町 4 1 5

備 前 町 5 1 2

日 生 町 1 1 1

上 逼 町 1 l l

灘 崎 町 I 2 1 1
矢 掛 町 1 1

高 松 町 4 2 2

北 房 町 5 1 2 2 2

｣目 上 町 1 1 占 5 5

大 佐 町 7 1 6

哲 西 町 2 1 1

落 合 町 79 55 4占 17 ･5 14

勝 山 町 4ム 25 23 25 9 14

静 原 町 15 4 9 8 4 4

美 甘 村 7 4 5 I

新 庄 村 2 1 1 F 1 1

八 束 村 5 1 2 1 1

中和村 5 5 2
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前 任 地 転 出 先

総 苦十 男 l 女 挺 百十 男 女

加 茂 町 2 2

津 町 1 1

古 村 9 5 4

阿 波 村 1 1

勝 央 町 1 1

勝 田 町 2 1 1

素 義 打 1 1

美 作 町 1 1

大 原 町 1 1

旭 町 5 1 2

久米 両町 1 1

中 央 町 1 1 1 1

久 米 町 10 4 占 2 2

柵 原 町 4 2 2 2 2
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昭和 4 ロ年男女別. 転出先. 前任 地 (岡LU県)

第 5葬-5

前 任 地 l 転 出 先

棒 計 男 女 l l挺 計 一 男 女

岡 山 市 52 17 15 dO 52 28

倉 敷 市 と 1占 7 9 27 15 14

紗 LU 市 59 14 25 占0 19 41

玉 野 市 占 2 4

笠 岡 市 1 1

西大 寺市 5 2 1 2 1 1

総 社 市 1 1

高 梁 市 4 2 2 1 1

新 見 市 8 5 5 1占 9 7

建 部 町 8 5 5

加茂川 町 5 1 2

津 高 町 4 2 2

熊 山 町 2 2 1 1

吉 永 町 2 1 1

佐 伯 町 1 1

三 石 町 1 1

牛 窟 町 1 1

長 船 町 1 1

妹 尾 町 1 1

茶 屋 町 1 1

吉 備 町 5 4 1

庄 村 1 1

矢 掛 町 1 1

昭 和 町 5 5 2

高 松 町 2 2

足 守 町 1 1

北 房 町 A 2 4 2 2

賀 陽 町 7 5 4

川 上 灯 1 1

成 羽 町 4 5 1

備 中 町 10 7 5

大 佐 町 7 2 5 1 1

哲 多 町 1 1

神 郷 町 1 1

落 合 町 85 24 5占 52 5 27
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前 任 地 転 出 先

総 計 勇 女 臨 計 罪 女

温 原 町 15 2 1古 占 占

美 甘 村 5 5 2 4 5 1

新 庄 村 5 2 5

川 上 村 5 5 1 1

八 束 村 4 1 5 2 1 1

鏡 野 町 5 1 一 4 4

加 茂 町 1 1

奥 津 町 4 4 5 2 5

上 1 1

古 村 17 d ll 15 9 4

勝 央 町 5 5 2 1 1

防 北 町 . 2 1 1 5 2 1

奈 義 町 1 1

美 作 q-i ll 4 7 4 1 5

作 東 町 2 2

大 原 町 5 1 4

西粟 倉 村 1 1

旭 町 占 1 5 2 1 1

中 央 町 1 ; 1I

久 木 町 7 ー 1 2 4 l d A

桐 原 町 . 7 1 2 S i 5 5 2
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昭和 4 1年男 女 別. 屯'出先. 前任 地 (岡山 県)

第 5零- a

前 任 地 転 出 先

株 数 l 男 女 総 数 [ 男 女

岡 山 市 51 25 28 61 28 55

倉 敷 市 24 15 ll 25 14 9

津 山 市 42 15 29 41 17 24

玉 野 市 8 4 4 10 9 1

簡 大寺 市 1 1 1 1

井 原 市 4 1 5 1 1

総 社 市 1 1 2 1 1

高 梁 市 5 2 1 1 1

新 見 市 ll 占 5 12 d d

御 津 町 1 1

建 部 町 1 1 1 1

加 茂 川 町 2 2

瀬 戸 町 1 1 4 2 2

和 気 町 - 4 2 2

備 前 町 7 5 4

澄 崎 町 5 2 1

早 島 町 1 1

茶 屋 町 1 1

吉 備 町 1 1 1 1

庄 村 1 1

美 星 町 1 1 1 1

北 房 町 5 1 2 2 1 1

賀 陽 町 1 1

川 上 灯 1 1

成 羽 町 5 1 5

備 中 町 1 1 4 2 2

大 佐 町 7 1 占 5 5

哲 多 町 2 1 1

哲 西 町 5 2 1

落 合 町 dO 19 41 48 12 58

勝 山 町 42 15 27 55 9 28

務 原 町 17 さ 14 A 1 5

莫 甘 村 8 2 a 5 5

新 庄 村 5 1 2 2 1 1

川 上 村 5 5 2

八 束 村 6 5 5 ll 5｢一丁
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'前 任 地 転 出 先

株 数 男 女 稔 故 i 男 女

中 和 村 2 1 1

鏡 野 町 8 2 占 5 2 5

加 茂 町 5 1 2

奥 津 町 7 5 さ 5 5

上斎原 村 1 1

古 村 7 5 4 A 2 4

勝 央 町 1 1

勝 北 町 4 1 5

頁 義 町 1 1 2 2

美 作 町 1 1 4 2 2

作 東 町 2 1 1 1 1

英 田 町 2 1 1

旭 町 5 2 5 2 2

久木両 町 1 1 王 2 I

中 央 町 1 1

久 木 町 占 d 8 8

珊 原 町 1 1 A 2 4

- 4̀)-



ては,男の流出が多い為と考えられるDしかし.昭和 41年になると県外転出者においても

女が優位をしめ.県内転出者における増加率も男 (1.2倍)を上まわっている (114倍)o

県外転出者の比率は.昭和56年の 占4% (449人)から昭和41年の5占%

(418̂ )へと減少しているとはい)ものの転出者の主流は依然として県外vcあるO 昭和

5占年の県外転出者は449人であるがその主流は17占∧ (全体の25%.県外畦出者の

59,2%)をしめる大阪であD.京執 大阪.兵庫の合計は512人 (44･9乳 占9･5%)

となb県内転出者 (255^ 56%)よDも多くなっているO これvc対して京浜地区

(7.4%.11.占%)中京地区 (1.5%.2､0%)は少なく.久世町においが京阪神地区と

の結びつきの強いこと存示す ものである｡この他では鳥取 島楓 広島の三原が簡LU県と接

していることにエ9.阪札 京浜に次ぐ位旺夜しめしているOこの傾向は昭和 40年.昭和

41年vcおいてもほぼ同じである｡しかし岡山県商の工美化による彩管と考えられるが岡山

県内への転出が増加してVlるので京阪神への転出者数は 224人 (51･5%).259人

(54･5多)と就少しているO

県内転出者について仏 昭和5占年VCは岡ui 食数の両市において95人と県内転出者の

(5占･8%)たしめている｡間LU.倉欺両市への転出は昭和 41年の84人 (25%) とそ

の割合を減少しているが.両市を中心とす る県南齢への転出は増加している｡その他では腺

内 94市町村のうち27市町村から40市町村へと広範囲vc在っているoこれらの中で津LIJ

市が昭和5占年vc55^ (21･7多).その後 も40人以上とかをDの割合葱しめているの

仇 津山市が県北の文化 経済の中心であ9.久世がその彫噂圏に入っていることVCよるだ

けでなく.よb都市的な地域へ居住 しようとする人々の動きvCi:るものと考えられるOその

他では勝山PT.落合町その他が隣接している町村へ多いがこれは.地縁関係による移動であ

ろ 90

-万転入者VCかV,てvl.毎年県内からの転入者が多くなっておD.転出者において県外へ

出る者が多いのと比べると対象的であるO転入者vcおける前任地も転出先と帝vE変っておら

ず京阪神地区が多いのは.転出した人々の帰郷vcよるものと思われるo しか し. 同一地区か

らの転入者が転出者に比べて少ないの仇 転出 した人 々が必ず しも全員帰って来ることを示

すものでばをく.転出地へ溜まっていることを示すものである｡大分県からの多iitの転入は

今までも述べたよ9忙郡長製糸久世工場への乱戦vcよる為vC.昭和 40年.昭和 41年とも

VE男 1人を除いて112̂ が女で参る｡県内からの転入者vcついても同様のことがいえるが.

隣凄する勝LU机 落合町からの転入がきわめで多く似内からの58%近くなっている｡

○ 流出する若年労働刀

久世町VCおける人口は.激しくおいているのであるが.厩札 転入してvlる人々はどのよ

)を年令屑の人々であろ9かOそれを示 したものが舞 乗である｡
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第 4表- 1 年令別 転 出転入者 (昭和 5 占年)

転 入 者 転 出 者

総 ~数 罪 女 a- # 男 女

# ' # dd5 280 385 70 2 554 548

o～ 4才 44 24 28 55 15 22

5～ 9 52 19 15 52 19 15

10- 14 47 2 4 25 57 16 21

15- 19 155 55 118 201 188 95

20- 24 162 55 109 185 88 95

25～ 29 95 45 58 82 42 4D

50-54 42 2d ー 占 55 21 12

55- 59 55 18 15 2 8 15 15

40,-44 15 9 占 15 7 占

45～ 49 14 9 7 19 10 9

50- 54 i 4 2 14 5 9

55～ 59 8 占 2 10 5 5

占0～ 占4 ロ 8 0 5 2 1

d S以上 12 8 4 12 5 7

これは昭和56年.昭和 40年.昭和 41年の三年の転出者.転入者数を5才段楯で示し

たものであるれ 一宮でいえば若年労働者の流出を示している｡この三年VCおける転出者の

)ち若年層 (15才～2 4才)のしめる割合仇 各々584人 (54･7%). 44占^

(d1.5%).447人 (5?･5飾)と高く.これVC25才～ 29才を加えるといづれも70

飾ときわめで高くをって来る｡ 15才～19才vcおいて男の割合が高いのであるが 20才～

24才にそると女の割合が高くなっているOこれは男の場合vcは.大部分の者が学校を終ると

すぐvc職を求めて他所VC出るのVC対して.女の壕令 地元での就糠ですませてしまうことVC

よ9, 15オー 19才にかVlて男が高くなっているのであるo次vTL女が多く在るのは卦糸工

場その他の従業負の離聴vcよる帰郷その他VE上D多くなるのであるo これVC比べて 50才以

上の転出は各年155̂ (18.9御 . 154∧ (20･0%). 149人 (19･8多)とも

にその割合は特VC高くはをいが.若和層の流出と共PCその影響は大きい｡
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第 4栄一 2 年 令 別転 入者 転 出者 (昭和 40年)

転 入 者 伝 出 者

総 数 男 女 総 数 男 l 女

総 数 755 SO D 455 717 2981 419

0--4才 55 17 18 19 ll 8

55一一9 50 18 14 16 8 8

10～ 14 24 12 12 27 15 14

15～ 1? 290 占4 226 2451 12° 119

20～ 24 145 59 84 201 42 159

25～ 29 75 57 56 75 51 42

50～ 54 54 21 15 57 18 19

55～ 59 45 27 18 50 15 15

4D～ 44 24 12 12 25 15 10

45～ 49 12 A i 15 7 a

5t]～ 54l 15 15 2 7 5 2

55～ 59 10 5 5 8 5 5

60～ 64 6 4 2 6 5 5

6 5以上 14 7 7 10 1 9

第 4表-5 年令 別 転入者 転出者 (昭 和 4 1年)

転 入 者 転 出 者

桁 数 男 女 総 数 男 女

総 数 455 2占5 590 751 525 424

8- 4才 58 22 16 55 14 19

5- 9 27 15 14 18 ll 7

10～ 14 15 i 9 29 15 14

15- 19 207 52 155 272 128 14占

20一一24 149 55 96 175 50 125

25～29 75 54 41 75 27 48

50- 54 47 27 20 42 25 17

55～59 40 24 16 510 16 14

40- 44 15 9 a 22 12 10

45～ 49 ll 占 5 15 10 5

50～ 54 7 4 5 15 6 9

55- 59 5 2 5 15` 占 7

do～ 64 7 5 2 5 2 1
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転入者vcぉいても若年層の転入が数の上では多いが (各年 515̂ (47･4%) 552̂

(57･5%) 5占5̂ (54･5%)内容は必ずしも音ぶものではなVloとい)のvi. 15才

～ 19才届における転入が多く見えるがとの大坪分は女子VCよるものであるo これは製糸工

場への就職を意味するDつま9彼女達の仕牢から考えて,そ)遠くない将来転出者へ変る要

素を大きく含んだ^々VCすぎをいのであるo 振 出した彼女達を)める為vc新しい人々が来

るであろうがlそれらの人々も又去って行 く人であるo)

O ま と め

以上述べてきたことをまとめると.久世町の^口は第 2次大戦までは増加を続けてきたが.

第 2次大観後から減少に転tL.帝VC昭和50年以降vcお･V,て著 しVl̂ 口流出を示しているO

こq頃向は久世町vc限らず日本全国の農山村vC共通vc起っていることが.久世町vcおいても

みられることを示 しているDさらVCこの^ロ流出も久世町全体VC一様({みられるのITはをく

久世町の中心部から離れた便利の悪い所vc多くみられているo流出^口の内容もその主力が

男から女へと性BIJvcは移っているのであるが.年令忙おいて流出の中心と在ってV,るのが若

年層であることVCは変9布く.中学.高校を終えて転出してvlる者が主力であるO転出する

^々の転出先は京阪神地区が最も多く.次いで岡uJ県南部地域であるo この^口流出も郡是

勲糸の進出vc上る女手男働力の吸収の為vC.零面的には止ったエPVCみえるが.製糸工場へ
流入した人々もやがて転出へ変る人々であるO弟vCかいては依然としてか729の^口流出を

示しているO

今後人口の流出を防ぐ為vc.よ9-屑の努力がなされることが必要であb,中国縦耳道の

完成vcよ.9工場の進出を意図しているよ)である如 はたしてそれが人 口流ttj.特VC若年層

男子の流出などこせIT防ぐことが出来るかば巣間であるOそれ土Dも.中国縦耳道の完成に

ょ9京阪神地区との距離が短縮されることと729̂ 口流払 特vc若年層の流出はさらVC激し

さを加え.ひいては中高年層の流出をもひさかこすことVCなるであろDo
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第 四 章 古 代 ｡ 中 世 の 久 世

l 条 里 と 古 代 村 落

古 代 に か け る 土 地 区 画 の 方 法 と し て ､ い わ ゆ る 条 里 の 制 度 と S う 地 割 が 行 な わ れ た こ と

は 今 日 ､ 広 く 知 ら れ て S る ｡ そ れ は 土 地 を 経 と 棟 と の 線 に 上 っ て 碁 盤 目 状 に 区 切 少 ､ 条 と

塁 と 坪 の 名 称 を つ け て 坪 菅 t l J ら 忙 十 反 に 分 け る ｡ こ れ は 班 田 収 投 の 口 分 E H の 配 分 を 円 滑 に

し た も の で あ る ｡

自 然 の 地 勢 又 は 道 路 を ど を 基 準 に し て ､ 原 則 的 に は 一 つ の 郡 又 は 数 郡 を 単 位 と し て ' 六

町 ( 約 六 五 四 刀 ) の 間 隔 に 平 行 線 を ひ S て 発 育 分 け る ｡ 条 は 北 か ら 1 条 二 一 条 と 数 え る '

こ の 条 に 垂 直 の 平 行 線 菅 同 じ - 六 町 の 間 隔 で ひ き ' こ の ェ ぅ 托 し て で き る 地 硬 を 里 と 夜 づ

け る O 里 は 東 又 は 西 か ら 1 里 ･ 二 塁 と 呼 ぶ o l 里 の 両 横 は 六 町 平 方 と な る わ け で あ る o さ

ら に ' こ の 里 の な か を 間 隔 六 十 歩 の 縦 横 の 線 で 区 切 る と 三 六 の 等 面 横 の 地 割 が で き る ｡ こ

れ を 坪 と S う O

坪 は l 町 ( 約 一 〇 九 の ) 平 方 で あ る か ら そ の 面 硬 は - 町 歩 で あ る . I 里 の 甲 の 坪 も 里 の

一 隅 か ら 1 坪 ' 二 坪 と 数 え 三 六 坪 に S た る ｡ そ し て 何 条 ､ 何 里 ' 何 坪 と 数 え て 耕 地 の 所 在

地 を 明 確 堅 不 す し く み で あ る ｡

坪 の 数 え 方 に は 並 行 式 と 千 鳥 式 と が あ p t 坪 の な か を さ ら に 十 等 分 し た も の が ' 一 反 (

約 九 ･ 九 ア ー ル ) で あ る . 坪 が 長 さ 六 十 歩 ' 惜 六 歩 の 細 長 S 矩 型 に 十 等 分 さ れ る 場 合 に は '

長 地 型 又 は 矩 冊 塾 地 割 と S う . こ れ に 対 し て 長 三 二 十 歩 ' 幅 十 二 歩 に 十 等 分 す る 場 合 に は ー

半 折 塾 又 は 色 範 型 地 割 と エ ん で S る .

さ て へ こ の ェ う な 条 里 の 制 定 が 我 国 に か S て t S つ か ら 行 # わ れ た か ' そ の 起 漁 に つ S

て は 明 確 に な っ て S を S ｡ 半 折 塾 が 大 化 改 新 の 詔 竺 不 さ れ た 1 反 歩 の 地 境 に 同 じ ' 条 里 の

制 は 大 化 改 新 に か け る 班 E B 収 投 の 法 の 実 施 に は じ ま る 地 割 で あ る と S う の が 通 説 で あ る .

し か し ' 長 地 型 が 大 化 改 新 以 前 の 屯 倉 の 参 っ た 地 帯 に 顕 著 で あ る A J と か ら ､ 長 地 型 が 半 折

塾 に 先 行 し た と 考 え ' 条 里 の 制 の 起 源 を 大 化 以 前 と す る 説 も あ る ｡ と に か く ' こ の 地 割 が

全 国 に 及 ぶ の に は 長 年 月 督 要 し た で あ ろ う が ､ < 世 紀 ご ろ に は ' ほ ほ 今 日 知 ら れ て S る 缶

組 の 施 行 は 完 了 L t こ れ を 条 里 と 呼 ぶ こ と も 七 世 紀 末 か ら の ェ う で あ る . こ の よ う に 奈 良

時 代 か ら 平 安 時 代 に か け て 実 施 さ れ て S た こ の 制 鑑 は 班 田 制 が お と ろ え て 暮 歯 が 発 達 し て

く る と 次 第 に す た れ て S っ た ｡ 条 ｡ 里 ｡ 坪 の ェ び 方 は 十 五 世 紀 こ ろ ま で も 広 く 用 S ら れ た

が ' 豊 臣 秀 吉 の 太 閤 検 地 以 後 は 全 く す た れ ' わ ず か に 坪 の 名 だ け が 小 字 名 を ど 忙 残 っ て S

る に す ぎ を S . し か し ' 条 里 の 制 度 は t S ま 日 本 の 各 地 方 K か S て ' そ の 遺 構 が 発 見 さ れ

つ つ あ る ｡ 天 和 平 野 や 近 江 平 野 で は ､ 今 日 も 集 落 や 渦 池 が 条 里 制 に 規 制 さ れ て い る こ と が

よ く う か が え る ｡

次 に 吉 備 地 方 に か け る 条 里 制 の 遺 構 は 近 年 県 円 の 各 地 に そ の 痕 跡 が 発 見 さ れ つ つ あ る ｡
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s p . 主 と し て ｢ 岡 山 県 典 地 史 ｣ に よ っ て ､ そ の 主 な る 過 虻 を あ げ る こ と に す る ｡

備 前 に か け る 条 里 の 遭 跡
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1 ' 久 世 付 近 二 ､ 津 山 付 近 三 ､ 院 庄 付 近 四 ､ 矢 幣 束 加 部 付 近

以 上 ､ 県 内 に h け る 条 里 の 逮 横 の 分 布 状 況 菅 見 る と ､ 備 前 ｡ 備 甲 ･ 美 作 の 三 国 と も に そ

の 国 府 跡 の 付 近 に 密 匿 が 藤 で あ る ｡ そ し て ､ そ の 多 く は 河 流 に お う た 平 野 地 帯 で ' 古 墳

や 古 代 寺 院 鉦 や 神 社 の 分 布 状 況 と も 一 致 し て S る ｡ そ れ ら の 地 敏 は 水 田 良 典 が 早 く 開 け ､

古 代 に 於 け る 生 産 地 域 で あ わ ' 文 化 地 域 で あ っ た こ と が 知 ら れ る ｡

久 世 町 付 近 に お け る 条 里 の 遭 祉

( 岡 山 県 鼻 地 史 工 か 族 率 )

位 置 車 座 郡 久 世 落 合 聖 l 町 及 び 葵 和 ' 川 東 の 二 村 竺 旦 る t 帯 の 田 野 を 含 む

大 庭 郡 ' 天 産 輝 ' 今 美 和 村 大 字 日 大 及 川 東 村 大 字 大 庭 一 帯 の 地 を S 1 .

欽 明 天 皇 十 六 年 条 云 ｢ 道 三 蘇 我 大 臣 嘱 目 積 醐 租 横 磐 弓 屋 等 J 優 子 吉 備 五 郡 置 二 白 猪 屯 倉 l o

続 日 本 紀 ニ ｢ 神 簿 景 琴 l 年 美 作 国 大 庭 郡 人 白 滝 臣 澄 人 等 腸 二 姓 大 庭 臣 こ と あ る の も 是

を 少 O 同 久 世 殊 ' 今 久 世 町 ､ 町 の 大 字 に 草 加 部 あ り ､ 仁 徳 天 皇 の 皇 子 天 日 下 皇 子 の 御 名

代 表 少 0 以 下 略 ｡

坪 剖
｢ 右 上 限 を 起 点 と す る 横 行 連 続 式 ｣ に 属 す る 美 和 村 日 大 を 以 っ て 唯 1 の 例 と す ｡ 其

他 川 東 及 河 西 の 中 村 一 帯 に 軟 々 井 然 た る 区 割 を 存 す る も 坪 名 明 ら か 在 ら ず O 附 近 一 帯 の

地 は 美 作 の 地 ､ 直 島 ' 大 庭 二 部 の 本 拠 に し て ' 各 々 其 郡 家 を 有 し 夙 に 草 加 部 の 御 名 代 官

設 置 さ れ し こ と は 蒜 山 山 下 の 白 髪 部 健 吉 と 相 対 し て 出 雲 族 に 対 す る も 天 孫 民 族 の 用 意 を

み る '( く ､ 又 応 神 天 皇 弟 彦 王 を 美 作 両 国 当 時 の 石 生 県 に 封 じ 給 ひ し こ と 欽 明 記 の 白 猪 屯

倉 の 設 置 大 庭 の 工 着 の 場 と し て 付 近 一 帯 の 古 墳 祉 怒 な し ､ 又 大 庭 寺 ､ 平 地 の 伽 藍 に 古 瓦 ､

礎 石 を 存 す 此 条 里 時 代 の 開 花 を 坊 梯 す る に 足 る o

- 町 5 ! ‥
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｢ 条 里 制 耕 地 ｣ が あ る な ら ば ' そ れ を 耕 作 し た ｢ 条 里 集 落 ｣ が あ る の は 当 然 で あ る . こ の

条 里 集 落 忙 つ S て ' あ せ s t 勉 強 し て S を S の で す が ､ こ こ で 少 し 前 述 し た 白 猪 屯 倉 の こ と

を 述 べ て み た S と 恩 S ま す ｡

｢ 白 堵 屯 倉 跡

実 和 村 大 字 三 崎 字 五 反 に 在 か ' 住 着 朝 廷 白 猪 氏 の 族 此 地 に 居 る 者 を し て ' 世 々 屯 倉 を

管 せ し め ' 御 県 の 行 政 曹 司 少 由 部 エ タ 魯 す る 御 科 の 米 穀 菅 蔵 し 以 て 調 貢 の 用 に 供 せ ら れ

た 久 此 間 実 に 欽 明 天 皇 の 十 六 年 上 々 孝 徳 天 皇 の 大 化 二 年 に 至 る 八 代 九 十 三 年 を 少 と す ｡

而 し て 今 偉 大 礎 石 点 在 L t 古 瓦 の 散 在 せ る 菅 見 る ､ 大 正 七 年 此 追 跡 に 碑 を 建 て 一 天 遺 跡

を 防 げ S 1､

｢ 陣 山

久 世 町 大 字 久 世 原 方 に 屯 す 依 て 陣 山 と 名 づ -

｢ 寺 畑 山 城 跡

久 世 町 の 中 央 部 に 位 し 高 三 亨 八 百 八 十 尺 あ S 1 . 当 山 は 天 文 の 此 敏 曾 兵 術 父 子 相 継 ぎ

て 保 塁 を 築 き ' 此 所 に 居 旦 白 岡 田 の 媒 主 三 浦 下 野 守 貞 久 に 属 し 属 軍 功 を 立 っ ､ 天 文 十 六 年

貞 久 備 甲 沓 部 に 塾 を 榊 へ 管 兵 衛 之 忙 参 加 し て 戦 死 す 其 子 幸 松 丸 又 管 兵 衛 と 称 す ､ 毛 利 の

部 将 草 刈 景 継 等 と 戦 ふ て 功 あ 少 ' 其 後 藤 に し て 牧 氏 を 襲 ぐ も の 今 尚 久 世 町 に 在 か ' 此 城

は 又 字 書 多 石 見 守 直 量 の 拠 守 せ し 事 あ 少 '

美 作 古 城 誌 上 = 1 1 部 抜 粋

･ 5 .] -



牧 兵 庫 久 世 村

同 勘 兵 衛

字 音 多 直 家 信 長 に l 味 せ し か は ､ 菜 か 領 国 を 可 ー 破 レ 攻 と て ' 天 正 七 年 二 月 上 旬 ' 毛 利

右 馬 頭 大 江 輝 元 ' 吉 川 駿 河 守 元 春 ' 其 椅 子 治 部 少 撃 冗 長 ､ 三 男 民 部 天 職 経 家 ､ 小 早 川 左

衛 門 佐 隆 景 四 葛 余 騎 を 率 ゐ て 件 州 へ 発 向 し た ま ふ ｡ 直 家 兼 て 沼 本 所 左 衛 門 景 直 に 下 知 し

て ' 天 寿 畑 ､ 笹 茸 等 の 城 を 取 繕 ひ ､ 軍 士 多 く 入 置 た 少 し を ' 仝 九 日 芸 州 勢 小 寺 畑 へ 押 寄

せ ､ 尾 崎 上 ･ C t 仕 事 を 何 て 攻 け る K t 朝 枝 治 郎 を 先 と し て ' 無 二 比 類 丁 働 き 討 死 す o 今 田

玄 蕃 是 も 仝 - 先 を 争 S 力 戦 し け か . 是 も 深 手 か ひ け 少 D さ れ ど も 寄 手 代 少 の 仕 寄 を 付 て

攻 働 く 程 に ' 同 十 二 日 城 中 こ ら へ 兼 て 降 人 に な 少 天 寺 畑 へ 入 わ け 少 O 芸 州 勢 十 六 日 天 寿

畑 取 囲 け る K t 当 城 に は 直 家 筆 江 原 兵 庫 介 親 政 井 に 羽 柴 秀 吉 の 加 勢 と も 寵 か け る . 寄 手

尾 崎 よ 少 は ､ 毛 利 家 の 旗 下 井 小 早 川 の 勢 へ 川 の 万 は 吉 川 勢 仕 者 を 付 て 攻 け る を 見 て ､ 砥

石 山 の 城 は 不 二 取 巻 7 先 に と や 思 け ん 城 を 明 て 逃 去 け る 菅 ' 吉 川 勢 早 く 的 付 け て 追 か け '

数 十 人 討 取 け る . か か わ け る 処 に ' 天 寿 畑 城 中 に 薮 達 人 在 て ' 高 田 城 に 有 け る 槍 崎 弾 正

少 弼 元 兼 許 へ ' 御 勢 を 切 岸 迄 被 レ 寄 候 は ば ' 共 時 城 中 に 火 を か け 申 ' ( し ｡ 煙 空 中 に 送

る を 相 図 に 乗 入 候 へ と 言 送 少 け る .簡 ' 槍 崎 即 桑 話 し て 約 束 Q 日 を 待 処 に ' 定 日 に な 少 し

か ば 安 の 下 刻 に 到 て ' 城 甲 の 小 屋 に 火 を か け た 少 . 槍 崎 1 番 に 切 岸 に 着 た わ け る に ､ 是

菅 見 て 香 川 勢 取 も の も 取 あ へ ず 続 き 押 寄 た わ ｡ 富 山 半 左 衛 門 は 直 家 よ り 使 者 と し て 来 少

有 合 け る が へ 味 方 を 諌 め 散 々 為 レ 射 け る O さ れ ど も 寄 手 紅 顔 少 に 攻 上 ら ん と す D 城 中 に

は 出 火 出 来 不 レ 叶 と や 恩 は ん ' 皆 々 落 去 ら ん と 門 外 へ 出 た 少 け る を ､ 宮 山 が 制 す る 故 立

帰 る も の も 多 か 少 け る . 其 中 堅 二 十 人 計 一 っ 忙 て 成 て 城 中 へ 入 け る 者 ど も 富 川 勢 の 御 切

岸 へ 上 わ け る を 味 方 と ヤ 思 S け ん ｡ 長 刀 持 た る 兵 切 岸 を 厩 て 手 を 揚 て 紬 け れ ば ､ 吉 川 労

は 又 ' 味 方 先 達 て 城 甲 へ 乗 入 け る と 思 ふ 闇 ' 近 J ､ 責 寄 た カ ｡ 城 中 上 少 是 を 見 て ' 矢 先 を

揃 て 散 々 に 射 け れ ど も 初 の 笹 は き 少 潔 く 降 て ' 敵 の 有 所 分 ら ざ ク け ヵ D 夜 明 方 に 至 少 朝

風 吹 払 け れ ば ' 寄 手 の 切 岸 に 有 を 見 て 得 た 少 と 鉄 砲 を 揃 え 射 立 け る ｡ 吉 川 勢 に 松 国 安 右

衛 門 へ 墳 列 記 ､ 児 玉 市 之 介 ' 同 明 の 少 阿 領 等 l 所 に 有 け る が ､ 如 何 に 市 之 介 ' 味 方 に

壮 鉄 砲 一 挺 も な く ' 唯 ま と に 恵 与 て 討 る る 許 を i n . 鉄 砲 の 者 呼 審 て ' 挟 間 討 取 や 要 石 処

を ' 敵 ね ら ひ け ま し て 射 た 少 け る 闇 ' 少 阿 頑 唯 l 矢 に 死 た 少 け る ｡ 松 岡 安 着 衛 門 ､ 椿 林

元 来 も 手 負 け れ ば ' 当 城 乗 取 る 蚤 を 不 得 し て 退 け る ｡ 其 後 仕 事 儲 近 く 審 け る 程 に ' 江 原

城 を 明 て 笛 茸 の 城 に 苦 み け s I O 城 に は 市 三 郎 兵 衛 ､ 志 田 太 郎 ､ 玉 串 与 十 郎 以 上 三 十 人 許

に て 範 タ け る を 頓 て 取 乱 め 人 と 仕 た ま へ ば ､ 名 城 を 明 渡 し 備 前 を さ し て 逃 上 少 け s h ｡

｢ 小 寺 畑 城 祉

久 世 町 大 字 三 坂 に あ 少 寺 畑 城 と 相 対 博 す 東 西 一 町 南 北 l 町 回 字 形 を な す 此 奴 も 牧 兵 庫 の

築 く 所 に し て 牧 管 兵 衛 父 子 之 に 居 る . 天 正 七 年 二 月 終 に 毛 利 の 族 将 富 川 元 春 の た め に 陥

さ る ｡

一 ､ 多 田 山 城 祉
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久 世 町 大 字 三 坂 に 在 S , 寺 畑 の 城 主 牧 兵 庫 之 を 築 き 天 正 七 年 備 前 国 主 浮 田 直 重 之 菅 攻 取 し

後 ､ 浮 田 直 家 高 田 城 を 攻 む る と き 先 陣 招 本 新 左 衛 門 花 房 磯 秀 此 城 に 降 す と 云 う ｡

美 作 国 吉 城 詰 A , l JC l抜 粋

宿 本 新 右 衛 門 景 直 比 浦 上 遠 江 守 宗 景 Q 家 臣 に て 多 田 山 の 城 主 を S l ｡ 生 賢 智 謀 深 く 勝 れ た

る 勇 士 を ･q . 字 喜 多 和 泉 守 直 家 が 思 ( ら く ､ 枚 括 る 時 は 其 根 た ふ る ｡ 景 直 を 亡 さ ば 素 質

が 一 骨 怒 斬 つ が 如 く に し て 遂 に 沢 渡 の 端 と 可 レ 庇 と t H 夫 を し て 貴 直 に 逆 心 有 る 由 を 甲

間 奇 以 て 言 伝 ふ . さ れ ば 国 家 の 亡 軟 が 在 亡 < を ' 宗 貴 の 家 系 断 絶 す べ き 前 表 と や ' 此 由

奇 聞 き し や 否 や 憩 言 虚 浮 を 不 レ 正 大 に 怒 る 故 に 素 直 せ ん か た な く 国 を 去 て 九 州 忙 流 離 L t

天 よ 少 四 国 に 寄 寓 の 縁 を 求 む ｡ 直 家 は 彼 の オ 智 勇 猛 を 預 て 知 S , つ つ 頓 て 招 き 育 て 交 奇 堅

く L t 播 州 野 中 の 城 を ぞ 預 け る ｡

一 ､ 篠 向 城 祉

美 和 村 大 字 三 崎 の 南 端 川 東 村 と の 境 に 在 力 正 平 十 五 年 山 名 時 代 南 朝 に 帰 仮 し 美 作 守 醸 赤

松 貞 範 の 属 城 を 攻 め し 時 其 将 小 池 甲 零 福 島 < 右 衛 門 菅 此 の 城 に 向 は し む 飯 田 の 1 族 此 処

に あ か 城 中 兵 寒 - 棟 乏 し く 戦 は ず し て 降 か 山 名 氏 の 領 す る 所 と な る ｡ 愚 書 元 年 城 代 赤 松

佐 具 山 名 氏 に 反 す る 山 名 敏 之 討 っ て 之 を 平 げ 城 を 守 る ｡ 文 鳥 年 中 三 浦 貞 連 高 田 城 に あ ク

毎 に 山 名 右 京 と 相 覗 ふ ' 時 に 右 京 亮 此 塀 に 居 る 貞 連 機 に 乗 じ 攻 め て 之 を 陥 る . 其 将 福 島

一 盛 ' 金 田 弘 成 著 し て 城 を 守 ら し む ｡ 天 正 e l 年 三 浦 氏 毛 利 輝 元 に 降 る ｡ 毛 利 氏 浮 田 秀 家

の 部 将 江 原 兵 庫 助 親 次 ( 直 家 の 女 婚 ) を し て 城 を 守 ら し む ｡ 天 正 七 年 浮 田 氏 毛 利 氏 に 叛

き 織 田 氏 E i 属 す る や 毛 利 氏 の 将 吉 川 元 春 親 ら 兵 を 宰 ゐ 守 ク 攻 む ｡ 江 原 親 次 守 少 を 失 S 退

S て 宮 山 城 に 拠 ク 壊 菅 浮 田 秀 家 に 請 い 托 襲 し て 城 を 復 す ｡ 文 穣 元 年 豊 臣 秀 吉 征 # の 役 を

起 す ヤ 江 原 親 次 浮 田 秀 家 に 従 ひ て 出 征 す 皮 長 三 年 親 次 高 膿 に 放 す . 後 復 械 守 と な る も の

な し ｡
美 作 国 吉 城 詰 抜 粋

江 原 兵 庫 親 次 入 道 久 滑 三 崎 河 原

親 次 は 宇 喜 田 直 家 の 智 恵 ク . 智 証 弟 烈 の 士 に て ' 家 老 に は 兼 田 六 郎 左 衛 門 ､ 牧 左 儀 介 ､

同 源 蔵 ､ 相 田 玄 蕃 ' 桶 山 新 介 ' 何 れ も 主 人 に 劣 ら ぬ 勇 士 を S ,｡

｢ 二 ツ 山 城 祉

美 和 村 大 字 余 野 下 に あ た 往 目 迎 段 落 藤 右 術 門 尉 落 合 刑 部 大 輪 な る 者 此 忙 拠 る o

｢ 高 仙 城 祉

美 和 村 大 字 余 野 上 に あ q ' 古 昔 水 野 為 虎 を る 者 之 に 築 く 韻 に 上 れ ば 則 ち 東 は 播 磨 北 は 伯

曹 ' 南 は 備 前 双 陣 に 入 る .

一 ､ 高 山 城 祉

岩 佐 勘 解 由 の 居 城 を 少 下 河 内 に あ わ ｡

1 ' 逆 巻 耕 虻

川 東 村 大 字 赤 野 に あ か 牧 藤 左 衛 門 の 居 城 を 少 し と 官 う ｡

1 E j F r



L ' 土 器 尾 城 馳

川 東 村 大 字 赤 野 と 河 内 村 と の 境 に あ J E l ' 牧 藤 左 衛 門 家 信 の 居 城 を ヵ L と 言 う 山 上 塁 あ た

一 ､ 神 上 城 祉

美 和 村 樫 邑 東 谷 に あ h l ｡

以 上 ' 真 庭 郡 誌 か ら 抜 粋 し ま し た ｡

こ れ か ら わ か る よ う に 久 世 町 の 城 は 一 五 〇 〇 年 代 後 期 か ら 〓 ハ 〇 〇 年 代 前 期 ま で に 作 ら れ

て 才 力 ' 全 部 が 山 の 上 に あ る 山 城 で あ る ｡ 久 世 町 の 城 の 全 盛 紘 戦 国 時 代 と 江 戸 時 代 に 入 力

か け た 一 六 〇 〇 年 頃 で ' 又 そ の 頃 三 城 の 主 ' 牧 兵 庫 ' 勘 兵 衛 弟 子 の 頃 だ ろ う ｡

2 遺 跡

爾 生 文 化 の 時 代 は 金 属 器 の 使 用 と 同 時 に 農 耕 生 産 が 発 達 し ' そ れ に 伴 夜 う 定 住 性 と 同 時

に 国 家 的 萌 芽 が 見 え ' 敦 内 を 甲 心 に 国 家 体 制 が 次 第 に 整 い ' 文 化 も 天 和 朝 廷 を 背 景 と し て

L 元 化 し て 一 層 進 歩 を 見 た ｡ 粟 生 式 文 化 の 時 代 か ら 仏 教 が 輪 入 t t J れ 発 達 し た 飛 鳥 時 代 に 至

る 中 間 の 形 成 の 時 代 の 文 物 と し て ' 今 日 に 残 る 最 も 顕 著 な も の が 高 塚 墳 墓 で あ る O そ の 内

部 に 遺 存 す る 埴 論 や 棺 刷 並 に 種 々 副 葬 品 に 当 時 の 文 化 を し の ぶ の で あ る . 紀 記 の 日 通 将 軍

や 国 造 等 と そ の 地 方 の 典 型 的 な 前 方 後 円 墳 と が 一 致 す る こ と も あ 少 省 か れ た 史 料 の 具 体 的

養 付 け と し て も 此 の 研 究 生 息 要 を 存 在 で あ る . ま た ' 高 壕 墳 墓 は 当 代 東 西 の 広 く 行 な わ れ

た 葬 法 で あ 少 ' 我 国 の 発 達 も そ の 一 文 で あ ･c l . 同 時 に 北 九 州 の 銅 剣 ' 銅 鐸 文 化 と 畿 内 を 甲

心 と す る 銅 鉾 文 化 と の 対 立 も 興 味 あ る 研 究 問 題 で あ 少 ' 今 も っ て 発 見 さ れ ざ る 邪 馬 台 国 も

将 来 へ 古 墳 研 究 と と も に 解 決 t t J れ る '( き 問 題 で は た か ろ う か .

さ て ' こ れ ら の 問 題 皇 r o み な が ら ' 真 庭 郡 で の 古 墳 研 究 並 に そ の 状 態 を 見 る と ' 岡 山 大

学 近 藤 義 郎 教 投 に 依 っ て 昭 和 二 十 八 年 か ら 二 十 九 年 に か け て 西 川 塚 古 墳 を 甲 心 に 八 束 へ 川

上 に ま た が る 総 合 学 術 研 究 が 行 な わ れ た の み で ' そ の ほ と ん ど が 未 調 査 で あ る . 本 郡 の 吉

塚 分 布 は ほ と ん ど の 町 村 に 存 在 す る が ' ま た そ の ほ と ん ど が 盗 掘 ' 破 損 ' 消 滅 し て い る の

も ま た ､ ゆ ゆ し き 事 実 で あ る ｡ 形 式 は 円 墳 ' 方 墳 ' 横 穴 石 室 ' 箱 式 石 棺 等 で あ る が ' 一 部

に は 前 方 後 円 墳 も あ る o 丸 芝 ( 金 屋 l 号 墳 ) は 美 作 最 大 の 方 墳 と い わ れ る 処 女 項 で あ る ｡

旧 美 和 地 区 で は 未 発 掘 項 に は 此 の 他 六 内 原 に 方 墳 ニ ケ ( 或 は 前 方 後 円 墳 ) と 里 房 と い う 横

穴 石 室 と が あ h l . 現 在 ま で 調 査 の 三 十 数 個 の う ち ' わ ず か に こ の 四 個 が 完 全 で あ る の み で

あ る の は さ び し い 気 が す る ｡ 尚 破 療 さ れ た 舌 戦 の ほ と ん ど が 明 治 年 間 の 国 道 建 設 の 採 石 の

際 の 場 合 が 多 く ' 惜 し ま れ る O

な h ' 久 世 町 で の 分 布 状 況 J d 示 し た 分 布 図 菅 参 考 と し て 付 け て h き た い ｡
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以 下 ' 代 表 的 な も の に つ い て 詳 説 し て . S き た い と 思 . S ま す ｡

｢ 多 田 山 古 墳

一 ､ 位 置

久 世 町 大 字 多 田 辛 い を う 俗 臭 二 九 七 番 地

こ ､ 附 近 の 形 勢

大 字 多 田 比 茶 臼 山 の 連 峰 御 陵 骨 横 の 釆 再 転 に 也 し 久 世 町 東 方 約 十 五 町 に 隔 少 東 は 美 和

村 へ 北 は 御 陵 曾 根 を 負 ひ ､ 西 柱 鯛 屋 部 宵 に 潰 し 南 総 久 世 平 野 を 壇 ゆ .

三 ､ 明 治 二 十 三 年 頃 国 道 変 更 の 際 之 に 使 用 す る 石 材 採 取 の 為 め 此 附 近 へ 散 在 す る 丘 阜 ( 現

在 の 項 墓 ) 上 に 在 る 石 を 採 少 し と き 咋 墳 丑 た る を 知 力 発 掘 せ ヵ O

四 ､ 平 地 よ カ 約 五 尺 の 盛 土 を な し 其 上 に 径 三 尺 位 の 石 二 三 個 集 横 し あ わ 堀 穴 は 長 さ 一 丈 八

尺 位 巾 七 尺 位 に し て 内 園 は 四 尺 位 の 石 を 似 て 胡 み 其 甲 に 陶 棺 を 埋 め た カ 現 在 は 石 も な く

只 其 堀 穴 を 存 す る の み ｡

陶 棺 は 長 方 形 に し て 巾 二 尺 長 五 尺 底 辺 に 十 二 個 の 脚 あ わ 脚 の 高 さ 六 寸 三 分 往 五 寸 厚 六 分

毒 は 楕 円 み な 帯 ぶ ｡

甲 に < 骨 片 ' 歯 あ わ ' 尚 副 葬 品 太 刀 ( 長 三 万 五 寸 ) 玉 ( ｣ ハ 角 に し て 大 鼓 万 長 七 分 径 四

分 位 ) 曲 玉 三 ' 申 I t 槍 先 1 ､ 土 器 等

此 多 田 村 は 大 庭 臣 白 宛 諸 人 の 墓 参 ･ c l と の 紀 卑 あ 少 ｡ 多 田 山 は 牧 兵 庫 菅 兵 衛 之 に 居 れ J q と 作

陽 誌 に あ わ

尚 此 地 は 御 陵 の 俗 称 あ 少 し が 明 治 の 始 め 頃 御 陵 の 語 は 不 穏 当 の 故 を 以 て 雄 髄 と 改 称 せ カ

又 姓 龍 屋 敷 の 称 あ る 所 あ わ ｡

1 J 天 且 恥 生 式 牡 鹿 祉

久 世 町 大 字 台 金 屋 字 天 且

今 ' 天 与 台 金 屋 字 天 且 と 呼 称 さ れ る の 仕 菅 ､ 金 屋 村 が 台 村 と 合 併 し た も の で 古 く 金 屋

の 天 旦 と 言 っ た ｡ 久 世 の 流 域 平 野 ' 旭 川 に a E I つ て 発 達 し た 久 世 市 街 地 の 中 心 か ら 約 l キ

ロ の 天 且 は 1 望 の 丘 陵 地 帯 で 西 の 蛇 の 尾 か ら 坂 遠 に W J. し か か る 旧 出 雲 萌 道 は こ こ を 縦 耳

し て 東 の 大 字 日 大 の 日 大 盆 地 を 眼 下 に す る が ､ 南 は 広 - 員 大 川 を 合 流 し た 旭 川 に k T; つ て

開 け た 落 合 平 野 を 僻 限 す る 比 高 1 0 - 三 O F S の 南 西 に 細 長 - 突 出 し た 台 地 を も つ ' こ の

台 地 上 に は 約 三 〇 町 歩 水 田 が あ わ ' 台 地 の 北 方 仕 組 が 多 - ' そ の 表 面 は 一 二 〇 - 1 五 〇 c m

の い わ ゆ る 星 ポ コ 地 帯 で ' そ の 下 吐 ほ と ん ど 粘 土 層 あ る い は マ サ ノ メ 質 に 在 っ て い る.

斜 面 は 雑 木 林 と 松 林 で ' 或 は 粥 墾 し て ' 杉 ' 柑 ' 堀 な ど 首 ほ に 使 用 さ れ て い る 所 も 多 S ｡

又 ' こ の 丘 陵 一 帯 の ほ と ん ど の 畑 の 表 面 に 朝 生 式 土 器 の 破 片 が 散 在 L t 石 ぞ く ､ 石 ふ '

た た き 石 ' 石 庖 丁 な ど が 今 迄 へ そ れ ぞ れ 数 個 採 集 さ れ て S る ｡ 遺 跡 と し て は り 天 且 遺 跡 ′

南 西 の 約 五 首 - 〃 宮 脇 臣 居 祉 ク が あ わ ' 更 に 時 代 が ↑ る 古 墳 は ↑ 数 基 此 の 丘 陵 台 地 に

散 在 し て い る o 附 近 忙 仕 縄 文 式 の 遭 跡 も 辻 物 も 未 だ に 発 見 さ れ て S 杏 . S ｡ 然 し ､ 帝 生 式

中 期 以 降 に な る と ' 此 の 地 方 に も 相 当 丑 鷺 に 求 め る こ と が で き ､ 久 世 町 に も 十 数 箇 所 の
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過 跡 が 現 在 迄 判 明 し て S る ｡ 昭 和 三 十 年 ' 山 陽 新 聞 社 が 美 作 十 ｣ ハ 選 に 指 定 し た ｢ 大 庭 史

跡 ｣ は 実 に 此 処 を と ･ C l ま - 一 帯 で 考 古 学 的 ' 歴 史 学 的 史 跡 が お び た だ し S ｡

｢ 天 且 追 跡

大 字 台 金 屋 手 穴 且

此 の 地 域 の ･朝 生 式 の 遺 物 や 迭 跡 が 全 て 丘 陵 台 地 に あ え 更 に 海 生 式 土 器 と と も に 石 庖 丁

数 個 が 発 見 さ れ て S る ｡ 中 期 ～ 後 期 前 半 と S っ た も の が 多 S こ と が 指 摘 で き る ｡ 天 且 遺

跡 の Ji ' ツ ト ( 現 在 上 部 径 7 - ･ I 勿 ' 深 三 一 〇 ∽ 円 形 の 金 穴 ) が 予 想 さ れ る が 如 き 免

租 貯 蔵 庫 で あ る と す る な ら 望 心 ら く そ の 貯 栽 庫 は 湿 地 的 な そ の 地 位 か ら し て 米 以 外 の

食 塊 を 米 の 補 充 に 或 は 万 1 の 不 作 の 用 意 に 貯 え ら れ た も の で は な S か と 考 え ら れ る ｡ 又 ･

そ の ビ ヮ - 附 近 か ら ク た た き 石 ク も 出 土 し て 1 る の で ･ - 憲 ド ン グ リ を ど の 木 の 実

の 数 を 貯 え て お S た の か も 知 れ を S .

従 っ て ' 以 上 を 総 合 し て ' 此 の 地 域 の 当 時 の 農 薬 は 未 だ 谷 水 田 の 段 階 で あ わ ･ ま た 収 秘

法 に お 1 て も ク つ む ク 方 法 の 段 階 が 支 配 的 で あ っ た よ う に 思 わ れ る ｡

大 且 追 跡

(
ビ
ッ
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配
宜
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1
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2
0
0
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閑 査 概 要

此 の ど フ ト は 昭 和 二 九 年 三 月 三 〇 日 ､ 旧 菓 和 村 天 字 台 金 屋 天 且 当 時 村 松 愛 一 桝 有 の

水 田 か ら 瓦 士 採 取 工 単 甲 に 発 見 さ れ 同 日 か ら 四 月 七 日 迄 発 掘 調 査 が 行 な わ れ た ｡

一 ' 二 ､ 三 号 と も に 土 器 片 ､ 炭 ' 灰 が 出 土 し た ｡

各 号 と も に 直 径 T ･ 一 刀 ' 深 さ 〇 二 二 茄 の 柴 犬 式 ビ ッ ト で あ る ｡

A 土 器 ( 完 全 免 生 式 ) は ビ ワ ー 外 か ら 出 土 し た O

四 号 綻 発 見 親 王 卓 に 依 少 未 調 査 の ま ま 消 波 ｡

然 し E l n 万 か ら 笹 原 可 能 を 梓 巧 模 様 の 高 杯 が 出 た ｡

石 器 は た た き 石 一 こ の み 出 土 し て S る ｡

現 地 壮 附 近 一 帯 に 軸 生 式 土 器 の 散 在 す る 容 鞄 の 台 地 で あ る .

使 用 目 的 不 明 の こ の ビ ワ ト は 勝 田 和 動 缶 他 作 1 こ ' 津 山 の 招 忙 一 こ 発 見 調 査 さ れ て

い る が 密 集 し て 発 見 さ れ た る は 今 日 か 愈 初 で あ る O

九 州 坂 村 に ビ ッ ト が 的 査 さ れ た が 未 た 発 表 さ れ て い な い ｡

赤 磐

) ' 鯛 屋 逝 跡

大 字 鍋 屋 字 吹 矢 元 九 番 地 の 1

久 世 町 新 庁 舎 か ら 約 首 珊 遜 鹿 小 学 僚 俊 門 向 を 東 西 に 文 通 す る 新 国 道 商 k LI h t 新 し い 久 世

税 務 署 の 南 に 遺 跡 が あ る . 現 地 よ 少 酋 P e : は 北 か ら 流 れ 込 ん だ 東 川 に か か る 久 世 新 稔 で

東 川 は 三 盲 F S 程 書 か の ぼ っ て Y 字 形 些 二 敬 川 と 尾 各 川 水 流 を 合 し た も の で あ る が へ 盲 -

避 蕎 小 学 佼 敷 地 は 旭 川 の 河 水 が 流 れ て S た よ う で 旭 川 流 域 は 島 洲 を 形 成 し た . こ こ も 自

然 堤 防 上 と 思 わ れ る と こ ろ で 今 迄 の 丘 簡 台 地 か ら 平 坦 部 忙 過 跡 が 下 カ て い る こ と が 注 目

さ れ ' 更 に 発 作 地 方 で 顔 も 舌 S 塾 の 須 膿 境 と 数 社 の 土 師 器 を お び た だ し - 出 し て S る ｡

即 ち 天 旦 遮 跡 や 其 の 他 附 近 の 丘 陵 地 上 の 粛 生 式 時 代 の 畏 集 が 谷 水 用 経 営 方 式 へ 進 出 し ､

そ し て へ 恐 ら く ､ こ の 平 坦 部 を 踊 拓 し た 人 々 は 新 し い 進 ん だ 方 法 や 道 具 を 取 力 入 れ て ､

水 B ] の 開 発 に ' 水 田 の 晩 発 に ' 水 稲 の 耕 作 に 進 歩 と 発 連 を も た ら し た の で は な か ろ う か っ

そ し て 旭 川 を 甲 に 挟 ん だ 山 脈 の 時 々 に ､ 山 裾 に ' 大 小 多 数 の 古 墳 を 築 い た 次 の 社 会 ( と

発 展 し て S っ た と 考 果 さ れ る ｡
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第5章 近世宿場町としての久世

1.代官所支配 と久世町

ィ.江戸#府の直轄地と代官

江戸蕃府の強大を権力を形づくっていたもの吐,諸大名をしのぐ広大を領地と豊かな財政

で参った｡#府の直轄地は天領ともvlい.関が原の戦いの前は百万石ぐらいであったが,家

康の晩年には二百万石ぐらいに増加したOそののち諸大名の改易 .滅封をしきbKおこない,

五代将軍綱吉の時代には四百万石に遷 したOとの頃になると直轄地に準する旗本知行所が三

百石も奉ったから全国の領土三千万石のほほ四分の-が幕府の直接支配下にかかれることに

なったL,

直轄地四千万石は関東地方で百万石,奥羽.越後.佐渡で九+万石,駿河 .遠江.三河 .

甲斐.信礎 .伊豆の六か国で六十万石.近畿地方で六十万石,九州で二十万石,中国地方で

百八十万石に分かれ,そのほか中部 .北趣 .四国をどに散在 していた｡
江戸時代における直轄地の雌民はみずから｢御天領の百姓｣といって,なかなか気位が高

かった｡この直轄地の支配は都市は町奉行.曲射や山村は郡代や代官がおこなってVlた∪も

っとも郡代とか代官というのは蕃府だけではな(,諸帯にかいても郡奉行や代官という名称

でかかれていたO

郡代や代官は直進搬民に接触する換金が多かったから,支配の良し慈しは戯民の生活に深

刻な舷皆を及ぼし,生殺与頚の樺を掘っていたUそのた,め江戸時代において代官.あるいは

下役人の葡改や違法行為によって若きかこ盲九7t-潔は五十三件にものぼっている｡それで

は代官はまったく稚力づ くで民政をおこなっていたかというとそうではない｡私利や私欲を

はなれ みずから良民のなかに入って善政を行ない,かれらの苦境を救った名代官といわれ

る人も少なくなかった｡

代官の支配飯域は支白地 あるいは代官所とVlい,代官の居宅を陣屋,執務するところを役

所といった｡郡代と代官の職務は似た上うせものでだいたい帝寮や裁判a:ど公串をとb扱う

公蕃方と財政と人別車券をとb扱う地方忙分れてV,た｡締高四百俵を基準とする郡代は布衣

(六位に叙せられた布衣の冠服を着するを得る資格 )であD,二首俵を基準とする代官り

も一応身分や格式が上であった∪

代官は蒋府の地方行政官としての性格から転任が頻繁におこなわれるため支配舶放はきわ

めて簡紫であったU代官所の転月の人数比江戸の役所と任地の陣屋を併せて総数七 .八名か

ら十八 .九名が普通であb,特別の任務のある所でも四十名ぐらいで尊務を処理しなければ

ならなかった｡

代官には配下に手付.手代などがお9.役向に上って手代顔 .脇手代 .蔵方役.単段.江

戸家老 .江戸脇手代 .中小姓などという呼び名もあったO手付 .手代やそのほかの代官所の
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吏負はあくまでも代官所の雇人で新 の役人ではなかったO初め手代は農民のをかか ら適当

を者をえらび代官が自由に採用.哉免してVlたが,享保のころから月収 手付が任ぜられるよ

うになった｡手付は御家人中.譜代 .抱席 な どよb代官の申請によって勘定奉行が任命し

た者である∪レ､ずれも代官が馳めるときけ解職されるのか普通で参るが･なかには代官の私

曲や肢罪に遵座して罪を関われる者 も少なくなかった｡

代官の本俸はだいたい百五十俵以上でそのほかに役科が支給されたOまた属僚の手当や役

所の諸入費にあてるため,は じめの頃は徴収した年貢米のうちから口米 .口永の付加税をと

るととができたUところがこれだけではとても代官所を維持することができないから,享保

十年(1725)になると,口米.口永はとらずにこのぷんを全部幕府の収入とし,加わb

に別に必要な経費は幕府から代官に支給されるという方法がとられたU支給額は代官所の支

配高によって決められたので.高五万石について米七十人扶持(1人扶持は織米が一日五合

の割合で支給される)ただし金の方は西国(九州)では七百五十両.中国では六百七十両,

そのほかの地方では六首両が-年分として支給され赴任の費用も支払われるようになったO

手付の年俸は米三十俵,二人扶持を平均とし,もし休戦になっても展冶的にもらうことが

できた｡これに対 し手代の方は.大部分が農民などの出身で参るためか本給吐なく,代官所

の経費のなかから支給されたので,休職にでもなればまったく生活が夜bたたなくなってし

まった∪享保十年以後は一応.並の手代で二十両五人扶持となったが,それでもかけ出しの

手代になると四両と二人扶持 ぐらいであったoだから手代といっても実際には独立 した生活

をしていただけに,当時の下男春慶の生計にあせんじなければならなかったUこうした薄給

者に支配をせかせておいたから.とかく手代が村役人たちと結託し不正や私曲をおこなうこ

とが多かった｡

幕府がはじめて代官の不正にたい して粛正のメスを加えたのは.五代将軍糾吉の時代 天

和 ,貞与の萌であるO舶吉治世二十九年間に死罪や免職になっている代官は三十四人にもの

はD,当時の代官政から推してかたDの数であったということができるUこの帝正によって

江戸時代UJ初めから続いていた代官の職を蒋われる者 も多くあったUこうして郡代や代官の

多くは三代ぐらいで失脚や転身するかあるいは一代限りで終る者が多か-た｡

代官の性格も時代の移b代b妊よってしだいに変っていった｡享保のころの幕府は再び代

官の加紀粛正をやbはじめた｡それと同時に,幽民のなかか らすぐれた治水 .土木の知識の

持主や農薬経営の手腕のある者は代官に抜擬した｡

やがて寛政以後になると学者出身の代官も目立ってくるが,緊迫 した国際情勢のなかに幕

府内部に発言力をもつ実力者の代官も現われ,ときに仕蝦夷樺太の操扱者のなかから代官に

任ぜられた者もいた∪このように江戸後期になると代官の出身もさまざまであった｡

江戸時代には享保 ･天明 ･天保の三大飢経をど-クとしてほとんど例年のように凶作にみ

せナれた｡そのため代官は一般の民政のほかに,治水=車や開発による戯村の復興を急務と
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し,芋の栽培や子間引,@･胎の禁止などにも心を用いなければならなかったOこうしたなか

で立身出世を夢みて,幕府の意を迎え年貢の取b立てなどに狂奔する代官も多かったが･.常

に民衆の苦しみを理解し.自ら遠い任地-赴き長期にわたって村民と生活をともにし,仁政

をもってのぞんだ名郡代や名代官がいたととも忘れてはならか Iu

ロ.久世町に於ける代官

(》 岡山県に於ける代官所

関が原の役が終ると,敬川家康は備騎乗作 51万石を小早川秀秋に与え,岡山城を居城

として治めさせたO備中を改めで直轄地と丑し,小堀正次をして松山城にてそれを管させ

た.その後さかんに異数があb備中及び発作両国の直轄地に代官所を次のようにおいたo

l.備中倉敷代官所

2.笠岡代官所

5.石見大森代官所

偽装上下出張所

4.美作倉敦代官所

5,久世代巨(節

(多 久世代官所の初め

津山薄主松平宜宮が死に,その子浅五郎もまた未だ封に就かずして亡くなったので継駒

がなかった｡ しかるに幕府はその忠臣をみてと9.特に族長無をしてつがしめ,旧封土の

半分を滅らした.享保 11年 11月 18日長腎封を継ぎ.盟 12年 5月東北条,西 条々,酉北

条,大庭,英島 5郡の内,5万石を上地 した｡♯府は代官鎚島作右南門をして大庭郡久世村を

治めさせた｡

③ 久世代官所の歴代代官

代 氏 名 従 至 在職年間 備 考

1 鎧島 作右衝門 享保 12年 元文元年 9 久世代官因州鳥取預

2 池田 喜八郎 元文元年 元文 2年 1

5 平岡 彦兵術 元文 2年 延享元年 7

4 永田 ′｣､左南門 延享元年 1
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8
9

10

11

12

15

14

15

16

17

18

19･

20

21

22

井上 助左南門

石黒 小左街門

内方 鉄五郎

藤本 甚助

竹垣 庄蔵

銘木 小右衛門

稲垣 藤左術門

内藤 重≠稀門

河端 代八

平岡 彦兵衛

小林 孫四郎

守屋 弥三左衛門

石原 清左南門

守屋 弥三左南門

早川 八郎左衝門

重田 又兵衛

山田 常右街門

津 山離御預b

要償 5年 安値 6年

宝磨 6年 〝 7年

〝 7年 〟11年

l 〝11年 明和 5年

明和 5年 〝 6年

〝 6年 〝 8年

明和 8年

安永 6年

〝 7年

天明元年

〝 2年

年

年

年

年

年

｡

7

航

2

｡

如

〝

天

〝

〝

〝 4年 〝 7年

0 7年 7月 孝和元年 6月

享和元年 文化 2年

文化 2年 〝 9年

〝 9年 文政元年

′○

▲l

PO

1
2

-5

4

4

7

7

宮代世A

播州乃井野預

生野代官

笠間代官

江州大津代官

久世町に代官がおかれたのは事保 12年 (1727)よ9文化 14年 (1817)壇で

の約90年間である∪

この中で一番有名で名代官といわれたのは早川八郎左衝門正妃で,彼は出羽国尾花沢か

ら天明 7年 (1787)7月久世に転任となり.至敏をもって民政を担当したのであったu

昭和 5年に作られた早川代官のセメント像が重厨寺の椴にあるU

まず彼は赴任早々領内を巡回し.今までの蝦智を改め赤子間引を禁止 し,教諭所 (のち

久世典学館 )を建て鹿民を教化 したのであったO寛政 11年には自ら久世粂数を著した｡

また領内の備中吹屋吉岡銅山に目をつけ, これの復興をか こ売ったDもしたO早川代官は

常に実行の人であったと思われるL,しかしはじめは質素倹約や風俗の取b締b夜どを強め

たため,とか く良民から敬遠されがちであったUそれで も月日が過ぎるに従って正妃の真

意がわかると彼に対する領民の敬意はしだいに広まっていき,やがて何処からともなく彼

の転任の報が伝わるようになると村民奉げての留任運動がくbひろけ られたO寛永 10年

(1798)7月には美作国 5郡代表が江戸表へ上b留任歎戯啓を差出してお9,~また草

和元年 (1801)4月美作国 5郡 155か村総代の欺鹿部が出されているO結局,孝和

元年 5月 19日,幕命によって 10万石の関東地地役代官に任ぜられ,武蔵国久喜の陣屋
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に赴いたのでを-たU (早川代官につL-では次の車で詳しく述べると思う) 他の代官の

ことについては詳しいことがわか らなか一た..

石黒代官.彼は久世の奉る部鞄がvlつも洪水で流されるため.その部落を日本原へ移住

させようとZl戸へ噴飯に行ったけれども,そのことに失敗し割腹を遂げた｡落合町に塵が

参る.(菊池氏よ封均垂とり)

重田叉兵衛代官,早川代官は孝子一章子三崎柑三郎右衛門一節彰を行なったが,墨田代

官は孝女郎彰を行なったことで知 られているU 久世町文化財目録には次の如 く記している〕

その名も杏ぐわしい孝女八A-の孝伝を憤る ｢谷orD初音｣の記仏 事和 2年 (1802)

12月時の典学弛都拭菊池好直の適になb手酷の所蔵で奉った｡胃曲 〝わbなしやなれて

木伝ふ:E.;の子に参らぬ子の声も隔てず 〝の詠を忍出しに今から160数年前,時の重田又

兵衛に依って#剛に達し安Aせ られた久世村の盛匠中機屋武兵術の容女年債か 10才の孝

状を括写し,猿人三原屋を左街門の為人と輿床しい箭商の家風を伝えて余すところがない｡

これは早川代官時の五反孝子三郎右御門の倍賞に後れる7年の事駅で,群に発作華氏記巻

の 10に徹るとあるu養田代官も早川代官の争とをうけて沓政を行なった,Tあろうと推察
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されるU又.彼は敵襲宗の倍者でを9,彼が発起人とな1て興尊寺の本堂ができたO しか

し日の目を見ヂして作東に移ってしまったU

④ 久世代官所跡

代官屋敷とよばれる天領久世陣島の跡は亙払寺の械手両側でを9,現在は既に何も残っ

ていず宅地となっている｡ここはもと砕山群の古い米倉の跡で,享保 11年(1726)

のいわゆる山中騒動に幽係をもつ歴史が参る｡それは松平治政IFで参った丸 森家 4代

95年 も含めた今から約 5占0年前の店長 8年 (1603)初代忠政の創置把初せ少,255

年前の享保 12年この地が祐飯になるまで併せて 124年間御蔵があったO

代官所は久世駅肘大通 りの早川倹替殻地から南方水鞄に沿う周辺一席約 5,600坪で奉る

れ 今からさかのぼった24D年前阜保 12年 (1727)津山糖の作西 5万石の地が削

られ媒府直轄地となb,久世陣屋の創世から廃止した文化 14年(1816)まで 92年.

そのうち津山鮮預りの 7年を除いた 85年間,代官 22代で参ったU廃止の9.文政元年,

紺屋の曜造物を撤去したので参るが,.江戸鞍府代官政治の役庁の跡である.

代官所当時,上町 ･上玉崖とーF玉 虚のHutJ,T町松本虚 ･井上のl切に東西二つの門があっ

たとvlわれてVlる｡盈願等山門は天執久世代官所iB僻の⊥部槌屋門で唯一の迫物で奉るO

今から144年前江戸後期の文政元年(1817)に陣屋が取り払われた際,とこに移車

されたと伝えられて-vlるO唾黄の様式はいかめ しい武家風で全 く山門風と異なっているの

忙気づく.古い御戯虚数といVl,幡屋故の遺構は重叡尊寺域の瞬接南/｣､径をへだてた区画

地である｡
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- .敢政時代の石高と上納米制定

鎌倉時代は田千坪を蛾一貫文としたH高で参ったが,豊臣秀吉が天正 17-文殊 4年の間

天 下の検地を行をLh石高の制を高めたO即ち土地田町段を上下に分けて,収樫籾によって樽

た米高によって石盛を定めたので石高としたのであるO天正の石直しによ9.それまでの一

町が1町 2段, 1段が 1段2畝となったので奉る.次の表は久世町の米の収楼高である｡

I有 価 弦所載 ;美 作 鏡享 保 2 年 実 作 鏡嘉 永 5 年 明治元年取調

多 田 村 251,900 2 7 5.75 6 津山領 275.028 *LU# 275.028

鍋 屋 村 115,500 15 5.50 8 II 157.408 // 157.408

中 島 村 85.500 25 8.18 8 〟 501.280 〟 501.280

久世山方村 l l.104.400′ 591.798 〝 599.575 〝 599.575
久世原方村 899,854 〝 905.588 〝 905,588

三 坂 村 245,400 545.811 u 550.150 津山預 550,150

吉 尾 村 287.500 574.012 竜野領574.104 竜野領 574.104

惣 村 不 許 242.占70 勝山髄 242.占70 嘉島領 242.占70

草加部上村 ＼ 834.954 〝 594,749 〝 594.749

草加部下村 544.880ノ 竜即領 440,205 竜野領 440.205

神 村 不 詳 25.659 勝山領 25.659 来島領 25.859

石高に一定の率をかけた五秒;飽主へ収める市税米で参る｡検兄を行い,坪刈Dを僚準とし

て全体の収勧高著予測していたO代官はこの予弧を基準としてこれに税率を乗じて上納米の

畳を決めていた.その決定を甘面にかいて村庄屋に渡す｡ この･TJ面のことを御定免,父絞御

IF札とい うU

残物成が領主へ納める上納米でを9.夫米は運賃,口米は手数料,糖韻代は選娘牛馬の食

料代 となっていたU又上納米は陵米とし,石高1石に対し1俵を納めることになっていたが,

敵主によb税率結異なってV,た｡

久世地方に於て机 江戸末期5斗 5升鋲であったが乗除は筒 2分を減じて5斗 4升5合で

あったU今の栄町の役場の門のやや帝に納入門がを9.中国銀行の所に額出門,下町稲朋梅

野氏の辺に納米取立奉行出銭所があった.

参考文献 f判山県通弊,久世町聖 ,糊山県の妊史,代官 村上直著 ,久世町文化財目録
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2.早川代官とその治頗

ィ.早川代官の概略

この二節では,早川代官について.簡単に述べておこうと思う｡

早川八郎左衡門については,割合と本が岱かれているが,どの本を見ても,その行政をほ

めたたえ.非常なる名代官と位かれている∪勿論.その嗣子の中には,をbを少と蓮者が,

早川代官に｢ほれこんでいる｣とい う所は見られるに しても,あながち,その讃辞を否定 し

てしまうわけにはVlかなVl.久世では.一班に,早川代官について知られてい夜い様に感 じ

られるが,手島轟胤氏によれば,一部の人 が々.その財形を行なっただけで,一般町民には.

をせり関心のない事だったという輩である｡それに,いわゆる執着といわれる人達の間でさ

えも,その評価は.ほぼ2つにわかれている｡すなわち,民を想って ｢仁政｣を施いた立派

75:代官であったという評価と,もう1つは,色々な政策は,単に年fi'の収納を良くするため

に行なわれたとい う評価である｡

どちらが正 しいかは,そ う簡単に論ずる'-lLは出来をVlが,いづ九にしても,彼がおかれた

時代 と立場というものは,考慮され夜くてはならないと思 う｡つまり.新 の代官として,

いか売る事が,彼にとって可能であったか,又,そういう立場での正義とは何であったかU

この事を抜いて,現在の時点から早急に判断を下す4=iは,彼に対 して酷すき'は し夜いのかと

思うのである｡

さて,早川八郎左衛正紀は,元文4年 (1759)に江戸に生れたOそ して,文化 5年 (

1888年)に江戸で病死〕江戸本町大平町留山寺に伸葬されたとの串で参る｡彼紘,元々
井上河内守の家臣である和田市右衝門直食の次男で参るれ 田安家の家臣の早川伊兵衛正恵い

の養子と75:9,早川の家を継いだわけであるU

ところで,宝麿8年 (1758年 )に.松平定信が田安邸に生れているが,後年,八郎左
南門が出羽尾花沢の代官であった時,首河馳主としての松平定信の治政に深 く駐沓されたと

言われている0

-万早川の莱家では,正昭が死んで後嗣がなかったので.明和 5年, 4月 1占日に宗家を

ついだ｡その後明和 占年正月に,御勘定と走って.天明元年 占月に至迄の 12年間は,内勤

として御勘定をつとめるのであるが,その間,財政土木上の貢献が大きく,特に牌東諸国の

河川=串に関して功労が多かったと言われている｡ これ比 後に,彼が,代官として久世に

あ一)たBS,吉井 ･旭 ･南条の 5つの川の治水に,その手腕が発揮されてVlるのである｡そ し
て,天明元年 (1781年 )6月には代官に任ぜらわたのであるが,彼の代官としての生睦

は三期にわけられる｡第-は.天明元年占月から,天明 7年 6月までの出羽尾花沢の代'g'と

して5万石を支配した時財で奉る｡第二期は,天明 7年(1787年)から寛政 12年 (

1800年 ＼までの久世笠岡の時期であるOそ して第三は,孝和元年(1801年 )5月か

ら武州(現在の東京都IF武威ur･)久音の時期である｡
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ここで.間笹とするのは,勿観 衆二瓶 それ も特に久世に限って考えるが,その前後に

ついて,この二節で.簡単に述べてかかをければならない｡

出羽尾花沢話であった天明元年から.天明7年といえば,奥羽地方一帯は,安永から引き

続いてり大凶作の時期である.特に天明5年を中心として,勿論奥羽地方ばかbではをかった

那,人民の大半が飢死するという惨状を皇したと言われるO天明7年に於ける米価は,平年

に比して,Vlっさに5- 6倍に跳ね上がったという車を考えれば,その襲さも想像出来るO

ち上うどこの時期には,松平定信が.奥羽白河の常主として手椀を掃った時期でも参ったO

この時期には,米沢帯の上杉戯山など,vlわゆる名君が,奥羽の諸帯に現わかたのであるが,

前述の事情から,松平定借の彫鞘が特に強かったことが想像出来る｡

この尾花沢時代)A,後の久世 .久者ではなか1た大Llr作 ,大飢肝の時で参ったため,この

苦境を克服するのには.非常食努力を用したと思われるが,行なった如 ,久世でのそれと

殆んど変わDをい｡簡単に言ってしまうと,彼の政帯の中心は,産業を興す串と,観覧の教

育という事で奉った∪この2つの容は,無乳 現代においても通じることで.現実の生活が

たっ様杵仕向け.それとあわせて飯民の教JLkl,すこぶる理に参ったものと言える｡この意

味で,彼は極めて近代的な実段家と言えると思う｡ところで.この様75現実的な改革の基に

紘,どの様を天災も苦難も,人間の努力,不断の用意があbさえすれば,必ずのbきれるも

のであるといの鮭対の自信が参った棟で.倹民にも,｢六本の伐｣というものを教えて,そ

の心桃を喪わせたO｢六本の城｣とは,次の六つである｡
酒をすどすは病を生る本也

盲をつつ しむはさる-災の本也

思案せさる-をやTfちの本也

私懲蒔きは身をころす本也

魅をこらへさるノ､争ひの本也

倹約をらさるハ困究の本也

そして ｢この六本を去らされ-身と家とをたもちかたし.勤めてこれをさる-し｣として

いる.又 ｢天命は我よb瞥立す,着きも慈し卓も確をうゆるは我なD,これを定むるは天衣

D,例えば米を植ゆれば米ができ.豆を櫓ゆれば豆生じ,巻をうゆれば幸福75:る,悪をうゆ

れば禍なる,これ天命は我よb建つるなb｣と常に自分の子に教えたと言われるU又,彼の

歌として ｢夜に拳も心にまかす世の中をせかせめと思う心そうき｣が伝えられているが.こ

の2つの言葉の中には,彼の束餅家としての面目がいかんなく発揮されている｡

次の久世代官としての 14年間は,代官としての八郎左衝門の中心的を時期で奉る.時間

的 に見ても,最も長くとどまbえて.見るべきものも多いo次面をがら懸垂くわえると,久

世に赴任したのは天明7年で,天明8年 (1788年 )には,蓑笠之助とともに備中倉敷代

官を湘任し,同じ年生榊代官を賓と兼任し.更に,天明8年の後半には単独で,笠岡イで巨を
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兼ねているO

この他で,早川代re'が苦心した点は,種々の串柿から,次第に貴殿が増加し,それととも

に年貢負適者で参る本百姓が城少していく事実であったと言われているが,この現象をくい

とめるために,実に色々な政策が実行されたO尾花沢時代と同じ様に.中心は勧菜と教育で

参り,それに加えてn漣民円の意款の向上を巧み友方法で囲った容がfE目さかる.具体的に言

うと,領内の脚軌 ･用水織軌 散田防止のための出作禁止等の勧]1蓮乱 貯勲.借銀などの制

皮,典草餅･敬菜館の改俊及び久世乗数の配布などによる教化 五人組避帯封任の弥化,午

馬完納者の表彰7i･ど,放えをげれば限りがないOともかく,題目たけを見ても,早川代官が

年酉収納に可能な条件を作り出すことに主眼をおいているという歩がわかる｡特に.五人組

の遜常茄任の強化,年市完納者の表彰という2つについて具体的な史料を奉げて'みよう.

落潮 ui･PLl記し,村民-同遵守する旨を証Ei)して轟年差出す五人組帳というものが奉るが,

その五人組粂々の駄文 (バッブン)について早川代官治下のものと他のものと比べてみると,

興味をる差異が承められる｡氷山卯三郎氏の ｢早川代官｣によると,次の様になるO ｢右御

条目之趣少も違反仕rLり軌 年々宗門改之節村中大小之i]姓不軌 布合村役人共為翫網五人組

帳印形可杜撰｣(他所のもの)｢右之粂々整相守此者達背之iJi有之者,可為曲執 此帳面転年

正月.五月,九月.十一月毛ヶ年四度苑大′J､百姓寄合tie.忙罰的せ常々此趣合点仕熊在候様入

念可申付置者也｣(早川代官のもの｣｢匹懐 宛｣就み捌かせたというー蕃だけをとってみて

ち,飯民生活一切に対する代宵所の転い支配の観望が感じられるU寛政 10年 5月の五人組

帳粂々をみてみると雑 くべき多棟さでもって細かく規定されている∪宗教方面,括児の軌

倹約,喧嘩,年貢の番等,参わせて 74の項目に渡っているU先にをけたものは, この軍政

10年の五^組帳の畝文であるO五人鹿連番L･任れ いかに感鼠であったかについて帆 先

の ｢早)l代官｣にあけ らかてV,る例によって知る串か出来る｡

屯政 4年 (1792年 )正月に検挙された久世村原方の鉄五郎 ,利助,きう,ちよ,ふみ ,

ゆきの占名の賭博犯人についての処鐙にそれがみられる｡すなわち.鉄五郎は.首敵,手鎖 ･

追込o利助は牢奮 ｡きう,ちよ,ふみ ,ゆきは手紙 ･追込と決まD,更に.利助引受吉右衛

門.ちよ引受番兵軌 ふみ引受宙一助,ゆき引受茂雌等は｢平日申付不行届｣という理由で追

込の沙汰が下ったのであるが,その上にきう組合 5̂ ,臥五郎組合 5人も ｢右体不行班の者

には平日意見差加ふべきの処井銭なく等閑不時の番に候 之に依て夫々答め申付くべき処先立

って外手合の者裁許の節解め申付候に付今鰍ま答の沙汰に及ぼす候其旨存すべく候｣と申付

らわたDところかせだその上に,庄屋久米助,町年布地方手伝V,藤十郎に対しても,ほぼ同

じ抜毛沙汰が参ったO この柾を厳しい方鋲での処酌は,やは9,年4鑑も ｢訊問セ｣る程に
飯民に徹底させる卦を努め,史に一段と髭透させるためで参ったのだろう∪

年貢完納者の衰彫把ついても.多 くの事例が参るが,寛政元年のものをあげてみようリ

｢川上乱之義兵迄鍬年最上約万及凝滞其上村毎二出入文候如有之一体人気不宜竣所二候処
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去年以来村 上々納方モ出精追々人気モ立直リ供趣二而一段之串二俣 右二付基方儀ハ前々奇

特之取計有之帯刀祖字御免被仰付侯哉二候碍著聞此上郡中-万S心付研件質上納方-不及申

其外村々平和二納 リ弥人気立直り候横町取計偉 尤何事-ヨラズ心付之儀有之候--不申開

候 依之書付ヲ以申渡串｣

これは,寛政元年 2月に早川代官から.吹昆桐山師.大塚定次郎にあてた.川上郡幕領一

帯の納税成顔む俊秀を井したものである｡これによって分る通り,その功労者には,帯JJ苗

字を許すとV,う様な現葵的な方策をとっているO

これらを見ると,確かに,早川代官の行なった簿々の嶺鞄ま,すべて,年貢取立という1

つの点に集中しているといえなvl番もないと思うoそこで,この考え方を確かにするために

もう1.2の例を蕃げてみよう｡

天明 7年に久世に赴任した早川代官vj:.その年の 9月に次の様な｢村 心々得申吸｣を出し

た｡｢近年Ll作 二村津収納多分相淑頗聞此節ヨリ5ヶ年ノ間公耕 敢御倹約被仰出候依之村

心々得之極左二申渡シ 1.御年貢約万之森割賦相解次第日限無遅滞可相納S (後略) ｣

又,衝年貢削附帳 (福井氏穣 )の上では,前任者の万年七郎左衝門の時と全 く同じであって

決して年貢成免をしていたわけではないo しかしながら,卵 u7年 (1778年 )にかこっ

た,小田部yEl,-(.j村で.′ト作科の赦免と秋蕗の種麦の借附を要求した小作噺動仕,彼の支配下

では,起bえないというのも,やはり事変で奉る｡

そこで,早川代官の ｢仁政｣というものは.いわゆる/｣､説めいた大仰夜ものではないO第

二葦,窮三幸で詳しくふれるが,年貢収納を可能にする様な条件を,内と外から作b奉げて

おいてから,厳しく取立てるというや9万は,彼の施熊の垂らゆる面に共通して言えると思

うO披互慈愛に満ちた名代官とも,成厨を歩けて自分の出世を企らんだ取士とも,どう考え

ようと,自由でさるが,前にも昏いたが,彼の生きた時代と彼の立場とは考慮されなくては

ならぬだろうQ幕府の天領支配は,非常に厳しく,天領の実状については,かたb熟知して

いたらしいQ代官の仕事Ld:.勿論年貢取立ばかDではないが,初期には:.それが主な目的で

奉ったらしく,その収納率の悪い代官の処分はか夜b参ったので参るCな府の天領支配の方

針 を実施するのが.代官で奉る以上 代官の民政の良否は林政に大きく形轡 してくる串は当

然の成行で,それ故に代官に対する♯府の紋別 も厳しく走らざるをえない.たから明和 ･天

明の大飢鮭で助長されたJLg民の不穏夜空気を#.和するため,銅山の開発や腺桑をすすめると

いったゎ将来を考慮した勧井熊をよくよく考えてみれば.単に前記の 2つの見方に集約出来

をいものが参る｡基本的には,現代でも,行政家として充分通用するだろうU勿揃 府代官

としての多くの限界壮 もっているにしてもq

さて事和元年から7年間の武州久離 おいて.早川代官は,前記久世で行なった都と,そ

れ巷変った軸はしていないo鳩に,挫管 治水,上散に力を入れているO遊撃鰭をたてた9,

儒者に管内を巡視させ,また,彼自身も,担村によって領民の教化に努めているJ
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ロ.数帝政第

第一節 教育の必離

早川代官が,領民の教化に特に力を荘いたのは,それなりの理由があるであろうが,先づ

は,赴任以前の民情を考えてみよう｡

肝史的に見ると,美作は.此間に絶えず戦場となったo室町時代における山名と赤松.戟

国時代には,尼子と毛利,三村と字音多.毛利と織田と.ひっきりなしに,戦場として荒ら

されたのである｡その結泉 ｢入国記｣の莫作備中についでの記事の様な性格が ｢長い間の

断続的を戦争によって｣作り奉げられたので奉る｡ ｢入国記｣の記事とはこうであるO /J作

州人は気が荒く,喧嘩争樹に至り,備中人は昨黒くて心が許せぬuというのも,棄件 一帯は

地形が非常に賓等なため,戦国の政争の場としては頗ぶる都合が負かったからである｡との

荒々しい民心は,徳川時代の中期頃まで,絶えざる一挺争乱をかこさせるのである｡享和年

間の山中騒動はその著しい例で奉ろうO栄作を中心としてかこった-漢のうち,大きをもの

だけについて簡単に述べておこうO

元締 8年か ら12年の騒動 - これは.幕制によると元株 10年の徴相は五公五民である

が,坪山松平氏では租法を守って六公四民としたため,苫田郡の高倉村.高野村では,幕別

の様にする串を要求したが,拒否されたため,高倉村の伯郎右前門が鞠首となって津山城下

を侵した事件であるu

孝和 11年の来島(真庭)郡の騒動一 世に言う山中感動である｡串のおとりは,従来,

津山蕗で姓, 11月25日が徴相の期としていたが,この年は, 10月 15日と定められ

この間麦を植える串は,禁止されたO勘定奉行久保新平のきしがねで参ったが,この事から.

旗民の間では不穏を空気が折れはじめ,更に,五万石の滅封の番と来島 ･大庭の両郡がすで

に幕僚とを9,それに伴って買祖の増加があるとい う風説のため,ついに大願批 発展 したU

この騒動のため.津山稚士の出兵は8度にも及んでいる.

元文4年 5月の勝北部(勝臼郡 )の騒動 一･勝北郡北E･村の聯九郎･恥三右術Plは,函勝

に行って財物を奪っていたが, 5月に.村人の平吉.近僻村の半四郎･左術門をさそって宮

京を強迫したD

年であるが.これにつれて米価の勝紫には弔しいものがあった｡珪山の後藤屋孫市 ･鳥屋雷

蔵は,伏見屍茂七･神田屋利兵術等が,米穀を蔵するためであるとして.市民は,これらの

家を破壊したu

こういった度重なる壌動は,ますます長田の荒亡を促して,農民の資力の滅過が目立ちは

じ虹Jt｡ こういう状態の所-赴任した八郎左術門にとっては,この戯民の疲弊を.いかにし

て回復させるかとV>う点が･当紀大問題となって頭を悩したに連いないりこれでは,年ili･の

完納は及び もつかないし領民の藤島も低下の｢達で参ったろうO ｢入国記｣をもう一度見て
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みようO次の様な記述がある ｡

｢美作の風俗は盲人か 90人は万-S作法卑帯にして.欲心狭 く例えば借物をして其れを返

納せずして功名手柄の様に党ゆる風儀にて片意地強 く我は人に勝らん串を思い(後略 )｣

こういう莫作人の性格が,為政者にとって決して皇しいものではをい草は確かであったUだ

いたレ㍉ この久世の代官の代々の在任年数を考えてみると,をまb長くない｡早川代官は14

年間で,最長いO年数が一般的に短かいのに帆 た くさん理由が参るが,畢軌 との地の治

めにくさにあって,そのため民政がまずくなって更迭されるので参ろうO参考のため,久世

倉敷 ,笠岡の代官につV,てそれぞれ在任年数の黄を下にをける｡

表 1 久世,倉敷 ,笠l叫代官在任年数表

年 数 久 世 l 食 敦 ~笠 岡

人 数 -割 合 ^ 故 割 合 人 前 !割 合

1 6 35,5% 18 18.996 15 51.7%

2 2 10.6 5 5.7 6 14.7

5 3 15_7 5 9.4 6 14.7

4 1 5,5 5 9.4 5 7.3

5 1 5.5 4 7.5 1 2.5

6 1 5.5 占 ll.5 0 0
7 口 0 4 7.5 2 4.8

8 2 10.6 4 7.5 5 12.2

9 2 10,占 2 5.8 1 2.5

1(】 0 8 1 1.9 □ 0

ll 0 0 1 1.9 1 2.5

12 8 0 1 1.9 0 0

15 0 □ 0 0 0 □

14 1 5.5 0 D 1 2.5

25 0 0 1 1.9 0 0

28 0 0 0 0 1 2.5

備考 1年に満たないものは 1ヶ年の中に入れる｡

笠岡代官のうち 1人年数不明｡

ところで,早川代官は,借銀 ,貯毅 ,33:窮村方手当銀をどの具体的な方法で,農民の疲弊

を回復すると共に.領民を内から改善する事も考えたOそしてその具体化が,廻村による教

諭や典学館の設置で争ったのであるが,こうした串の必要性を直接に感じたのは,赴任後す
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ぐの廻村の折に見た赤子間引のためであると言われている｡

｢赤子間引｣については,第三章で詳しく否くので,ここで仇 必要なだけふれておく｡

これは,特に久世においてのみ行なわれたのではをくして,全国的を風潮であったらしho

ともかく糞作では,赤子を間引くという事が,当然の事と思われていたらしく,鳶につつん

だ墳児の死体れ 柳の木の下などに捨てられていた様である｡確かに,こういった事が盛ん

に行をわれるのは,子供を櫛足に育てられない生活の苦しさのためで.つまDは幕府の政治

が悪いという事夜のたか,しか し一方では,長い間のLIJYF,戦乱のため,赤子間引の様な無

惨夜番を,なんとも思わをVl精神状態は,やはD,問題であるO

こういう事情から,当然教育が必要になったわけであるが,この地の ｢治めにくさ｣とい

う点について,少し補足しておきたいU表 1からも分る通b,久世の代官は.一般に長くい

夜い｡ 1年というのが,全体の 55%も奉って, 10年以上とVlうのは, 19人中で 1人で

あるO全体のdD%近くが 1- 5年の輔かい期間であるU礼儀作法 ,秩序を重んじない,礼

盛で奉るとい う性格は,自然的雁史的を環境が作Dをけたもので.思想的に,支配者に対す

る反抗から生じたものではないと思う. しかし,この勤ま,代官支配に対しての不信,封睦

的な道徳の欠如く例えば忠孝の観念)に通じる∪稀府政治の良否は,天領における民政のVl

かんにかか ってきているのだか ら,まず.その領民の信鹿を受ける尊は,天領支配には極め

て重大夜番になるわけである｡そこで,早川代官においては.｢久世条#J｢呂氏郷約｣友
どを読み聞かせたbする番で,上をうやまい,上に忠をる考え方を徐々に民間に浸透させる

串を匡rったのでは葱かろうかOこう考えるのには理由があるO以下第二節U

第二節 早川代官の教育に対する考え

ここでは,早川代官自身の教育に対する考えをみていく主的′こしょうUここでは ｢大数解｣

｢幼学取立｣を中心に考えるO

｢大赦解 J(久世菊地氏疎 )というのは.寛政 7年 5月に執聾されたもので,内容は6つ

の項目にわけられていて,それぞれについて彼の考えが述べられている｡

第 1 孝版父母 第5 和韓郷里 第5 各安生理

第2 尊敬長上 第 4 翻 り子孫 第6 勿肘乍為

膚 目を見ても解る通D,対地社会の道徳について語っているo特に,両親への孝行.上と下

との区別を強調しているO第2の ｢碑敬長上｣の所で ｢口よからぬ兄にて我に仕向鋤 共始

終弟たるの道をつくして仮初にも兄を答むべからず｣の一文には,理不尽な長上への服従を

説いてLnるOそして第5の ｢各安生理｣にかVlて.封陛社会のもう1つの特長である ｢己の

分を守る｣という事が強調される｡

｢天地の間に生れる程の人上粋方よb下々に至迄銘々の当b前の職分は是れ我一生に附定

bたる職分なれは是に心を商しつけて外の串を衰願ノ､さるを各其職にやすんずといへb｣

これら2つの串は,との時代に参って掻く当り前の考えであったし,更に幕府とvlう組級の
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一群を担う者としては.当然帰着すべき論理で参ったろうU しか し後で見る様に彼の教育そ
のものに対する考えの中には,進歩的をものが奉るc Lか し,考えがどれ程優れていた所で.

第一節の終りに君いた意図があったとすれば(私は,あったと思うのだが ),当然教える内

容は,上述の2つに代表される様を服従の柑神で奉るOだから結局,罪-節でみてきた風俗

の悪さ,上を上とも思わ夜'Jl美作の気風を.櫛 々の方法で改善 し,｢上に対する絶対服従｣
と ｢己れの分奇守る｣とい う2つの根本事項を領民に変遷させ,年貢の事だけでなく,治安維
持の問題も長期的に解決しようと意図したのではをvlか推測する｡

前歴が長 くなったが,第二節の本旨に入ろうU｢大数解｣においては,第 4｢教訓子孫｣
とい う項に,彼の教育観がよくあらわれていると思うので,以下全文を奉げるO

凡家々において壮子供は生立を大都とすへ Lt,人柄よけれは家も栄ゑ人柄悲け九は家も嚢

へ是皆人之知る重なれノ､大家小家に限らす子供の生立 よきを厩はぬものはなしU然b子供

の生れの値にてよきは稀をD｡必親の教様によるへ し｡其教様の仕方は第一の親兄の側に

て用事を叶一家始年重なるものを敬ふといふ串を知らは免個所にも虚盲をいわぬ様に誠立

居には心静かに浸る様にと誠手習其外何薬にても恵め棟(,Cと誠人之続きをV,には無礼をき

様にと誠朝夕の出入にも偏に心を附て毅に外歩行をゆるすへからすU鳴物沓物をば平生春

め様誠 自由分に教たることをなさしむ-からす｡勿除一切無用之道に月日を送る串あらし

むへか らす｡昔より朱に交は赤 く夜b掛に交は黒くたるといへb.仮初に も色里樽乗場へ

出合しむへからす｡頼す くなき不実者と又5わき者と附合すへからす｡偏に手習字文をさ

せて尊敬を知 らしむへLo触 其子生れ附によbて後に長身持正数債幾人に勝れ名を揚て

上に用V,る程に成又夫巻にはあらすとも身持能 く世帯を持程の番出来ぬ者有iL,濠女の

子は縫針之



て家内も能陣敷して永繁昌の基とも成ぬへし｡近頃は親の両様の道を知らす｡其子供を育

るを見るに唯目の前の可変さに迷ひ都品飲食巻物ものの山ハ様立居振舞迄子供の気儀にす

るを尊 とあやせかし育る故子供も′J､さき時よ9-宮の啓ロBt'Lを馳す-も善事を習すOかのっ

と癖に表れは我嘘に好てか如こも行儀の尊き17Jiを知らす口 々学文を勤むとV1-とも為人も
の道を教へんとせすして只めうもんにのみする故に其子供苦学文をするとvlふとも志の道

理を何とも妨知るへし｡淀其身の身拝におゐてをや何の役虹コ立-き｡夫故に金銀をほし

かb或は大酒に長し色事を好み浮名を立て身を持崩し親に迄難儀を懸るそかLo又女の子

は嫁入せぬ内に仕付様悪く気億に宵る故に口 嫁々入しても家内の取p･bする車も夜らすし

て追出さるものも世の中には其例多し｡必Lも子供の答にもあらすO親の教様育様の悪さ

故竜 b｡然は親の慈悲にも背にても夜きゃ,又至て貧敷駿敷もの其日常をして外を家とす

るものは子供の百様第-其母親Ll得有へき番也｡其数様の串は前にもvlふと表れ共其身貧

窮にして心に任せぬ事多かる-し,されは至て貧敷陵者之子供は飲食の畢よb□ のみ出来

自然と根性悪く成もの怒れはちvlさき時 よbイ可軸も夫々の事に行儀よくする様にと教へと

成人するに随ひ二親の稼動見習せ小百姓は野山- も連行草を取木を根世浮過に商人は其子

相応夜る商売の道を知らせ女の子は苧織のしことを教男女に限らす其親親の仕にせ仮にも

不足なると思vlLむ-からす∪奉公に出しても実体に辛抱する様にと可誠o孔子も子を愛

は苦労させよとのたせ-れ 可変子には旅をさせよとvlふも此心に苦労をさすれは自然と

生立に夜る夜b｡

これを見ても分る通9,早川代触 ,人間の良し恵Lは,生かつきではなくして ｢教様によ

る｣とし,教育の重要性をはっきbと打ち出して,ここでvlう教育とは,主に｢咲｣とvlう
面であって,幼い時のそれの重要性を強調してVlる｡｢助字取立｣の中で,こうも言ってい
るC｢武家の子を育つる法先 11,12才迄は芸道の沙汰宜しからず兎角素直をる数え第一
忙しで･･.I--｣r･･-･･-･.弓術又剣飴の師につくべし｡尤術の甲乙よbも其人をえらぶべし｣
この2つの記述では,幼vl時に物事の根本を数え,徐々に判断力を考えと言っている｡そし

て,教育は,技術では夜くその人格と人格のふれあvlでをると説vlてVlるので参るUこの様

夜点,奉るいは,人間の悪vl行夜vlは,必ずしもその人自身の出任では夜くて,親の育て様

にも階鹿があって.この事を母親はよく珊 しておかなくては夜らめとする点,又親の仕番

を理解させるのも政商であるとする考え方など帆 成程と感心させられるoLかし.親がそ

うした立派を朕 .教育で出きる様な状態とはどん夜ものれ 換言すると,この時代の社会状

態が,それを可能にさせたかどうかとvlう点につVlて,一言もふれずに昏き流した事は,千

壮9,割b切れたVlものを感じるUこの ｢大数解｣たけでは夜く, ｢天命は我よb建立す-

-･｣にしても,家訓で奉る｢敬みは天地同一体にして｣の中にある ｢天の通に順えば豊けさ

御代の有難さには目出度百歳の後子孫繁栄する事疑vlなし｣の青菜にしても.自分が ｢天の

道｣(正しvl道)を守ってVlれば,必ず良くなれるし,反対に悪い串をすれば,それは自分
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にかえってくるのだというひとつの思想憤向が参る｡ (この場合の自力uiJ会に刈 31.個人

の意味で)

確かにそれも一両の克且で奉るが.ひるかえって考えてみると,果 して金男βが全部の人々

に同じ様な端境を与えられるだろうか｡やは 缶,そこには,生かについての境遇のよし恋し
がある筈で,すべてを自分や親の喪任に軸す考え方には納得 しがたい｡

簸一節で言った様を点から教育は韮賓で車か,この事から柑み出すのは親の教様が惑い故

で奉ると言っている風にも感じられるOそして,また自分にのみに貿任を嫁するのは,公の

政治の仕方に不満をもたせず.口をさしはさませをV,ためではないだろうか｡これは.勿論

推測の域を出75:V,けれど.この ｢大数解｣全休をよくよく考えてみると,そうLJlう調子で17i:

かかれているのでは75:いかと思われる ｡

第三節 具体的を教育施設とその内容

さて,今まで考えて来た蕃柄に従って,早川 t:宮がとんを風に領民を故化 してLJlったか具

体的に考えてみよう.

早川代官自身れ 痛切に教育の重賓性を認課したのであるが,久世の人々もそれは感 じて

V,た｡福島茂作.杉山助太夫 .杉山慣侮.福島三郎左衡門.松柏林兵FTというのが,そ うい

った人々で参るU

こうV,った久世の有志の人々の鋤きが争った九はこそ,典学館の建設が うまく行ったので,

世間では早川代官ひとりの手柄の棟に'

言うが.それは樹違いである.散薬船

遊尊館も,単売る典等鯨a)衣似である

という声も,久世には参るO この点に

ついては,参まbはっきbした史料が

なくて,明らかにする--Tjlが出来なかっ

た｡

これらの有志遠仕,寛政 5年(179嘩)

5月,早川代官の助けを碍て,教諭所
を久世に･開いた｡ ｢久世の巣寺を借L)

受けて｣と争って,その場所は何処と

はっきりしていないが,代官所に近か

った隣係でも参ろうか,それは,多分

重願寺で参ろうと推測されてVlるUこ

の教諭所は典学館の前身であるれ と

こでどんな劫が教えられ どの様を階

層の人々が,通ってきたかは.はつ重

重 願 寺
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少しをV,｡都誹としては,真野民次を招いて,飯民の子弟を集めて･教静 したという轟で参

るが,あせりはっきりしてV,凌い｡更に寛政 5年(1795年 )の春に,真野都講に命 じて

藍田呂氏の郷約を註解させて,通学不便の地に配っているO との亀田呂氏の郷約と机 藍田

とは頻の名であるが,この藍田に居た呂という名の兄弟達が,自身を誠めるために作った家

訓のようなものである｡｢徳の粂BJ,｢穀の条目｣,｢犯義之過｣,｢不修之過｣,｢礼
俗の条目｣.｢患難の条目｣の6つからなっている｡

ところで.こうした通学不可能の地に対 しては どの様を方法を用V,ていただろうO とかよ

b前の寛政元年12月(天明9年 1月改元 )の寺院方条々では,寺院個呂も村役人と同様村

民に対 して教諭の義務がをるとして,僻に赤子間引.持薬などの根絶に努力せよの旨を出し

ている)その部分を奉げてみる｡寛政元年 12月に同じく出された2つの条々について.そ

れぞれ抜き啓さしてみる｡

｢寺院より差図次第罷出候而申渡候也泉 b因果之通世相弁赤子間引は不及謂博史其外悪事

相止候様可致候 .委細之儀-村役人共御用席こおゐて可申決41.

1.五人組帳前野写致粧月々両三度も寺院にて教科有之候節参会之者-為散開御法度之条 目

等小前之もの共得 と相弁侯様可取計番 (後略 )｣ (その 1)

｢1.海月定日相立位両三度死場家呼集メ教化V'た し其節五人組峠前潜二村役人 よb為艶聞

可申畢(後略 )(その 2)

つまD,通学の出来ない地には,そこの寺院に.毎月三度日を決めて参会させ,五人組前審

を読み聞かせ,特に赤一対踊引,願 のよくない串を翰したのだが,これはii-初の段階であっ

た｡寛政 10年の五人組奈々の駿文によると,｢酌み馳せ｣るのは年に四度である∪寛政元
年の段階で帆 月に三度となっているOつま9年に 5 6度である｡この状態は,やがて村々

に教諭掛 .其他世静掛をおいて,儒者が年に一度の巡回教諭を行 う様にそるのであるれ は

っきりいつの頃か らとは言えないが,次の文から,だいたい寛政 5年前後の事と思われるO

｢莫作備中良支配所毎年検見財 寸の節坪苅様 (ツポカ リタメ)し相済仮後,ノト前えもの共へ

五常華道等の端々中細猶去秋巳来井野民次を以て教静いたさせ (後略 )｣ ∪ これは,寛政 6

年ので奉るから｢去秋｣とは曳政 5年のことであるO同時に, これによって, 4月.9月の

年二度の廻村の折に払 早川代官自ら,教諭にあたった串が知られる｡この巡回教諭では,

｢五常草道等の娩 ｣々を説いたのであるが, このすぐ後には,次の様な記述が参るQ｢大勢
の中に払 そのわけ不分もの可有之鼓に付荒増を櫛附にて申開かせ候｣つまD,｢教科沓｣
のようをものを使ったわけで,｢呂民郷穐｣や ｢久世条数｣であるO尤,｢久世粂教｣は寛
政 11年(1799年 )5月の刊行たから,後の串でそるが,｢久世乗数｣とい うのは,早
川代官の手になるもので,｢つ らつらむかしを考え るの忙･････.｣とい う響き出しではじまる
序文と, ｢勧段桑｣.｢敦孝弟｣,｢息争訟｣,｢固節倹｣,｢完賦税 ｣ .｢厚風俗｣の項
目からなっている｡
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この ｢久

世乗数｣は,

美作地方.

備中地方に

流布 したが,

常陸の代官

I''村田寒泉に

よって,そ

の管軒の 7

郡 182個

村に頒布さ

れた｡｢久
世条教｣は

序文の終b
｢久 世 粂 敦 ｣

忙ある ｢夜はよもすがら安 く寝農技己か己九の家業につ占め,栽兄弟妻子相倶忙目出度寿を

たもち子孫安堵するは誠に難有事にあらずヤ此和典を朝巷忘れ奉らず1を敬御法度守 bそれ

ぞ れ家業を出和し,太平の衝仁徳を仰ぎたてまつるべし｣という一節に,その言わんとする

所が先約されているO

ところで,この巡回我執の場合,主に村内に伺名かいる動静乱 世話掛が中心に浸ってく

るOこれ らの係の人々が気任をもって,村民の教化%鼠るわけだが,これ ら2つの係の人々

については,あまbよく知らかていをいU享却元年(1801年 )に早川代官が,大庭郡樫

村 東谷の藤左術門に着てた,教諭掛の任命状が参る｡

｢其方共-村内政敵の儀申付条水久無念世出鞠可致もの也 阜和元年四月｣

尤,峯和元年 5月には,久省へ転任しているのだ7)iら,上のは,教諭#rの任命状としては最

後のものであろう｡ どの様を階層の人なのれ わからたいが,典学館の例 よ 9す る と,敬

翰掛というのそら.庄屋敵の人であると思われる.

さて ｢某寺｣を借受けて,捌いてVlた教鞄所比,先の有志達の希望で,寛政 7年(1795

午 )に建設を着手し,翌 8年に完成 したO場所は現在の久世西町の金比羅北堺のあたDだが.

家が建ちこんでV,て,石碑もないので,その面影は全く無いo鍵殻の鮒用は脊梁者の寄附に

よってまかなわれたO これが典草地である｡典学飯の敷地は,寛政 11年に幕府に差出した

典学館敷地除地厨番によると｢敷地段別 三畝拾歩 但拾間四方｣の広さであった∪その構

造については,はっきbした図面がなvlれ 学校集祝にある ｢久世数葡所典学舘来朝函｣に

上ると次の様にをるU
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久世政敵所典学舘
来鶴図より

｢IGTH""~

笠

岡

散
発

飴

平

面

図

革

水

5扶
5
月

28日
調

参考のため,笠岡散薬錠の平面図を記しておこう｡
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さて,典学飴が完成すると,早川代官は,この世殻に最奔走した杉山厨風 杉山(塚谷屋)

助太夫,福島三郎右'4-r門.松岡林兵衛の四人に世賢役を申付けた｡杉山順庵に対する任命状

をあげる｡

｢於久世村内教試所取立庇段其方並助太夫,林兵衛発起致シ同志ノモノ共工申淡出荷取計

学飴普請成就学術串破行段-段ノ事二億 猶往々其方並目木村三郎左衝門工重文世話役申

何問子孫-申伝へ季飴永相鞄 シ候棟可取引者也｣ 寛政 8辰年 11月｣

との四人は,先づ杉山僻屯が医者で,kJtl鳩林兵符柑町年乱 禰島三郎左術門が大庄屋役であ

る｡都講は真野民次(後に菊地正因に変る)U都討蹄は 目木村の有元有島(転者で奉る)と

決まって,典学盤絃陶殺されたO

典学鯨については,断片的で不明を点が多vl｡職長軌 生徒軌 学校経鍵紘すべて不明で

をるOもっとも,学飽修理をどは,各地有志連の寄附を基金として,代官所がこれを保管し,

貸出金に使用してその利金で修理した串が知られているし,その他の樺賢につLhては,金田

民右術門の寄附による一段の学田と代官自身の入用から出されていたらLv)と推測されるO

というのは,寛政 10年7月に作州五郡代寮が江戸奉行所-差出した留任頃廠脊 ｢得代官早

jlI八郎左術門様作州久世卸粗度に御永住長久支配社~F皮御願｣という中に,久世の数静所の

費用は代官自身の入)育であると妓っきb苛かかている.それ故.典学館の場合もそ うたった

のでi,iLをいかと思うので奉る∪そして,都榊や世話役に対する俸敵,待遇も明らかでないO

たたこれについても.福島茂作が.寺院席として赴任して くれる様にという交渉中,菊地正因

にあてた手紙の中でほんの少しふれているが一分る串はこのくらいであるuその部分を下に

記そう｡

｢御扶持俸米二 .三niijl内々襲向と毛へハ如何共相成可申候御陣屋中衛住居7kh,､御部屋

相渡倣待井左様二両外よb出入甚六ケ教科医薬二部教授御為不宜町方倍屋二御相対次窮

(後略 )｣(蒐改9年 2月24E])

衛扶称匪米が二 .三口位とい うの比,たいた仏米5石 d･斗から5石4斗ぐらいで,当時にお

いても薄給であったれ 菊地正因壮医者で参るので.久世レ∈おいても医業を開ければ,生活

の見通しがつ くというので.代官所内ではなくて町方に部屋を求めようとしたのたろうU

さて,典草飴ITは何を数えたか という点や､どの様恵階層の子弟が通っ7tかにつV,ても,

考えらilなくて比をらぬれ 形式的を番たけしか分ってい夜いU早川代官は,民膏の徹底を

期するため ｢助字取立｣｢雑説教集J ｢典芋虫式目｣｢縄席塊粂｣を定めたが, これらによ
って少し知る車が出きるO典学飴における叔帯の内容は ｢耗席規粂｣によると輪転 .孟子 .

孝鮭といったもので,｢典学鯨式目｣に1ると. ｢館中に於て御改尊は申す忙及ばず妾なる
叫並世上の噂一切致申周波串｣であった｡どのような階層の子弟が過っていたかは,全 く解ら

なvlが,やはり,子供を数劫所に通わせられる村神的と経済的な余裕 とをもっていなければ

ならないから,自らそれ仕限定されるであろうt,
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参考文献

久世町史 天領 (村上直筆) 民政資料早Jl代 官(花土文太郎掌 )

佃山県通史 早川代官(永山卯三郎事 )

5 宿場 町 と して の久世

イ 宿場町の成立

イ) 概 観

俄EB.盤臣両氏の統一串粟は,交通の上にも現われ 山賊･海賊等の排除,参るVlqi,

交通の最大の陣腎であった視所の撤廃によって,交通の発途の気運が熟 していたが,その

気連を受け継いで亜価完成したのが江戸幕府であるo

全国が政治的に統一され ♯搬休矧が確立すると,交通制度も整えられたU即ち,交通

路が隻備され.宿駅の制度もできたのであるu Lかし, この交通の制度は.幕府の強力な

交通政策の絵栗として生れたのであるO宿駅や助郷は.幕府が一方的に指定して♯府の用

務のために人馬を徴発し.或は,宿泊 .休憩の施設を生えさせたのであるU即ち,公用に

陶する運輸と宿泊とは,敷務として宿駅に鉄せられたのである｡

久世宿は江戸時代には,蛋州松平侯参勅交代の出馨街道に位擬し,その宿泊所として繁

栄したu ここでは,近世に於る脇街道とも首 うべき出垂街道の一宿駅久世について,その

宿駅成立の過程と触能についてみていこう∪

ロ) 街道の変遷と久世宿の成立

久世街.即ち久世村の中心的を町並ができ始めたのは.江戸時代の初鰍とあった∪それ

以前,古代 .中世を通じ,久世村の存在は,その周辺の村落一考加害附 .目木村等一に此

べれば,鮭の薄い ものであったと考えてよいであろう∪

欽明天皇の時代(559年- 571年 ) ,｢大庭の辺 に白猪屯倉をかき,使臣自猪氏大庭
氏が恥拓文化に鳩 した(久世町誌 )｣場所は,草加部村の一局 で%･るU又,奈良時代の条

理制の劇が見られるのも草加部村及ひ自木村一席であった｡鎌倉時代,守護として梅原景

時が派過されi鵬を如vlたのも草加部であった∪ (第一図参照 )要するに,久世村は,草

加部村 ･目木村に比べれば.開拓の歴史が浅いといってさしつかえないたろう｡

久世の宿ができる以軌 この地域で宿の機能を果 していたのは,目木宿及び三板宿であ

ったと考えられるO久世宿が成立するのは江戸時代初期でを9.出雲街道はそれ以軌 久

世村を通らす自木摺 ･三坂宿を通b三坂山の十回峠を越えて莫甘方面にぬけていたのでは

ないかと考えられるO

三坂は伯者街道往還の賓飴に当bL夜bo然して三坂山は久世町の真北にそびゆる高件

に して,此の山に登れは,四万十列iの山を望見 し得て十亀峠と称ふ｡其の通ずる坂路崎
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喝羊腸として登り

~Fb三里,途中人

家なき難所なりO

而て冬季此の山路

を越ゆる者吹野の

ために通を失い,

冴研喜する者少なか

らざbき｡抱て,

往々強拝追刺の危

険も伴ひたわ U さ

てこそ南の山樫に

三坂の宿をD｡北の山態に釘貫の宿拳b｡明治の初期新道開通成らざる以前盲では,一

つに三坂山越えを以て往来し,旅人の三板宿に宿泊する者多く旅宿の薬を営めりO

元敵五年の頃か,津山森侯交通の安全を国らんために,この人絶えたる三坂山頂十国峠

に口米を与えて茶店をW-jかしめ,旅人の往来に色ぜ bQ此の車松平氏に至b廃れたるを

野政年臥 早川八郎左前門に上b復活せ らるE,即ち,早川代官の命によ9.静原村小川

の里民俵助なる着.峠の山頂に茅合を営み,行路の旅客に蔚茶を版きト峠番として,年々

久世代官よ910石の口米給せらる.依て十石茶屋の名%Jbu十国と通じ十国峠,十石

峠といふO

久世代官所廃止の後,文化以来は:津山払主松平家継続して峠口米番 10石を給して.樵

新に及べ b u 此の茶屋明治40年頃まで存し,往来の旅客に利便を与へしが其後廃して

今は其後を留めず｡( ｢久世町麓｣)

上のことからも予想されるが,三坂宿壮･Er戸時代以前から南北を鮭ぷ街道があったことが

わかる｡目木から勝山方面に通する道も参ったろうれ 久世宿が成立して,それが大きく

ク｡-ズ7-'プされる前は,出雲街道机 三坂山か十回峠から莫甘方面に通じていたと考

えられるOこの通紘一も 江戸時代になって.出望街道が久世村を通るようにをってからも

しばしば旭川の氾鑑のために,久世 ･勝山方面が通行不可能となった場合利用されたらし

い｡三板宿.目木宿の中間に位際する目木村簡口の光岡富夫氏宅に,要州松

平侯の参勤往来の際の閑札(第二固参鼎 )が戟存していることはそのことを

証明していると言ってよいであろうU

江戸時代に入9,久世に町敬う;新しく出来結め,繁栄するに及んで久世街

を通り,勝山へぬける路が大きく浮きほb托され,出妻街道となったので参

ろうと考えられるO

それでは久世宿はどのようにして成立していったのであろうかO郷土兜家
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の菊池さんの話と史料をもとに久世宿形成の過程を次に述べてみよう｡

久世楕成立の兆となったものは ｢作駿誌｣によれば,長屋上にあった町長2町ほどの家

並であったと言われるが,その鮮細につV,ては明らかでないOそれ以後.駄長17･8年 頃

(1612(5年頃 )和泉国塀よb.景山理右衛･門が鉄山師として久世に移って来て今の

上町に住居を構え ｢和泉屋｣と称した｡彼が久世に移住した時は 22才でをb.既に輩を

持ってVlたU女推京都の公家方の娘でを9,後に本陣をあずかるほどの家柄であったこと

が県山家文節 ｢当家代々並家附之霧灯附一家一一門之帝位｣の中にみえるQ しかし,その中

に｢此夫婦久世村住居ノ由来相知レズ｣と参るように,どうして久世に居住するように浸
ったのかは.この更科から知ることができをいO美作一借が古代･中世を通じて全国的に

有名な産鉄地域でを9.大庭郡社村(今の賂鹿町)の鉄山は元卸 7年(1621年)から

大規模に経営され始め,又目木村の砥石山も｢抗物発見-夫正年間二起り｣｢-ヶ年出高
八首貫目,其兜換メテ佳｣ (B木村地理証)と参るように,特に久世村に近い所に鉄山が

あったこと｡あるいは,この久世をたbが,中酌山地の鋲を高滞船で運搬するのに都合の

よい棟荷所であったことが.鉄山帥景山埋右衝門の来任と馳係が参るのではないかと考え

られる｡

県山氏についで来任したのは,塚谷屋の元祖杉山三郎右術門為次で拳る.｢糞作名門集｣
によれば,彼は元利 9年 (1625年 )に苫田郡塚谷村 (今の鏡野町)よb移って来たこ

とがわかる∪

塚谷屋とほほ時針司じくして,午市の創始者,後安総本家が上ケ市 より上町に来任し,

屋号を ｢泰阜｣ (今の上かじや)と称した｡

新家は久米郡久米の坪井より移住し,屋号を｢坪屋｣といった｡来往の年代ははっきり

解らないが,ほほ前者の5軒と同 じ頃で参ろうと思われるO

以上 和泉屋(嵐 三代理右桁門の代になって丸崖と改む O- 寛文の吸かO ),塚谷

屋,表嵐 坪星の4軒が上町に家を構えたのが,久世街の発展の基になったので参る∪

即ち,遍く和泉の由から,あるいは近辺の郡から.あるいは同部阿村内の部落をどから

の移住者が久世街の形成の起源をなしたことがわかるO上町に家を構えたのは,旭川に東

川が合流する下町をたりQL 洪水になる危険が大きいからであろうと考えられるO

これ以後,同村内あるいは同桃内の各部痛から移住し- 例えば早いもので,三原崖,

東低嵐 塩嵐 浜lg･屋 (旗,和泉崖と改むU )など- .をるいはそれらの家が分家 して

- 例えば,祭山家ユダ分家した柏屋.塚谷屋よb分家した山口屋など- ,したいに往

来解に家を構え,元練の頃まで把は,上町から下町に至る往来解の両側に町家がたち並ん

だと考えられる｡元締 2年森氏の老臣長尾勝明の編纂した ｢作鳩乾｣によると次の如 く記

されているU

今分量久世村原方久世村山方村租税合千百四石四斗 臆方村去府大里六町戸数二首七灼レ
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人数千五首八十八人

町長五町本町兆を草屋町長二町此村伯書出垂往屈之駅伝也 東電久米郡坪井村≡里酉至

真島郡高田村一里

山方村戸数七十三灼人数三首七十五人

即ち,元疎 2年には町並の長さは既に 5町に遵していることがわかる｡これよ928年

後の享保 7年の久世町絵図には ｢町長四丁弐拾大間｣と正確にせかかてあるo出垂街道は

郷土史家の菊池さんによれば第三図の如く,その道筋を三超しItV,るo

元締 2年の5町の町並とは多分②

の頃の,長尾町をも含めた町長と考

えてよいと思う｡ 28年も時代の下

った享保年間の町並の距離の方か短

いというのは,元締の頃,出雲街道

の町滋の一部としていた長屋町を,

石橋ができて以降.長屋町を通過せ

ず下中上町の直線コースができたた

め長屋町を町並から除いたからだと

考えられるD

とにかく,元疎時代vLはほほ完全

を町並が出来上かD,｢伯番出婆往

第三図 享保 7年 の地図 よb

① - 初期の出撃方面への道

② 一一一一町葛が成立 し始めたころの通すじ

③- 町場が繁栄しだしてからの遺すじ

選之駅伝也｣と卓るように,その町は宿駅に指定せられ,宿場町の政経を既に果していた

と考えてよい｡

これらの町家が何で生計をたてていたのか,更科の不足で解りかねるU｢作限藍｣中の
久世村附近の村高,戸数,人数の関係を表にまとめてみると窮-表の如 くである.

第一表

村 名 石 高 戸 数 人 数

目 木 村 山 7.5石 110 占24

大 庭 村 655.4 67 554

上 河 内 村 1.734.7 262 1,072

中 島 村 8五5 ll 45

(荏.作勝転上り)

即ち,久世村は元締 2年現在で他村に此し,人口の割には石高が5割程度低V)ことがわ
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かるO従って腿兼外の磯に従事していたものがかなbいたことが予想されるO

又,｢久世町誌｣に

久世牛p-=市の由来や遠し｡その原始は,森虐政就封以前にして,大字久世上ケ市に小規

模の市場を開きしに起凶せりD当時.同所に住む後安某なるもの専らその事を幹せLが,

後久世の宿創始せらるるに及び,市街上町に市場を移 し後,後安某も亦したがって移b

串菜の発展と共に問屋数を増加し,漸次盛況を加えたbo

塵長9年森侯就封の翌年,美作一円を区域 とし,毎年逆上戯一枚を納めて公認市場と浸

る｡

とある如 く,既に慶長 10年から牛席の公認市とさかていることから,問屋を営む者は後

安家の他にも存在していたで参ろうと思われるO久世街成立の初軌 後安家が1町に移っ

て来て増々間屋敷を増やし,牛馬市を盛んにしていったとあることから.久世街成立初期

に於ても,かなDの牛馬間島を営む者がいたのではをVlかと考れられる｡

又,陸上交通,河川交通の両面に於て,その要衝である久世には,山陰地方の物資,例

えは魚数,紙,海草,鉄をどが集って来る場所であることから,そのようなものを取D救

った商をしている者もいたのでは夜いかと思われるれ をくまで想像の域を出をい｡

ノ､.宿場町の触能

宿場町としての任務は,^馬の私立を円滑に して,公用の旅行者や物資,及ひ昔状れ 予

定適D目的地に到静するェうにすることり休泊に関する施設を整えて,旅行者の便利を図る

ことであった｡殊に.前者の公用の貨客及び啓状の輸送が重要であっ礼 砲送するに綻,宿

か ら宿へ継ぎ送るのが鹿別であった｡宿駅には,宿泊のための本帆 脇本帆 旅噂が設けら

れ,甥客の継き遷 Dのための問屋場や通行人和手の簸商売の店が並び,常佃の人足と伝馬が

いたU

(i)触き送りに幽して

｢触き迭b｣と机 公用の旅行者や貨客,苛状を,予定通り目的地に到達させるために

駅 で々人馬を継いで送ることで参る｡

｢北条腺史｣によれは

久世駅-大畦凱久世村-アリ.味駅東-坪井駅,西-真島駅壁ナ リQ人夫二十五人 馬

四銀ヲ以テ常仙トナスo其溝助-一里二付一人三十二文.一馬五十文ヲ給ヌU

私用ヲ以テ人馬ヲ請フ者ノ､相対賃銭ヲ受クO駅敢之損失(公用ヲ以テ人馬ヲ出ヌトキ,

常備俳二偏倶二皆其受クル所ノ貸銭ヲ以テ使役シ雛キ故二駅ヨリ増給セザルヲ得ズO )

ノ､,辛-旧津山藤封内二改シ,半-当駅-献スO多少其支出ヲ要ヌル トキ-,当部三十

二村ヨリ旧高削ヲ以テ人夫ヲ出シ,以テ其不足ヲ揃ヒ偏銭ヲ受クルノ外給与ノ幾用-其

村費二諜スO

(後略 )
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とある∪

常備人馬が敏かわた時を以て,宿駅の殻牡と考えてよいわけで参るが,この文中からは

その年代をうかがうととはできないo

Lかし.元疎 2年編基の ｢傭 鮭｣によれば,当時駅伝がすでに偉かれていたととがわ

かる∪従って,久世駅設定はそれ以前で参ると考えらかる｡常備人足は二十五人,常備伝

馬は四頭であったOとの人足は,荷を背負ったb恕篭をかつき.居には人を乗せたb荷を

つけた｡貸鎖は公定で支払われたが,それは正当汝稼ぎO-部にすきなかった｡

久世駅では,常侮人見で不足する時札 助郷として,大庭郡 52村よD,村高の割に応

じて人夫を徴発し不足を補ったO との場合,彼らに支払う貸鋲は,公用の場合賃鋲の不足

額の半分を捧山蕗が負超し,残力半分を久世宿が負超した.又,参勤往来など,大名の用

務で徴発した場合は,不足分を52村の村糞でまかなったことがわかる｡助郷人夫の数に

ついては,史料の不足でわか bかねるが,｢北条腺史｣の中に勝間田駅が松江藩主通行の

際5 ロ9人を四姉の58村 よb徴発していることがうかがえるので,久世宿でも助郷人夫

数は,それに近いもので参ったろうと予想されるO

町人や百姓などの一般庶民は,宿駅常傭の人馬を使用することは暮府から禁じられてい

たので,それ以外の擬に出ている人足の放電や風,,{-乗らねはならなかった｡その場合は,

常備人見の二倍くらvlの貸出を払5のが普通で竜ったO要するに常備人馬は,武士たちの

使うものとされていたので参るO

宿駅に於て,人尿の調達をするところは人馬問屋といわh,久世の場合は菱川家がその

役を務めた｡

｢久世町誌｣に

西町菱川家は.出雲侯御指定の通運御用方にして,御旅装の荷物,人馬.輿,南端取運,

並に調遠方の御用を務めたbo

当時菱川家は上町に在b,敢山家と相近かれ

とあることで明らかである｡

次の史料は備前冊罪院が因州よb.備前桐山に帰る時の人晦弛連の先触状で参るO

御届車 中上 候

先触覚

一 乗軽尻宅疋

- 宿怨頓智挺

今般因州表御用相済申俣間明十LLIE]･凶州夢出立致し備前表打帰院被致申候聞宿々在々人

馬差滞無之様差出し可船侯以上

六月十三日
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因州殿 御菩鰻 所

備 前油 泰 醍

役所

福々在々

人 馬 問 屋 中

(東山家文啓)

次に普状の継送りについてみようO

書状は飛脚で継送ったO飛脚には幕府専用の継飛脚,大名専用の大名飛軌 一般人のた

めの民間営業の町飛脚の5種類があったOが,継飛跡 町飛脚のことについては知ること

ができない｡

久世には大名飛脚として,松江離主松平侯の専用の飛脚で奉る七里飛脚の受所があった｡

七里飛脚性約七里ととにその詰所が置かれていたのでその名がをるのだが.松江藩の他に

この制定を用いているのは,徳川御三家たけで奉る.七里飛脚の詰所はB･山本陣でを9,

西継合の詰所は新庄,

東継合の詰所は勝間田

に懸かれ,各駅ととに

交代で畢状を継ぎ送っ

たC従って,七里飛脚

の詰所間の宿駅 (美甘,

勝山,坪井,院庄,津

山)では,御状箱梓の

飛脚の交代は無かった｡

しかし,この七里飛脚

ここIi 空 き-

I,--:_-ー~‡∴ -:

の継ぎ送 りの方法は.替状の内容によって二とうDの方法がとられていたと考えられるO

即ち,ひとつは詰所の無い宿駅へもー応触れて廻D.話所々々で飛脚を交代する方法と,

他のひとつは詰所間の宿駅では全 く通達をLをい方法で参る.

本陣爵山家文帝 ｢津山打御中候事｣の中に,七里飛脚に関して次のことが啓かれて着るO

- 七里飛脚者始而御体陣被仰付候節よ9宅ヶ年銀壱p,匁二而請負継立来候事二御座候得

-御飛脚出張無御座候

即ち,七里飛脚は,久世に本陣が設定された時(宝暦六年 )か ら一年間銀一貫匁で本陣

の方で継ぎ送りの役を甜け負ったので,出牢侯差し出し.の飛脚の出張qj:なかったことが う

かがえる｡

因み把,帯状の継ぎ送 bの速度は平伏の種類によって具･.,,ていたことが次の史杵でわか

る0
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- 不断例状箱御飛脚参 り候掛 ､暴夜.=不限刻付ヲ以継送申候

尤勝間田江三 ツ判四刻弐 ツ判五刻新庄江三 ツ判三刻弐 ツ判四割大切二取扱継送申侯

附 リ 菅ツ判者接遇シニ而者如御座候

(景山家文苛 ｢津山御中候串｣)

打.戸末欺 浸ると人膚使用の祝矩僻銭が値上75;bしている∪史料の関係 もをって,その

兆候がいつ頃から現わか始めたのかは解 りかねるが,解る栢関内で秦にまとめると第二表

のようになる｡

第二表 人 膚 貸 鎖 の 変 遷

年 産 伝 馬 ,人 足 増 淑 備 考

天 明 ものすこぶる多し〕以上のことから賃銭値上がbがをつ

文化11(1814)安政 6(1859) たことが予想されるo特に嘉永頃 よb｢銀相場下落,緒色格外之高値-相成殊ニ異国船渡来以後轍燭値段前代未聞之高値｣也o御足触 消波

元治 2(18占5) 78 54 5昏帖 歩増

慶応 乍18占8) 525 208 6億5割増

明治 2(18占9) 500 520 9倍増

明治 5(1870) dDD 584 11倍増

(荏 .祭山家文軌 北条県史,井珪都S,より作成 )
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この入鹿食鋲の値上 りは,全国的な現象で参れ その変動は,栄.大豆等の値の変乱

又甥幣改鋳等が主賓原因となっているO

御定賃銭の割増に伴 って,畢州ヰ用の馳状箱持人足賃の値上げについての願い上げは 5

年ととの年限明に怒る前に出されているO

乍 恐車 板一 札之 番

作州幹山勝間田坪井久世四ケ宿共困窮二付御俊哉様二御厨奉候処何レ之宿トモ人膚賃銭

三割増被仰付侯二村而者御状箱持人足迄縦 之黄銭こ而者難渋仕二而願出二付何卒当酉

年より丑年迄五ケ年間三割増御了簡春原上候

(省略 )
久 世 駅御本陣 景 山又八 郎

勝間田駅御本陣 木村年左街門

轟永二酉年 六 月

新庄駅

要 州 様 御 役 所
(景山家文啓 )

又,縦状箱の継送 りに関しては,入居賃銭の割増に伴 う値上りの他 状箱が多数来た場

合あるい帆 臥水大風などの韻書によ9.離 幾の値_上が りがあった場合などに も臨時の

値上け巌V,が出されている｡

乍恐 以寄 付奉風 上 候事 .

当辺之鼓去ル八月二十一日大風当洪水二御座候而往還薪前代未聞之大破二罷成JI比穣不

残流失道々数ヶ所欠帯又蕃山崩等二両客動二取 出来候 (中略 )

然ル所御状箱御陛立入用此合卜違ヒ増額其外諸雑費当分相 平常入用之倍余二而相当

之義知渋至極奉有償間恐入候

御欺二者御座候碍共前段難渋之始末御隣怒被為成下候而道中痛所相直 り候迄御状箱一度

二村銀凶厘づつ増銀被為下馳 御欺願事申上候 右厩之趣御許容被為成下候-パ難有仕

合司希有候 此段宣被仰付可禎下候

藍永五子年九月 久 世駅御 本 陣 景 山又八 郎

新 庄駅御 本 陣 佐藤六左街門

滞 口駅 御本陣 猶原伊左衡門
河 野 敢 様

原 田 定 市 梯

(2) 宿泊に関して

久世は宿駅で参ると共に,勝山と走らんで中国山地の鉄,あるvlはその他山陰地方の物

資を高瀬船で出荷するための裸荷所であったO従って物戦輸送を主 とする小道.即ち伯者

食吉 一 下長田 一 駄本 一 釘耳′J､州 伯者御机 - 上徳山 一 顧森 一 釘箕′jJllを通
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って一旦久世に集った荷物を船で送る*め.商人は船の健のため,奉るいけ天候の如何に

よって荷を横み込むまで,久世に滞泊しただろうと考えられるO又,牛市の時.西日本各

地かち多くの牛原商人.博労たちがやって来て,春は一週間余.秋畦一カ月足 らず宿泊 し

た｡以上の在駐の宿泊虻奉ったと考えられるが,一般に出雲街道は,髭山家文書の中に,

｢平生往来之旅人不数二付旅篭屋済世之モノ家政無御阻 とある如 く,出秦侯の参勤往来

が主をもので,一般人の通行はを郎 無かったと考えてよかろうo又,J:の文からも解る

如 く,久世の宿で旅篭だけで生計をたでているものは,ほとんど無かったと育ってよい｡

街道筋に並ぶ町家は,夫々旅篭屋の他の商を本葉とし,牛市,参勤往来で多数の者が宿泊

する場合のみ一時的に旅噂の機能を果 したので参る.しか し,当時の町屋の屋号はわかっ

ても.何の商をしてVlたのかれからをいので確実をととは言えない｡従って.ここでは本

陣を中心に宿泊の磯能を考えてみようO

本陣が正式に久世に位かilたの帆 ｢宝倍大子年抄要州梯称本陣相勤申候 附b広瀬様

解義同様相勤申候｣ (景山家文科 )と参るとと忙よ-て解る通b･宝暦 6年.(1756)

で奉る｡広瀬様とは松Er_帯の支帯でをり,との二滞のみが利用したので松IEl津の専用本陣

と考えてよかろう｡

しかし,享保 7年(1722)の町絵図をみると,後に本陣が設けらかる併催に既に御

殿という名称の宿泊所があることがわかるD

又,｢真庭郡誌｣には

享保元年七月六日 久世既発災

此夜子の刻,大庭部久世駅甚兵衛宅より出火｡町並 58軒,借家 2 1軒,土蔵木部屋等

都合 75軒妹失す0時に高田村塚谷富市髄 節門人歩 450人をひきい来て本陣を治め

大いに消防に力を尽 くし,又,米8石を出して一時確災者の急を救へ り(後略 )

とをh,享保元年にも本陣の名が うかがえる.同じ出雲街道に於る宿駅の二部,根雨,板

井原の本陣については, ｢電文年間二部の足羽五兵衛,根雨の恩田市郎左衡門,板井原の

矢田見七左衝門力澗地峠を開鼓し,中安井に洩拾場を設けて,発作四十四曲を改修せる功

によって本陣当主たるを許されたO｣(大島延次郎蓉 ｢本陣の相院 ｣よb)というOつま

b出掌候qj:.寛文年間には街道筋に本陣を設け通行の健を囲 っていたことがわかるo 従っ

て本陣に近い機能を果す折合の存在は革保以前にさかのぼると考えられる.

本陣が設定されたことについて,｢宝層六千年中御僅置二相成｣と参る如 く本陣を新し

く建て与えらflたと思われる0

本陣の構造は一般に門,玄関及ひ｣二段ノ間を有する点において一般の怖苛のような旅食

とは著しく性格を具にしてV,る｡

もともと本陣とは,その経営者の佳する母屋に騎壊して取立せられるものであるから,

敢密をる意味に於ては経営者の邸内の一部を相称するのであるが,通例広戟咋解してその
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邸宅の全部を本陣と称するように在ったO

久世の本陣景山家の場合,邸内総面凍約 500坪で,捻挫坪約145坪で垂b,その中

に母屋と本陣が建てられて参った｡ (第五図参照 )

第五図の景山本陣の絵図面によると,図面中の細線 (- )で示した部分は,県山家が

自力で修確したことが記されてV,るU従って.本陣の役を果してV,たのは太線 (- )で

示した部分であったことがうかがえる｡

これを同じ中国山地の因州街道の用楓 哲乳 的帰の本陣 と比較 してみると第三表の如

くで奉るO

第三表

宿駅本陣名 '玄 間(農政)二づ 間 二ノ惜】三ノ間 四ノ間 五ノ間 !居 間 広 間 膳部屋!ナ ヤ

用 瀬 本陣 博 壁 喝 早 壁 些 ′ミ 2管主 5匝) F )

智 頭 本 陣 128 - 12 12 - - 12 50 4.5 -

駒 帰 本陣 - 8 - - 8 14 4.5 10ー5

凶みk:,これを東海道の本陣と比較 してみると第四表の如くであるO第四表

宿駅本陣名 邸 内 総 坪 数 f 塵 数 間 数

秘瑠軽部家 (坪坪 ) 145 22問

金谷河村家 795 29間

金谷在塚衰 461.5 (畳数 ) 1daS丑 25問

掛川沢野家 約 545 20間

草酵田中家 1,SOD 59間

大津大塚家 約 525 (且数) 254.5丑

以上二乗より,久世本陣の規模仇 それほど大きくもなく,又小さくもなかったことが

･わかるU

津主が本陣に休泊するに際しては,その手続きとして,各宿駅の本陣に休泊の旨を伝え

るOこれに対 して,本陣脚は雨召‥を要州役所-繰出 した｡

奉 差上 御 請一 礼之 専

一御太守様今般被為遊脚帰国便二村来ル六月六日七日八日之内当駅御泊被為仲村難有

一･･9占-



窮五図

安政六年 景 山 本 随 稔 図 面

北

門 南



仕合車艮候

依之額耕一札奉差上候以上

安政四己年五月二十二日 久世駅御本陣

景 山 又 八 郎

華 州様御 役所 中 様
(景山家文事)

本陣側で帆 上記の史料の如く,宿泊請け負いの可能を日を5日程度脊き記して役所-

提出したU これを掛目と言 うo壁州役所側臥 各本陣から出されたこのような諸寄をもと

に適中宿泊の日取 りを決O,先触状を発したO又,同時に家臣連の旅篭代も役所の方から

指定し,その金額に応じた賄いをする様通達 しているo

覚

一 上百八拾文

一 下百七拾文

一 昼七拾弐文

一 湯市四拾弐文

右今板少将殿帰国二付適中泊休同勢旅篭代右之通相究候聞左様御心碍可有之候

尤諸色高値之由二俣間断粗末二両モ不苦候粂賃銭相応仕出シ有之候様下宿江モ急慶御中

聞置可有之候巳上

関四月
高 橋 塵 七
原 田 天平太

細 田 旅 次

武州品川駅よ9

伯 州柵口迄

所 々泊 休御 本陣 中

(景山家文事｢要州梯御用留帳｣)

このよう陀宿泊に対して周到夜計画がなされたにもかかわらず,諸侯に差支ができたb

して日延になることはしばしばで.その他.例えば安政四年五月の帰国の際は富士川清水

のため足止めにな9,-週間ほどのくいちがいができた9,森永二年五月にも大井川満水
で日延になったbしていることがわかるo

各宿駅には,実際の宿泊の- ,二 日軌 宿割役人が采でF宿割を行ったO

- 御泊二相成候節御当日一両日巳前御宿削相見江町絵図触覧之上遠近御差図二任七下

宿中江下ケ札張置,軒別二汲殿雪穏帯脚 取等徴見分之上御取調御宿札御渡被成候

尤御当日朝木札二張替申シ候

御休之節-下陣原宿弐軒手当仕候
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附 リ 布部利之内者旅者窄人毛相当テ間数旨受寄附取帰 り被成候 併

何様御宿下宿何畳伺平与相記櫛板畑9披成候 (後略)

(斎山家文苛｢和 江御申上侯ヰ｣)

宿泊に要する家政は一行の人数て比例し,又,人数は年代によっても差があったO

文久三年 ( 18a5)の出雲侯帰国の際の宿割帳の内容を表にまとめてみると第五表の

ように売るO

第五表 参勤交代大名の一行人数 と休泊宿

宿油人員 下 宿 屋 名 '宿泊人見 下宿 屋 名 1l宿泊人見I 下宿 屋 名

59 田中屋 右街門 12 三原屋七月駐韓門山口屋 ､ 9 かじや

15 田中屋 左衝門 8 5

94444 屋彦兵術村田庭備前屋和田屋河内鮭 llI一久米屋 1田の相星久米屋かじや藤吉 87444 15ll81D16

445 444 山口屋久*屋栄助 97占

4648446444410444a12 48757455105a68545ll 久米屋共助頼子屋蓋助I i≡ ad995101090a1514108210

(倉山家文中 ｢出萎少将殿帰 国道中積寒鵬 文久三裏年三月晦日｣より作成 )
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646人とは 19万石の中帯留州松平侯の国許への参勤交代にしては多数すぎるQこの

ように大藩なみの人数になったのには次の理由が考えられるO即ち,

第四表と第六商の町絵図によって.蚤臣は本陣の近くに宿をとり,軽輩になるほど町端に

宿をとったことがわかる｡

諸侯宿泊の日が到来すると,本陣の玄関には,定紋付の幕を張り提灯をともし.本陣主

扶礼装をしてq夕lれに一行を出迎えし,行列を先導して本陣に案内したo

久世に於ては,出迎えに ｢滞七里之者｣をして御上りの節は継合新庄まで,御下bの節

は継合勝間田まで,前日に御合印え羽級を着用させて出迎えさせたO本陣当主は袴,上下

を着用し帯刀で宿の入口まで迎えに出た｡

本陣側では,当日のため,座敷例の者を6,7人ばかb雇vl,袴を着用させて諸用をさ

せたo又,下働下人も6,7人ばかり雁ったo

下宿に於ては,夜具 .家具その他諸道具が不足するため,参勤往来の時のみ ｢座敷之間

取慈倣又者無拠病人有之御宿不致老よ9有合之諸道具為差出,右以外宿諸道具不足之分-餐

渡｣(景山家文番より)はては,｢町方併近在迄倍典候得共引足不中二付損料差出シ町内

質屋二而借受｣(常山家文智より)までLでF宿動をした.この諸道具の斡旋は本陣が中

心となってしたo町内,近在,質屋で借りた場合の家具の損料は,葦州侯に払ってもらえ

ず,その支払に難儀したO従ってしばしば,｢町内併近在迄借典候而茂夜具滞団教官故斗

損料弐拾五匁抄三拾匁位衝手当仕侯得 ノ､大体差支ニノ､相成申間数 卜奉存侯｣(寮山家文啓)

と聾州役所へ損料手当を要求している｡

垂州侯は奄年の往来に際して,本陣に休泊科として銀三枚を与えた.又,広瀬侯は銀一

枚 を下附したOこの他本陣維持のための費用として,海牛銀三枚と三人扶持を支給したD

これは,景山本陣が松江津の専用の本陣で参るからであ9,一般にはこのような援助は,

他の諸侯の通行のない辺郁複ところに多かった｡因みに,この銀三枚 三人扶持とは,米

の研究力に基づいて現在に換算すると約 F引そ相当する.

この年収が家屋修繕費にも流用さか,又その他一切の購入費に供したので参る｡
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久世本陣では宝肺 6年本陣が建ておかれて以後,しばしば修蔚廠いを松fT熟に厭V,出て
いるo

安永六酉年野性桁針顧中上候処,大破二村御軽啓二相成其以来無御座偉待井挽シ壕所等

砂か候節御見分相厨候得-適中吟味役人被蓋向夫々見分之上下El輸見帳差出退而御修相

被仰付候節ノ､御作事方御壱人御出張所御 中棚 成就次熟視引取申僻.

尤少々之幾者白身二而取繕申候o

(-景山家文苛 ｢幹uF江御中1候彰｣ より)

即f_-,自然の破損や或け大風 .焼失の如き不時の災危把1円iPしたとき,秒.TT部に経済的

楼助を求めて倦粒を行ったので車る｡

例えば爵永 5年の大風洪水の場合を取り手げでみよう｡

乍恐 以寄 付 御厳春 申上境 串

当駅櫛 屋衝居間西仰 炉御爵殿床御玄関屋師表御門同拠街等格別之大破二髄成所々痛

所出来仕侯二付御修額御願可車中上寿存匠所去Jt,八月二十- 日前代末帥之大風当洪水二

御座候而惣屋根瓦数 吹々散シ井上右肺所之義モ破損相増償二村息場数ヶ所所々者手入仕

殿候得共難捨思専有候間乍恐早々御見分之上剛 鮮将軍仰付被為7倍定番願上候依之乍恐

以寄付御厨奉申上候此段丘仰J:可被下僕

久世駅御本陣 象山 又八 郎

鼻永五年九月

阿 部 蔵 株

原 田 定 価 様
(最山家文書上り)

このようを厨上勧 ;たひたび出されたのも,久世本陣が松江敢主の専用本陣なるが故で

ある｡

本陣主へは金銀的な収入の他 種々の物質的あるいは精神的両面の便遇 も受けた｡

即ち,苗字帯刀上下着用がそれである｡

槌 蔵

文政元寅年十二月

其方儀御本陣楯勤倹こ付苗字1下門松鈴鹿破仰付候

要州様より被蓋免償轟二付御通行当日帯刀御免破仰付保

右之過大庄屋立石助左術門巌出府偶大息之手紙二両被仰渡候二付相志JI,シ直中依り

(農山家文苛｢笹州様御用留帳｣)
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百事第7]が許されるのにはいろいろの場合が参るが,魚山家の場合仇 本陣職を久しく

勤続した功労を認め られて.百事帯刀を許されたことがわかるO

槌蘭 (- 連名後又八郎と改む )は,祭山家 9代で参り,本陣職を戦地始めたのが果山家

6代(- 七太郎後理右軒門と改む)で参ったOこれだけの史料では解りかねるが,苗字帯
刀は景山氏の場合一代隈bであb.家骨を嗣ぐ毎に苗字帯刀が許されたのでをろうO

又,本陣主は一般に他の職務として町年乱 をるいは庄屋を兼ねたことがしば しばあっ

たO景山氏の場合.天明の頃は町年寄架庄屋役を勤めていたことが史料によb明らかであ

9,安政の頃にも町年寄の一人でもあったO

(3) 宿場町の崇敢

幕末に近づくにしたがって本陣は次第に衰微していったo

乍恐 以 iFIU付御 赦厳重 申上 供奉

当駅之義数代私方江華貰御本陣殊二先前 ヨリ御泊所二御座候而衝茶屋御唖僚之分破損之

時々御修押被仰何問又総研飛脚御受所二被仰付年々御扶持方併定例被下物等頂軒仕冥加

至極穀有仕合奉存侯 然ル所年来不仕合相続EEl畑山林所持之品不残手放シ御上様被下物

之外向か家得も転倒座金ク御用相勧候御蔭ヲ以是迄家名相続仕罷り在候処 自宅丑座敷土

蔵納屋等値確行届不申及大破難捨置様髄成去ル寮永七寅年中御欺奉中上銀二貫目御拝借

被仰付夫々Jb郡仕夜具家具諸道具不足之分相閑引続少々田矧専相求別段家業モ成始追々

身元立置候様取成御慈悲雛有仕合奉有相働居中候処尚又不仕合差向相始候売身体損毛相

立年増謝色大高値二成行年々切レ込多分之借財出来既二淑亡ニモ可及場合親類懲意之家

一同立会評議之上逸々取鍋借財辻五拾貫目余之所聯相求居候田畑諸道具衣類二重迄売払

助合等モ仕呉借財方余程埼明済方仕候稗共金拾HB余手段粒相付差当必用之晶家屋敢不

残売払候外至ffy方無御座剰自宅台所之分大破二及ビ借用見額仕候処五六貫目相懸ケ不申

候両者ケ成り之義モ相調不申種々之心配仕見便所大借之上大破之場所差淑候銭こ付心室

困窮二陥lJ如何共数万無御座途方二番確与雑穀二迫り無拠家屋数家財不残売払家名相続

余人江譲渡外分江引取候轟内評仕侯所茅母義妹之外相歎私共親子之モノ打懸 ,)御状箱持

運ビ属人之代Ij相働候得者家族君母-至迄i:仕串渡世仕侯而成共一家相続再興之程相侍

御上横江之御報恩旦者先祖之舞紀不能相勅申藍一念申シ不仕合 ト-乍申全ク私不調法之

処斯之次第二成行侯段徹心魂者母之JL底難黙止歳重-モ柵勤仕度奉存候得共急場挺値借

財家作等如何可仕様モ無御座当惑難戦仕甚以歎ケ数次第二番存候聞御時節柄奉恐入侯御

歎二者御座候補共前段危難之始末御 察被為成下銀拾五貫目御拝借破仰付被為~F置慶奉

敵上院 然ル上着雛捨怒大破之場所飼料借財相済夜具家具必嬰之晶相戎シ比健無難二一

家相椀仕御用弁仕昼夜精勤相働者母安堵為仕御仁恵之程に却不仕無事二永続仕侯段重 々

敷石仕合可寧有償 尤御返上納方之鼓者御上様御恩召二随先年之適御歓待方併継御飛脚
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御脚御受負銀其外年々定例披為下離 内ヲ以如何様共可巻返御上約侯

依之不版恐御敢原8奉差上侯 何卒格別之御gf怒ヲ以右之通御許答被為成下侯 一､-､広大

之御慈悲偏二難有仕合可奉存侯 此 改定破仰上可被下僚以上

康応=寅年五月

久世駅御本陣

景 山 又 八 郎 ⑳

永 岡 平 作 様

原 田 覚左蘇門様
(景山家文書)

この よう夜赦願書仇 御用留帳の中に多く窄められたが,本陣が如何に衰微 していたか

が よくわかるで着ろうQ

この本陣衰微の原因は.何といっても洋の窮乏化に奉ると考えてよいだろう｡毎年の参

勤交代で江戸と領国 との間を往来するための出勤 ;多く,又.Er戸滞在中の生活はとかく

馨惨にをb多額の出費がかさみ緒侯の財政けしだいに窮乏イけ るに及んだ｡従 って松打洋

に依存して持続 してきた象山本陣も.当然松江帯の窮乏化 と共に衰微 していったので参るo

こうして明治 5年民部省の布告によって遂に木幡は廃止されたので参るo

久 世 駅

今般茶屋相廃止侯こ付茶虚字差免償

のて茶屋向建物等其方江迎候車

景山又八郎

辛未十二月十五日

元 松 江 児

(紫山家文事 )

これによって本陣qj一廃せられ全ての聴相 も同時に奉れ 一般の旅篭と同等になってしま

ったので孝る｡

本陣は江戸幕府の政府及び交通政熊によって自然に起ってきた ものであるが故に,江戸時

時代が終るとJZを消すものであったO
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ロ. 宿場町の機能

近世封匪社会においては,生産物地代を確保しようとするために.存府は放民の商人化を

禁止していた｡しかし,商品押通のすべてをとどめようとするものではをかった r

慶長 8年 (1占05)に森氏が糞作鼠を領有することによ-1て津山帝が生れたが,盤工商

に対する政策が確立されたのは寛永元年(1占24)であるといえる｡すなわち,それは同

年7月に出されたつぎの ｢=商^心碍方併郷中商法地御定之達し｣によって明らかにされて

いる｡

｢1. =商之茸職英之余暇二段ヲ嘗ハ差支無之侯碍共土盛エンテ,商業不相成兼 卜可JLj等

野但=英ノ＼此之限T)ニ無之串｣とあるOこれによると曲民が商業に従弔することは禁止され

農民は明確に土地に結びつけられることになった｡ しかし全面的に在方 (村)商業が禁止さ

れたのではをく,｢1. 倉敷,久世,勝山-御城下並に=南桑差免串とあb,倉敷,久也
勝山は特に城下町と同様の商工業が認められ,商業が盛えるのである｡その上久世は,宿場

町,市場町,陣屋町,河桂の機能をもち商業が盛えてい-たのである｡

o 町の平面的構成

宿場町 ･市場町の機能

享保 14年 (1729)vc紫山家が太陣となb本格的な宿場町として発展 していくか,

それ以前にも,享保 7年 (1722)の久世町絵図にもあるように九度 (景山家 )のとな

Dに御殿,御茶屋があb#主や出雲候の参勤交代の折の休泊所にあてられていた｡又.午

市が閑かTLるときには,馬喰や近郷の農民で旅海産がにぎわった｡牛市は,慶長9年 (1

占04)に創設され,寛政年間が盈盛であったO享保7年 (1722)の久世町絵図をも

とにして菊池席太郎氏の話をまとめると,牛市の創始者は表虚 (現荏の上かL:屋 )与七郎

の父である｡そして他に牛市を営んでいたものは,中屋,塀屋 (現在の本家菱川.後に,

出等侯御指定の御旅装の荷物,･人馬 ･輿 .万端取運方並に調遠方の御用を務める通過方に

なる)であったo当時の牛市は旅確星のうらに牛をつないでおき,そこが牛市となったの

であるoすなわち午市-旋塩屋であった.他に旅馳臣だけを営んでいたのは,丸屋 (本陣

qz:なる前 ),塩屋 (?)であった｡以上のような家を中心として,宿場町,市場町が盛え

たのである.そしてこれ らは,ほとんど上町であるo

陣屋町の機能

享保 12年 (1727)に松平氏5万石にをD,その滅地である久世は森府の覆輪地に

なb代官の支配に属するようになった｡文政元年 (1818)津山浄主松平越後守斉孝 5

万石加増 になD津山領地とをD,同年久世陣屋が撤廃されるまでの約 90年間代官の支配

に属したのである｡それ故久世は陣屋町ともいうことができる｡

代官所の仕串は,行政と響頼とを来ねたもので地方 (ぢかた )公事 (くじ)方の二つに

分れ,地方は地理,租税,出納帳&,一般民政に関する諸務を扱い,公塀方は督察,裁判
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の串を取扱っていた.

代官所跡については.久世町誌に次の上5忙記されている｡

久世町大字久世芋幹屋敷は,その跡にして荘原専横手,南側は即ち之なD｡元津山帯御

蔵屋敷にして,畢保 12年よb久世代官所となも 面積 2反 5畝 12歩廊中に代官の住宅

及び役所あbo今比何等旧跡の懲すべきものをくその間辺は,田とをb畑となb宅地とを

b,わずかに小域区画 して当時を記念するに止むo昭和7fE4月早川公の鋼傍を建つ｡代

官所の当時に於ては,上町,上玉屋と下司星の闇,下町,松本屋非上の間に栄西の二門あ

bたD｡

河 岸の横 能

学僕 7年(1722)の久世町絵図にも見らrLるように旭川沿いの家のうらは石がさが

そそDたち下は石だたみで下VCかbれるよう石だんがあった｡そ して,蔵の米の出し入れ

のための船若き場があ→ただろうと思われる｡
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o 行政的組騎

江戸時代の村は封建支配のための行政単位であって,年賓の割b当て及び納入から訴訟,

契約,貸借にいたるまで村全体の名で行なわれた｡領主は,郡代 ･郡 (こおり)奉行 ･郡

目付 ･郡代官などを任命して村々を上から支配,統制したが,又,農民の中から村役人を

遜任して上からの支配を徹底させるとともに,葱かば自治的に村の政治を寅任をもって担

当させたo広い意味での村役人には次のようなものがある.大庄屋 ･庄屋 (名主 )･組頭

(年寄 )･百姓代 (判承 )をどがある｡ このうち庄屋 ･組頭 ･首姓代を村方(地方ぢかた)

三役とよん私 これらの村役人は,一面では領主が良民を支配する機関の末端に立つもの

であ9,他面では良民の一人として支配されるという二定の性格をもつが,かれらが倭主

からあたえられた権限,及び農民社会でもつ特有を地位夜どか らみれば,その基本的を性

格は支配者的なものであ1たといえる｡だから村役人の中でも大庄屋 ･EE星夜どは,一般

盤民に対 して特権をほこD,しばしば ｢横道｣なふるまいをして村民と対立するようをこ

とがあったので,たとえば′小鼻でも実直を人柄のものを村役人に任ずべきであるという訓

令もみられる｡

大 庄 屋

一部に数人の割合いでかかれ多くは世難で苗字帯刀を許されていた｡津山帝森民時代に

は,寛永 2年 (1占25)51人の大庄屋が任命され,俸米 8石を支給され,か上そ5.000
▲れ

石の地(何 蝕々という)を管拍したが松平氏時代 (10万石に減封)になって 21人(年

代によって増減がある)に滅点して俸米を 15石とし,うち 10石を藩席から支給し, 5

石を巣民の負担としたo大庄屋は部奉行などの帯役人の命をうけて,それぞれの構(触,

組)内の村役人の仕堺を監督し,一般典民の風俗を正し,田畑の荒廃を取bしまり,犯罪

人を上申するをどその職務は万般にわたっていたOなお久世などの天領では正徳 5年 (1

715)に大庄屋は犀止されたが又後に復活されたO代 大々庄屋を務めたのは久世目木村

の福島家である∩

庄 屋

-村の長である庄屋は大庄屋のすいせん又は村民の入札(いれふた)によって藩から任

命したようであD,世知の場合もあb又,いろいろの形で交代することもあった｡久世で

は世熊で夜く交代していたようである8

庄屋には,多くの田畑をもつ名門.旧家のものが任命されるのがふつうで村に一人が通

例であるが,大きを村では 2人以上.小さを村では他村の庄塵が兼務するとともあったO

給料は領分によってまちせちであったOそして法令の伝達 ･年貢の割bつけと徴収.宗門

改帳の調製から,村内の山林,原軌 河川の利用や管理.膜 技術や盤作物の指導,姓民

の生活一般についての監督など行政役人としては,きわめてひろい任務と傾限をも一てい

たので,いまごろの町村長とちがって農民に君臨した観があった｡
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組 頭

庄屋の補佐役で村に 1- 2人おかれ,その任命方法は庄屋に准じていたが,ひんは人/に

交代していたようであるO給料は5- 4斗 ぐらいであったQ

首 姓 代 (判疏 )

総首姓を代表して産屋,題意の行なう耶軌 とくに年斉の削bつけをどの監脅vc当たる

もので,多くは村民の遵奉によって大庄屋が任命 し 村の大小によって一人をV'し数人お

かれた｡久世をどのように大きを村忙絞判薪の上に大判筋が数人おかれることもあった｡

その他に往来軌のできととを司どる往丑庄屋もあ11た.大庄屋 と庄屋の間に中庄屋があ

b,蔵へ入bさらをV,米を保管する御蔵元という役目もあった｡

次に村役人の仕堺をよbわかb易くするために文化 15年 (1818)に出された御条

目の中から抜き出してみると下記の通 Dである0

1･ 宗門改の17Jf僻無く海年7月之を改め宗門専行案文の通b傾面相認め寺印を之に取b郡

代所へ差出すべし｡若し一人にても相改らす忙於ては庄屋組露五人組共迄越度たる可き

事｡

1･ 隠EEl畑乾き御製禁の畢之に依て少々の地といえども新地開塾せば代官所へ申出差図を

受くべLo若し隠田畑原はるるに於て吐其の者仕官 うに及ばず庄屋,組頭五人組共迄曲

堺たる可き串 ｡

1･ 田畑山林永代の売只御停止の串若し年期を定め質に入るるに於ては庄屋組頭五人組立

会印形吟味致し証文致すべLo年賀許役粒質に取bたる者 よb出すべき堺C,

1･ 埠,川除.紬:荏,嵐 株制 ､破の時価復を加ふべし.若し大雨洪水にて大破vc及び田

畑作毛損失致す時は困窮の韮なれば庄屋.恩恵常 々心を付 くべ Ln 若 し大破之れ有 b普

請申出づるに於では大庄屋中庄屋,吟味をとげ申出づべき串｡

1, 凡て諸願届五人組,組筋,庄鼠 中庄屋印形大庄屋奥部 ]形を以て差出し申すべき串｡

1. 盲姓子供に家督を譲ること其の身存命の内分明に定め世き死後に至b争輸之なき様致

すべ し従ひ一子たb共一子誰vc譲るべき旨F,附封印にて庄屋に渡 し倍くべし.

附 ･庄屋脊億は大庄屋に渡世き,大庄屋if慨は村庄屋に渡し置く可き串｡

1. 不忠不孝の者之れ有 らば親杭又は五人扱者合意見を加ふべし｡若 し納得せざるに於て

は庄屋組頭に申出づべ し,白三屋艇頭申開を舶得せざるに於ては大庄屋,中庄屋に申出づ

べし｡大庄屋中庄屋申開を猶納得せざる忙放ては郡代所に申出づ可き堺 O

中 略

1. 中EE屋 ･庄屋併に 50石以上免許のものの外上下,袴を着ること堅 く停止の串｡

(以上久世町藷 よb)

以上のように村にはいろいろな役人がいて良民の生活は規制されていたが,五人組の制度

が村の政治に直亀 間接に役割Dを果たしたことはもちろんであるO
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ノ＼ 町並の復原

久世町にある久世町絵図の中で一番古いのが鳩山太郎氏所蔵 ･享保 7年 (1722)の久

世町絵図である.この絵図をみると出雲街道沿いにぎっLDと案が並んで卦b町はできあが

っているo菊池鷹太郎氏によると久世は天正の中頃から町ができ始めたが,それ以In7Jには.

享保 7年 (1722)の絵図に地子屈のものとしるされているが,それら地子居のもの (計

1 6軒 )が住んでいたようである.それから,新家(屋号仕坪屋,久米郡久米町の坪井から

くる.久世で一番古い,早い庄屋 )丸屋 (和泉の堺から笹長 18年 22オでくる.扶山師 )'

頓谷屋 (苫田郡鏡野町頓谷から元卸か寛永にでてくる),泉尾をどが他所 よb入ってきて久

世の町ができていくのである｡

福井家所蔵の文政 12年 (1829)9月 24日から天保 10年(1859)2月27日

の間に作成された久世町絵図をみると小道にYFTlっても家が並び町家の数は大へん増えている0

4 市場 町 と しての久世

ィ.牛 市

イ)久世牛市場と博労問屋

近世の市場町としての久世を考える時,牛市を忘れてはならない｡

久世牛市場の起源は,必ずしも明らかではないが,少なくとも中世後期(森虐政就封よ

b前)まで,さかのぼbうると思われる｡碇長 9年 (A.Ⅰ)1占 □4)莫作一円を区域とし

毎年運上銀1枚を納めて公認市場となD,寛政年中(18Cの後半 )vc,その最盛をきわ

め5万頭の売買があった(久世家畜市場顔役甜願事)といわれるO問屋の口伝及び真庭郡

誌によると,大字久世上ケ市に荒神楳 (商売及び牛の神様)があb,そこに近郷の良夫が
ご以.

牛を厄除けに連れてきていたO当時同所に住んでいた後安某という者が,その牛の交換売

買をするようになったO このようなことから.後安家が荒神様の付近で牛市を始めたのが

久世牛市の起源だといわれている.又,上ケ市怯 伯者街道rFihの-台地で,久世に入る

牛峠,ここで必ず一休みして盛装したものである.久世牛市釦 ,このようにして自然的

に成立したものであ争Oのち久世に宿場町が発展し,後安東も上ケ市から市街上町に移b･
牛娼問屋として市場を開き,博労宿も鎌ねるようになったのである｡そのうち牛市が盛ん

にをるにつれ,問屋数も増し,後安家 (帝中屋)を中心として 8戸を教えるようになった｡

第 1衰 博 労 宿 一 覧 表

屋 号 備 考 屋 号 備 考

はがや 南中屋(後安東)三吉雲 宗芸冨 )大庭屋 久世屋(河内屋) 古くで大きい博労問屋兼博労宿但し,はがやは 伯 曹 屋本 玉 屋新 形 山I比較的新しい博労宿O但し,伯曹屋,本玉里は今では
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後安家をはじめとして,古くから大きい問屋は第 1表のようであるO問屋はそれぞTL屋

号を持ち,それぞれ個 別々々に市場を開き.また鮮労宿を兼ねた.

また,上町に軒をならべる各問屋仇 それぞれ得意先 と特色を持ち,眉い享有筋,売手

客筋さらに地観月りvc問屋はほほ定まってかD,また客の博労も代 同々じ問屋と取引きし,

問屋を変えることを一代の恥とした｡又,開市期間中は,出雲街道を壮さんで問屋の轟に

杭をうー｢て牛をつなぎ,そのため北側の問屋薮の畑を南側の問屋義の旭川の河原は上町か

ら中町まで牛でうづせったという｡

第 2表 博 労 問 屋 と 得 意 先

大 庭 屋 備中,中でも上肩部の売手多 Ld

久 世 屋 他県から異hK来る者多Lo

南 中 屋 旭川沿いからの異字多Lo
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ロ)開市の梯子と特徴

久世は明治 15年VCは5月(春市 )と9月 (秋市 )に市が開かれ,売只東萩は牛 1･000･

馬 200で出等,伯者,因幡の牛せ一塊 tD,販路姓実作,播#,備 可,備中,於肢,阿波･

摂津,大和で,手数料 1薪につき8鎖であったO(且務栃末第4巻)

開市孝軌 市の名称と取引牛を模式化すると次のようになる｡

市の季鮪 .名称 商 簡 特色ある取引牛の聯 特別の呼称

秋 市 (冨冨軌 間

成 牡 東 牛

成 牡 西 牛

春 市 (:志苧芸霊部 主として明け の牝 鍬 牛

(1) 秋 市

久世牛市の中心を夜ナのは秋市である｡久世の秋市は,歌内への来年 (牡の成牛 )供給

の本場であったO繋 1 ｢日本山海名物図絵｣という番物の中に｢備臥 備中の匡掛 お く牛

を鋼で子を産ナO即ちこれを大阪天王寺vE卦くるO｣とあって,備前,備中から子牛を天

王子牛市VCのぼらせていたことが知られる｡しかし,備前では宝永 (1704)ごろを境

として牛飼育がへD,｢登b牛｣の中心総勢作に移D.幕末には糞作が ｢嘗b牛｣の中心
となb,久世と一の宮の牛市が ｢畳 b牛｣を送9出す市場として繁栄したのである｡文久

2年(1862)4月印 大和盛は 市に送られた牡牛は 15順 にのぼっていたという｡

久世秋市は, 11月中旬～ 12月中旬の約 1カ月間にわたって開市していたのであるが,

その期間中,博労連結金をたくさん持ち,前年に百姓に売って大きくなった牛をつれてき

て売9,その差額を首鮭に与えたという.また,買い手の博労は.三鼠 愛知,和歌山を

どからも来ていたというoそして,関前の期間中は,牛の列が津山まで続いていたといわ

rLる｡

この秋市で取引される牛は 上嵐 英磨,阿哲,苫田,川上 などの山間地帯から集まっ

た牡牛で,敢内へ送 られていったO畿内は,早くから梨で排すことが普及し,そのために

長床梨を挽くの陀力の強い牡牛が要求された｡さらに,京都喝辺の街道での運搬に牛が盛

んに利用された｡このような理由から大阪天王子.その他の牛市場への版売ルートがひら

けたわけである｡この作州牛が兼牛と呼ばTL,こTLVC対 して.備中牛を西牛と呼んだ.

11月20日二咽 22 25 24 25 26 27 28 29 50 12月15日

杭入れ こうし 酎 ニ ー - ~ ､ 一束ZFb ~ ~~~~~ー

(2) 専 有

春市は,田椎酌,放牧牛を春山からおろ L̂ 県下奴村の曲桝需要を充すために取引きさ

れるのが主であった｡南部泉村地欝へ送られた南部蝕村は牡よbも牝を使用するので,香
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市は牝が多 く取b扱われた｡

-)牛市のあゆみ

前述のようvc,久世牛市場は各博労問屋毎に市が開かれ 車内の需要に応 じて,年々隆

盛をきわめでいた｡明治になると共vc交通機関も蒐逢し,和牛の流通が活発になった｡

明治 44年の家畜布教 は,今までの息故を一変させたo久世市場では,中世から続い

た問屋単位の畷引は生理統合され,問屋制度の組敵から,資本金500D円の久世定朝家

畜市場株式会社に移行し,問屋は株主となったが,役員として終係しながら問屋から博労

宿へとかわっていったのである｡さらに,大正の始めごろ,勝山が家畜市塙を誘致しよう

として猛運動嘘 したため,久世は久世市場の過去,現在を述べて,久世家畜市場開投硝

顧番を出し新市場設立をみたのであるOこうして,博労問屋は博労宿として,生 き残b得

たのは幸せであった｡さらに,春秋二孝市であ1たものが,月市にかわ9,役牛の需要よ

Dも,肉牛の需要がふえたO博労宿は.交通機関の発達によって,宿泊者 も族少しでしま

ったDそして,今日では,牛は月 5回, 28, 12日, 22日に市が閑かn.,汽車,トラ

ックなどで送 られてきて,取引がすむと,又,運び去 らTLるようになった｡

ロ. その他の市と聴匿晶

1で久世の牛市を取 9あげたが,ここではその他の市と久世のq確 晶について取b上げて

みよう｡

1･その他の市

久世に於てQi,その他の市も牛市を中心として行なわれたようであるO

古老の話によれば,牛の秋市期間中吐_ヒ町を中心として,露店,また,津It｣方面からの

出店が多数あb,姓家の人々は,一家捻出で久世にやって来て,牛を売った金で.冬の衣

料.日用品などを買い込んで帰1たのだそうである｡との秋市期間中のにぎわいは,昭和

初糊まで続いたのだそうである｡

番市が砂山.久世,落合で開かれ(旧12月22日の落合が最初 ),さらに備中川流域

には連鎖市があったOそして,ほうき,乱 戦 夜ど農家の作る日用品,干柿,正月用品の

ぷD,塩析などが取b引きされた. (葵作の民俗)

久世の蕃市で払 ぶり,きL,山鳥などが正月用品として展宝がられた｡ぶ如土裁叢と

して,橡の実家へ贈る習齢があ9.ぷDの大きさによって,婚家の羽振 bを示し,実家で

も,家の上聞に天井からぷらさけて,訪れる人VE白煙したものだそ うである｡又,延は近

在の鹿家から出されるもので,新しいものに正月餅を並べ,次vc座敷vc欺き･舟複vc虞に

おろしてもみを乾すの忙用いられた｡

2_ 特 産 品

(1) 山中刻政孝

元文ごろの幸助 1･あるO勝山の山田屡カ.ら久世の表陣形山家五代又八郎(1711-1759)
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の所へ来た暑中見舞状である.この怒状の中に影山家から贈られた劇壇鞄 盛,晒葛粉

弐袋に対する礼が述べらTLている. この刻埋草についてその由来を久世町誌にみると,

｢作州薫煙茸栽培の根源は史啓vc拠るべきものなきも口碑又は伝説によれば,天和5年

徳川綱吉時代今の川上村大字徳山VC薩摩国よb種子を潔し耕作 したる礁矢とL,寛永年

間,川上八束の両村に伝播し,以後,中和二川,助原,美甘,新庄の各村に流布耕作す

るに至 りたるものの如 し｡而して川上八束の両村は陰陽の分界嶺たる蒜山の南鹿に位し,

海抜400m実の苗平原をbo世俗呼んで山中と称し享保の頃岡山及因伯地方へ版出せ

しよb其の産敬増加と共に山中櫨革の名声四方に喧伝せらるる忙至れbと云ふ.｣とあ

るが,明治 50年4月久他町大字田下に久世葉億葦専売所を創設し,山中崖革の多魚の

製造を始めているが,以後,官制の改正にあ(て,明治59年 12月 1日専売局高梁壊

茸収納所とを9.煙草の製造は中止さTLた｡

(2)木 炭

中国山地は薪炭林の成育に適 してV'た.そして,また,｢たたら｣救鉄が盛んであb

製鉄のための木炭を求めていたoそこで,中国山地で仕木炭が多く産出された｡

峠よb釘抜′｣､川村之問往還左右の山にて炭紫野堅停止之若於令達背可為越度者也

川 端 八太夫

貞 事 4年 正 月 日

と,作陽藍の中にもあるように久世においても木炭の製造が盛んであ9,又,たたら製

鉄vc従申する者も多くいたo又,久世が河川交通の要地でもあったため,近郷からも多

くZ)木炭が集められた.a

---I-村 之々義共依而反物宇贋物之源店扱之商ひも酒請売炭新井外諸所只付等

舟疎之商ひ山男荷売 並市立之場所江罷肺 商仲東商之郡廻他所もの商可致思免

(度 御々地鞍等 文政元年 (1818))

とある｡

久世に集められた木炭は,舟で備前岡山まで運ばれて,売捌かれたO

(3)そ の 他

久世地方の特産品として,上述の他に,サラエ大根.山い も,みつまた,こんにゃく,

などがあったO

｢EEl下部落,今寺禿支局のある所を字サラこと云ふO土地台帳奇観ぶる忙サラヱなる
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字･田,畑一宅地三つにまたが bて在す｡専売所の投けらるる以前に於て吐大根の産地

として知らrL･その品質の硬見地の追従を許さず｡久世町民の好食の一に之夜bきD｣

と･久世町議にあるように･サラヱ大横というものがあったOまた.みつまたは鹿の原

料であるが,現在でも,道のそば,山の斜面などに多く自生している｡その他 山いも,

こんVCやくなど山間の地の僻産品である.

5. 店 商 い

往昔に於ける久世市街は伯蕎 出零へ在丑の駅伝たbL地表bo即ち束は久米郡坪井村

街経て丸 大阪,江戸へ,西は美島郡高田村を経で伯菅又は出雲へ,北は大庭郡釘抜小川

村を経て備前に出たるものなD｡当時に放ては町の形東西に一兎 南北に一条の二条のみ

あb南北のものを長屋町と称へ長さ二町,今の栄町通を北への市街をD｡東西の市街は長

さ五町あDたD｡(作陽鮭)

とあるように,久世は伯者.出雲両街道に面した陣屋町であったので店舗を構えて商いを

した者もかなb多くあった｡

久世村山方茶業穣審上帳 (天保 15寅年 (1842))の中vrJd,茶屋′｣＼商ひをしている者

が 5̂ ,紺屋放 1人,牛鍬捷 2̂ を記されている｡
こうじ

茶屋では,梶.餅,甘酒.ぞうD,己わし.天日潜.その他を扱っていた｡

更に,度 御々他事写vcも,商いをする者を額締ったものや,いろいろの定めが記されて

いる｡

一宮市町申其外聞働 而厳取辞儀人宥之場所日限申某所之もの茶碗酒並に茶屋商ひ勝手

次第差免候

太田よb林田村町並二商所敢今度申渡償 定法堅可相市野 (文化 14丑 1月 (1817))

御新領村 商々之戟久世相原方町並諸商並こ釈壕温泉場小商ひ之義共仕来之通差免し其外

相 之々義共依面反物芋贋物之類店扱之商ひも層掃売並市立之場所江罷越鮮 商仲月商之郡

廻他所もの商ひ可改俊免御領内出轍 候もの等一切差留○令○身仕出之所たb共舟凍陸荷

物二不眠津山久世両所之外他江売捌之轟不相成旨申渡右之外小商ひ致来債分共下地 御領

分村 孝々和三寅十月定法並合之通取締可申此所取調中先ツ茶碗酒豆腐之商等減少取締申付

都而往来筋住居等無茶鼓場所二而小商ひ来た17億 もの-追而取調之上蓋支無之○可申付旨

申渡≡ヶ年ヲ限 1)仕釆之適量免村中住居二両小商致来候分共差支有無二不拘一代限二而塞

留侯

とあるように,商に対 しての為政者の態度が見られるが,文政≡康 12月 (1820) には
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商ひを従来の菜としている者に対しては許可するが,新規願出の者は取上げず.商vc心を

寄せず,虚業をただひたすら相稼棟数べき堺と説いているo

久世は代官所のおかれた所であD,旭川の河)f旺通の要地であb,陣屋町であったこと,

更vE,津山帯は.津山城下と久世村vc限って実美軌 繰細の販売や他国船との取引きを許す

(岡山県の歴史)というような.こうした邸情,隆盛を極めた牛市などから,久世は市壕

町としても,近隣の村々の中心となって盛えでいたのであった｡
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第 8章 闇辺奥村の経済構造と農民一校

1 近世の農業 と姓氏層 の分解

は じ め に

テーマは,｢近世の鹿共と曲民暦の分解｣であるが,史料の都合や浅才のため,江戸後期の文
化,文政及天保の一時期の断面に焦点を合わせ展開することにした｡又史料の分析解明にまで深

く至らなかった｡史料の提出という形になったが.江戸後期の奥村の状況の概要の把塩に止って

いるのは否めなho

参 考 文 献

｢日本経済史大系｣ 5 東京大畠出版会

｢岡山藩'｣ 谷 口澄夫 著

｢地方史研究必携｣ 岩 波 全 書

史料は主として福井一朗氏耗及福島家蔵のものを傭用

古くは久瀬又は古瀬と春かれた渡瀬で舟泊地であったが,鎌倉時代実作守灘梶原景時の治下に

入b,戦国の変遷後.字音多氏が予定したO憩川時代は津山帝瓶帝の直緒地と変った｡そして明

治 22年町村制施行によb久世,中島,多乱 調屋,三硬山,久世の占ケ町村を合して久世村と

なる｡

近世中期以後,恭啓体制の統制も地方にまで進展し,商品貨幣経済の進展過程にあって農民本

来の ｢耕作等-｣のあb方を固守卓せるために.遵民の商人化,別家など強力に統制し,療準的

曲民の安定,維持のために,良民層の分化を促進する蕗条件を阻止しようとした｡

近世の農村の状況の概要を理解するため托せ工戸後期の文化,文政及び天保の年代の具体的事例

として,当村の史料をあげよう｡

天保 9年成年 4月の ｢明細御案内順｣ (福井一郎氏萩)によって村の大体の概要を知る上に手

がかbを得ることが出来る｡内容を集計すると下記のようを表となるD

^rj比から相対的に考えれば,大庭村が一番在が多いが,牛については申島村が少vlo

ヌ鉄砲は中島村には全然をい｡天保年代よb前期に離れた史料があれば,変遷の推移を知ること

が出来るが,をいのが残念である｡
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(商,戸口,人口,牛馬及錦砲)
(天保 9年)

高 ー 内 残 i軒 数 -宜 -.-｢皆 膏十 午 l 馬 鉄砲

目木村 87否.i.潤 ,5.i.13.g ,否.%.q.%I .5罰 人284 261 545 75 1 12

大庭村 854.7.7.7I167.5.1.5 占占7 .4.占 ｡2 占2 151 128 279 59 5

中島叫 ,0..2.R.0●,52.0.9.dh .9...8.4 . 52 占8 70 158 ll 5 0

次に一村に於ける個々の家族の持高,男女の数等については,文政 11年成年 4月の ｢大庭郡

鍋屋村御仕置 5人組.M り帳｣ (福嶋家蔵)によって知ることが出来るo

高 外 男 女 計 午 局

伝 蕨 1不.ftfF.6合 亨.,itF.6% 4人 √ 10人 ー辿1

熊次郎 ll.9.7.7 5'5.1.4 2 1 5 1

与之助 0.7.0.2 2 1 5

さ ん 触 高 . Ho l 1

兵 蔵 1.5'9.7 1.6.9.4I 4 1 5 1

乎平治 2.2.0.7 1 8.1.4.7 l 2 2 l 4 1 1

佐 平 5●5.0.7 8.0.5.2 2 8 10 2

. 忠 萩 0.8●占.5 ロ.4.8.4 4 8 10 1

音五郎 無 高 l l 2

親兵衛 無 高 5 5 占

利 富 0'2'1'5 t 5 5 8

7 1.2｡U.4 2.1.0●0 ロ 1 1

麟 蔵 1.5.9.8 2 1 5

市 松 0-8.U.A I ･2.2.8.4 l l 2

六治郎 撫 高 l】 1 0 1
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更に細分化 して同村の伝蔵の家族捕成について図示すれば下記のように浸るo

(伝 蔵 の 家 族 柵 成)

下 男 娘叫 i iiii

広大 (51) とち(21) 倖幸助(27)---=女労 (25)

ゆ b (55)

伝蔵の家族構成は男 4人,女 6人と外に牛一匹であるが,高kつV}ては,鍋屋村でも熊次郎に

ついで多く持っている.｡当村に於いては,生活租変も最 も高い方に入る｡筒伝歓の家鮫は前貢の

表によれば 18人であるが,下男も家族に含まれていることに注意 したVlo下人は抱と違って結

婚 もしていをい｡尚当村では 15軒の内 1帝だけしか下人を持っていない｡

17世紀後半の農民生活の例 として

(家族人数) 5 人 ･ 馬 1 帝

(経営面耕) 田 5反

畑 5反 f 計 , 町 歩

(収 入 徽) 米 7.5石 雑穀 1 5石 計 22.5石

(支 出) 食 費 1 2･D石

被 服 金 5分

傭人給料 金 2両

馬扱料 金 2分

1:生臭馬具料 金 5分

両4

I
L

ー

ノ

米に概井 して 18石 (4両と12石)

22･5- 18- 4･5万
この 4･5石を年貢米として全部とすると我率 20帝｡
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以上のように 1町歩の耕作によってかろうじてその生活を成b立たせることが出来たことが分

るが,天保年代の ｢田畑畝名寄帳｣によれば,台金屋B木村に於いては更に苦しい状況がうかが

われる｡

次に天保 11年の ｢持高 2U石以上の名寄帳｣ (福島家茂)によれば,集計すると次のような

表になる.

(持高 2 0石以上 の もの )

天保 11年

2Tk ＼雪目木村 世原方 台金屋村 大庭村 中島村 久世1山方 備 考

20～50石 - - - Il250-は大庄屋 1

50～ 40 - - -

40′ー50 - 丁
50- 4 0 -

占0～ 70

90～ 100 l T
250～ -

村落支配に際し村役人制度が整い,平百姓とは身分の異なるものとされる村役人家格の確定が

行われているのが,上図よb想定される｡庄屋には,最高の高持す姓が任ぜられ年番はこれにつ

ぐ石高所持を示し,村内で舟高又はそれに準ずる経済力ある者となっている｡

次に上記の表に関適して,全般の百姓階屑構成について,天保 8年の ｢酉萩久世村LLJ方南定米

帳｣ (福井一郎氏就)によれ 表示すれば下記のようになる｡

1石未満の零細曲の比重が多く半数近 くもあb,

2石未満では実に 70帝にも昇D,同時にfl高の石高所持は45石あb,総石高の 1割近くを

占めている.両夜分化の傾向が著しhoこれは典型的に近世的に整備されつつある首姓謄層を

示すものであるとすることが出来る｡
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(久世村山方首姓階層梢成)I

天保 11

忘孟＼ J 実 数 構成比率

0- 1石 75 45.2

1石 28 17

2 18 10

5 7 4

4 15 8.5

5 ll 7

占 4 2

7 4 21.8a 5

:0日 三 1,80_50
12 2 1.2

15 1 0.5

42石 1 0.5

計 1占9 100

最高持高 42石 9.4.4

総 石 高 469石2.4.2

次に斉租については,良応 5年の ｢大庭郡久世町

山方En溝免定之蕃｣ (福井一部氏蔵)と同年の ｢嘗

折目僚｣ との 1対をとbあげようO

大庭郡久世村山方印放免定之事

故応 5

-高 5占9石 1斗 9合

比択 528石 1斗 9合

田高 高 41石 2斗 9升 1合 年 引

内高 5石 4斗 占合 連引

高 20石 7斗 8升 皆無引

残高 255石 5斗 9升 8合 5毛

比取米 144石 5斗 4升 1合

畑高 248石 2斗 5升 5合 5毛

有 81石 7斗 2升 8合 年引

内高 2石 2斗 9升 占合 連引

高 5斗 8升 9合 当用引

残 高 1占5石 8斗 2升 5毛

比取米 80石 5斗 d升 7合

右 同 断

高 22石 占斗 8升 1合 同所新田

比 訳

田 高 8石 占斗 1升 9合 5

高 5斗 7升 7合 年々引

内高 5合 連々引
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高 5斗

残 高 7石 9斗

取 米 5石 1斗

畑 高

内 訳

14石 占斗

内 高 9斗

残 高 15石 1斗

取 米 4石 9斗

高 15石

取 米 4石 9斗

高 1斗

取 米

比 訳

田 高

取 米

畑 高

取 米

1升 2合 皆無引

2升 5合 5

2升 9合

コhノ々
連

5

合

合

合

合

5

5

′凸

▼3

成畑田

5合

合

合

合

9

2

7

1

升

升

升

升

rO

N1

1

5

開脚合2升5

断

斗5

同

石

上

7

合

合

合

合

dr

1

nD

5

升

升

升

升

2

5

2

LrJ

斗

斗

斗

4

一▲J

石

石

石

.d

2

1
.

上 同 断

2斗

比 訳

EEl高 1斗

畑 高

取米合 258石

5升 1合 同所新田

5升 5合 取米

9升 d合 取米

9升 占合

- 1 22-
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2升



-, 米 5石 1斗 4升 三舎 国米

p(米 245石 2斗 王升 9合

内

米 4石 9斗 5升 ○○村之何年当米引

穿 米 240石 2斗 8升 9合

外

-, 米 4石 1斗 9升 7合 糖茶代

-, 銀 28匁 5分 林山遇上

-.同 10匁 猟師鉄砲遡上

-, 同 1匁 9厘 5毛 包藤

一, 同 5匁 5分 9厘 d毛 1石に付戯 占0日

米 241石 1斗 8升 占合

納合 銀 42匁 9分 5厘 1毛

右之適当印御成箇相究上着村中大小之首姓不残の金無頼連致割付定日之通急度司皆済者也

駁応 5年卯年 18月 字 詮 之 進 ○印

席 兼 次 郎 ○

小豆島御用

長 康 之 助

西 稀 五 郎

樹 良 之 助

脚 堆 石 二門

〇

〇

〇

江戸御用

河 ○ 助

渡 恭 助 ○

江戸御用

二 五 耕 助
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大阪御用

イ田 源 吾

同 量 男 ○

皆 済 日 銀 慶応 5年

高 599石 5斗 7升 5合

一,米 240石 2斗 8升 9合

一,同 4石 1斗 9升 7合

一,銀 2占匁 5分

-,同 10匁

-,同 1匁 9厘 5毛

-,同 5匁 5分 9厘 占毛

-,大豆 17石 9斗 8升 7合 5

大豆 5石 9 ･ 9 ･ 5 ･ 7

内比銀 2貫 占24匁 2分

御本途国米共

糖藁代

林山連上

猟師鉄砲運上

国銀

高 100石に付 5石

' 5

大豆 11石 9 ･ 9 ･ 5 ･ 9 ･ 6

-.米 6石 5斗 9升 5合 諸請米

元 860日酉 よb来年迄 10年払

銀札 8占匁御代官付返納

元 12石 d ･9･5着当卯年よbO 迄 10年弘

一, 米 1石 2 1 4 ･9･5 上同断

合 米 252石 5斗 5升 5合

大豆 11石 9斗 9升 1合 A･占

銀 42匁 9分 9厘 5毛

銀札 2貰 700匁 2分 5厘 2毛

内 払

米 10石 7斗 9升 2合 5･1 大豆 日 石 9斗 B升 1合 9 ･ 8

同 5石 庄屋謂
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分敬

N1

合

合

合

合

8

4

7

9

升

升

升

升

▲0

1

4

5

斗

斗

斗

斗

5

9

.1

9

納 合

米 258石 5斗 9升 8合 9

大豆 11石 9斗 9升 1合 4･占

銀 42匁 9分 9厘 5毛

銀札 21‡ 800匁 2分 5厘 2毛

右之適当印御成箇米銀大豆消払皆済月食仕上申俵御座屑以上

久 世 村 山 方 庄 屋 守 助 ○

彪応5年卯年 12月

右之通引渡御勘定仕上申候届相違触御座候 以上

卯年 12月 中 庄 屋 種 村 福島専任エP東〕

右之通相遠軽御座候に付奥甘仕節上申候 以上

卯年 12月 大 庄 屋

御代官所

右相違無之者也

御 代 宮 下

大佐間右二門

⊂]

買私体系としては,物成 (本年斉)及附加現としての夫米,国米,凝藤代の三種を総称して産

米と呼び,外に地子米 (銀)避上銀,万謂代などの雑読をもって貫租大系を構成していた｡又物

成の一部を麦,大豆で代納させた｡

大豆成は,平均して 100石につき5石であった｡連上肢およそ典薬以外の生業に対する租税と

みられほとんど銀柄であ9万諸代は狩猟に対する隼札料または免許料あるいは山林原野の竹木薪

炭茸類を採取するときの入札代というべきであった｡

次に商品の生産と流通については,番怒体制下の封建森村は中期を通じて動揺の色を砕くし後

期に及んで変貌にさらされる在方商薬の趣い草は初期には城下からの在出商人が主体であったが

元締頃以後は超村につぎつぎに出現した問屋仲異,居商人及零細行商人 ｢ざるふb｣をどの商人
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化した姓氏連であった｡

ともかく在方商英の統制壮文化以後は一層細部にわたって厳重になった.天保前後以降に於ける

商品作物 (木綿,生糸)を基礎として商糸生産があD.捉末期農村の変貌は一層蘇刻化していっ

た｡在方商人の大半は零細曲の商人化したものであるo更に曲民の階層分化の現象d:.村では庄

屋と9割の焚曲との対榎的を存在形樺が浸すTa=hす進展しつつあった｡

天保以後一層進展していったO

尚,近世に於いて稲の外に,主な作物は,木綿が限られた地域のみに反し鹿革はほとんどあらゆ

る地域に作られ必村を商品経餅に引き込んでいった｡特に久世ではきざみたばこは盛んであD,

重責も窮要産業の一つとなった｡

例えば津山藩では倉敷村,中福田村,土居村,久世村,福渡村を初めとする市内 18ケ村で一年

に2度の牛周市が立てられたO又はつきDとした専売制は実施していたいが津山城下と大庭都久

世村に限って夷約,線綿の販売や他国船との取引を許されていた.

以上

2 農民一漠の発生 とその経過

徳川封建体制の遊民支配は,武力に始せる政治的支配を中核として,士激工商分粗といった身

分的支配,かつ#藩体制の基盤たる典民拘束に至って,その様相を明きらかにすることができる｡

戯民は自らのものを供する為に働 くのではをく,年貢の為,領主の為に,その心身丘況して封建

体制維持にかbたてられてVlたといえる｡

この経済的.政治的,身分的支配の封建体制下の25D年間の長さにあって,矛盾,舶争が表わ

れてくるの勘 必然的結果の産物だとV}つても過言ではたかろうoこの具体的なものに,姓氏一

喝首姓一漠という総称を与えている,,しかし一口に百姓-溌といっても瀕支配者の支配者に対する消

極的抵抗から横極的抵抗に至るうで多相を示している｡そこでせず百姓一校というものを明さら

かにする意味で県正座氏の ｢首班一挺の研究｣を参考にしそがら百姓一漠についての一般的概略

を見.同時に久世周辺凸村を中心とした作洲における十投の発生原因や形態,時代による性格の

相逮夜どを見た上で久世周辺曲村の関係した具体的を百姓一折につhて調べていきたいと思う｡

イ 首姓一哉発生の原因

原因にも.その-撰を先発せしむるに至った培車的なものと,直接の動機たるものがあるの

で,まず東田と動機に区別してみていこうO

α) 釆 因

･ せず栄一に上げられるのが F地方的人情気質｣ この気貿というのは.その他の地理

的条件,気候的条件,政治的条件,経済的条件などによって左右されるのは当然である

が.その中でも特に-潔-の大きな要因とたるものは.その地方に前時代若しくは現時
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代の落伍者がどれほどいるかとvlうことであろち反抗的.闘争的和神に渦ちた落武者の

子孫適が片田舎からのし上b徳川家へへつらって名をあげた盟主-密旗の目をra:け,反抗

的鯛慶を示すのも無理からぬともいえる.作州山間の場合も,備前と逢って,由緒血統

を誇持している盤民が相当多く住みついているo又現時代の落伍者として≠浪人 〝も~

つの大き夜要田を有する｡彼らは,,Q民でもなく町人でもなく,勿論,もう武士でもな

く,中途半端を位置として,武士階級への反抗気分を増強させているので百姓-漢に浪

人の閑係しているものはきわめて多い.

･ 第二に｢領主交替の事態｣に対して｡ 感情的にも薪領主に対しては,親愛感を欠

き,新しいf剛度の布かれることを鞠まをvlものであるが,その上,領主交替におVlては

#府はこれをきっかけに増徴をはかろ5として,検地丈丑を行い,新石高を打ち出すも

ので,これも一漠の因を夜していることが多ho

これに/J､藩分雌の事態を考慮すれば尚更,農民の経済的負担が増すことは明さらかであ

る0 度長 8年 (1605年)の『美作浪人｢漠』は第一の浪人問題 と第 2の領 主

交替が原因たることは明白であるO

･第三は作州が F山地僻遠の地方｣であること｡同じ岡山県の中でも岡山津など南部平
野地の藩に歓べ.莫作地方は,はるかに十賢の数が多く,江戸時代,岡山県内で発生し

た一躍 44件の中,20件は作州で発生している.津山藩の内部把かVlても,一供は城

下よbも山間の村々で多く発生している｡

･ 第四に ｢男女人口の不均衡｣ 前弟一節にふいても見たように,早魅,俄軌 大風

洪水による食生活の困窮仕,農民の間に 〝間引き≠の風習を生み,労働力の小さVl女子

は,その n間引きVLの対象とされる率が高くて,普通の状態でも,女の人口は男のそれ

よDも一別少く.地方によっては,男 100人に対し女 50人という所もあったとvlうQ

この不均衡が大なれば浸るほど,首雄一膜吐起こb易く,,又其の一撰の性質も狂雛 を

帯びてきている｡

こういったものが各地での一溌発生の素因となD,次の掛幾(因)と結びつVlて始めて-漠は

発生しうるのである｡

L･) 動 因

･ 自然的事情に基くもの

天災地変,囚作殿丘卸l'vlかに頻発してt̂たかを,江戸時代における兵庫郡内の様子よ

bみてみると(｢真庭郡削 よか抜革)

慶長 12年 (1占07) 9月洪水 東応 5年 (1ム54) 7月洪水,延宝元年 (16

75)洪水,高EEl川,木川水道大に変ず.元録 15年 (1702) 7月大風洪水.宝永

7年 (1710)8月大地霞.享保元年 (1716)飢臥 享保 7年 (1722)大風

洪水,同年9月 (1724)大風洪水.同 10年 (1725)大草,同16年 (1751)
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大風供水,元文元年 (1756) 5月洪水, 同 4年 (1740) 8月大風洪水,宝暦

6年 (1756) 9月大風雨,明和占年 (1769) 6月供水,同8年 (1771)大

早,天明5年 (1785) 8月洪水,同6年 (1786) 8月洪水,寛政4 (1792)

年 7月大風雨,同7年 (1801) 8月洪水,文化 5年 (1806)大草,文政 5年

(1822)大風雨,同11年 (1E128) 占月大風雨,同12年 (1829)大風雨

弟永 5年 (1852) 8月洪水,安政元年 (1854)地歴となってL̂る｡

徳川250年間に真庭郡内だけで25回,特に享保年間以後は,激しく幕末までの15

0年間に 20回,つ壇B, 7.5年に 1回の削合で歴史上に記されるほどの大風雨,洪水

,大草などに見舞われているのである｡これらの天災袈乗の結果は必ず農作物の不作と

をb,大凶作一大職種をもたらも しかし｢股的にみて大凶作.TP大磯髄の場合kは却って

一漢の発生は少たく.一寸とした不作の時とれ 大凶作後数年経て.回復しかけた時に

一挺は勃発する傾向にある｡これは何故だろ)か?凶作,戦艦が百姓一摂発生の必然的

な動機と在らないで,之に対する当局側の態庇や対策の不誠突き又之に乗じて暴利をむ

さぼb物価勝負の因を夜す軒高が横行する場合,ここに百姓一漠は発生しているのであZb

元文5年 (1758年)の『勝北非人騒動』は洪水による凶作からの職鰭にたえかねて

かこされた例である｡

政治的番情に基くもの

これは大きく三つに分けられる｡ます第一に ｢財政審情｣｡この中には前述の自然的

事情に基く軽済社会の混乱と相関遁している所の望税負連や,市財政窮乏による専売制

とか,紙幣の荘発といった問題が含まれる｡

こういった財政上の春情や食恥欠乏,物価勝央といった自然的事情は,経済的動因とも

言い換えうる｡
巻くノらゆう

元録 10年 (1697)の『津山領一撰』.享保 11年 (1726)の『山中一環』,

寛政 9年 (1797)の『莫作天領の国訴』は明きらかに重税負担の因を含んでいる｡

第二に ｢武士及び村役人の非違｣O 武士の非連は一般に領主不在の時に起b易く,節

訟法というものがあったにもかかわらず,姓氏が領主に訴訟したとしても,役人自らの

非達の為,沢山の役人の手を経て,上意に適するととは,困難で,どうしても上志した

い時は,非合法なる愁訴,感訴といった手段をとらざるを梅をh状況にあった｡次に村役

人,所≡凱 庄屋,組頭,百姓代の地方三役の非連によるものを上げてみよう｡

村役人の中でも特に庄屋というものは,百姓と武士の中間的存在で,時によb都合のよ

い方の立場をとb.時代が下がるに従って,政治的にも,身分的にも支配力を増し,経

済的にも百姓を圧迫するようになったので遊民の反感をかうに至った｡享保年間の『美

作山中一撰』にかいてさえも既に打ちこわしの対象は大庄屋,中庄屋,米間昂となD,

その要求都項も"大庄鼠 中庄屋,村庄屋の役を召Llげること〝 そして"自分達で
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選んで決めること 〝といった条項が見られ.その反感のほどを示している0

第三は ｢純行政的処分｣｡これには,裁決に対する不満と転封国除に対する不満が上げ

られる｡前者は.地理的に離隔した曲民相互間の闘争を裁決する際,一方の村が裁決に

不満をもってお こすものであるが.作州に卦V>ては,この例はあまb見られをい｡後者

は井府が簿に対して下した処置を不滴として卦こすものであD,又,今まで上げたもの･

のような経済上の問題とは無関係である点で.特徴があるといえ.るO享保年間の『発作

山中.一項 』を導いたのは,大きく,松平挽五郎a)迫領 5万石の不確定に拠っているし,

虚長年間の『美作浪人-撰』も.小早川,字音多両氏の旧臣で,土着浪^と怒った者達

の主従観念からきていたとL̂えるO

動因としては以上の様をものが上げられると思うが,これを簡単にまとめておこう｡

｢自然的事情 -

食耀欠乏

物 価B8分

盲姓一環の動因

抱負#重｢
_

上

一席の専売等 -

役人の非逮

純行政的処弓

経済的事情

武士によるもの

村役人によるもの

裁決に対する不満

転封,園除,渡封等に

対する不満

以上,あげて考えた棄因や動因は,各 々,独立したものとしてでなく.それぞれが田と夜勿

来となD.混然として,又相開運し合って-涙を勃発せしめるのである｡
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ロ 首姓一挺の諸形態

最初でも述べた様に首姓-横は大きく,消極的溝抗によるものと耕梅的抵抗によるものとに

分かれうる.何れにしても,首姓が団結して徒党を組み,愈爽行するに至れば,その時の事情

によD,消極的抵抗にでもなれば.勧趣的蛙抗にでもなbうるのである｡熊正巌氏研究による

～漢の新型では抵抗形態よbみて,逃散,越所,強訴の三種を上げられてLhるので,ここでも

その三超を代表として考えていとうと思う.

α) 逃 散

消壕的攻抗は横棒的蛙抗とは遮って,何ら税壕的反抗を試みずに単に苦役からのがれん

とするもので.諸種の方法が企てられているが.その環たるものが逃散であるといえよう

首姓が,苦痛の加えられない他地方へ出奔して,其処-安住せんとしたのが逃散の基本的

を性格である｡しかし,この性格も次弟に変遷し.逃亡目的から領内の不正を他億へ行っ

て訴えようとする一種の示威運動とをD,或る意味に於いて,間接的を疎極的抵抗と怒っ

た｡

初期において,少数者が隠密に逃亡してL̂たものが,漸次多数の過村大衆が徒党を組んで

逃散するに至っていることからも,示威過勤的様相を見ることができよう｡逃散は,何よ

Dも前額的に境抗するのと違って倣牲者が少くてすみ.抵抗方法としても極めて力強く.

たV>てい成功をかさめている｡ 地理的には四国におLlで逃散は頻発している｡

逃散の一環総数に対する比は.全国的には8･4啓 山陽道 (播磨.美作,備前,備中,価

後.安芸,周防,長門)では 5･570 作州では 20帝である｡延宝元年 (1d75)の作

州,*uJ寮内勝山地方の遊民逃散壮環も大規模で奇抜で且つ古いものである｡

ム) 越 訴

蝕民が曙密に集議し,その代表者に訴えさせるもので,愁訴に比べ一歩強硬を手段とい

えるoしかし,｢定の手続きをもって役人の手を経ることなく,上司に嘆願しようとする

筋適えのものなので.報あれる率は少い｡これには,大体三種ある｡

イ 自己の領内にかいて,その}定の手続きによb戯いを出さずして,領主又は代官に直訴

するもの

ロ 自己の藩の領主又は役人に対して厭いを出さず,隣藩に事情を訴え,間接的に意の存す

るところを伝適しようとするもの｡

- 最高支配者たる耕府に対しての越所でもつとも多くお こ表われたもの｡死雛となるが,

札弾方法としては有効なものであった｡

越訴は全一環中の21･5飾 (全国的)を占めている｡

C) 強 訴

農民が典短の力でもって強く訴えるものでとう呼ばれてLhる0｢合法的手段によって其

の要求を訴願し,其の容れられざるに及びては,暴力をもって強訴し暴動を企画し,役人
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を威醸し,其の要求を井徹せんとする｣(｢百姓一環の研究｣よb)
強訴は徒党を組んで厭いの筋を通そうとするまでの塵民の強硬な手段であるといえるが,

｢いずれにしても,従来よb加えられつつ参る精神的苦悩又は将に加えられんとする快悩

を自己の骨刀両も暴力に依カて砕勘 勺に,根本的に除去せんと宮来する｣ (｢首姓-漢
の研究｣エb)ものなのである｡

表 1)毎 2 0年首姓一群発生件数 (全 国)

備 考 :｢育姓～漢の研究｣よb作成
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- 時代による百姓-漢の性格の相凄

く江戸時代初期>

慶長 ･元和 ･寛永頃1.- .･･･.新田開発が奨励されている時で,曲民は待遇のよbよい所を求

めて≠逃散 〝が多い｡これは笹除.転封夜ど,徳川封建体制発

足における新故地,新領主への反抗であって経済的,財政的意

義を有言夜ho地方の有力者,薮族,名家.浪人によってかこ

される

万治 ･蒐文～元轟初期- -･･.封建体制も確立され,社会も落ち清いたのか.一撰発生率はき

わめて少ない.が発生の原因は租税の重訳に基くもので･地主や

村役人が村民を代弄して領主に年頁の淑免智請うてV}る｡

<江戸時代中期>

封建制盤の個熟と共に武士階級の財政的基盤が動据し,又武士

階級の階層が分化したbで,遊民を圧迫し,非連,互許が匿重

在る.放民は村役人の不正を追求し大挙して代官所や村内の有

力者告発うように浸る｡

網舌代はまだ,外様大名に目を光らせてその娩封.転封をはか

っていたのて.慣主の失紫を告げるべく≠越訴 〝がよくおこな
われた｡

<江戸時代後期>

商品貨幣経済が発達し,武士は財政難を専売と紙幣濫発で補い

良民は鹿重液る天災,囲作,既出で疲解していたCこういった

状態の中で純粋の経済的意味を有する大罪偵な首姓一一漢が各地

で続発した｡

<幕 末>

婁永 ･安政------･･--武士の統制力は弛接し,封建社会の変貌が著しい｡との中でよ

bよき鰹済生清をなさんが為の掠奪-僕が多く発生する｡

首姓一茶仕組放化され,思想的背景をもった政治的要求をかか

げる｡淡染一挺の如き戯民による-漠も起こされる｡

尚津山常にかいては ｢江戸時代初期,知行制度がしかれて村々は給人と呼ばれた家臣適にi:

って分割されてV,たので.農民の抵抗は村単位でさえ十分には行なわれにくかったが.やがて

この制度が全廃をhL変革されたので全港的な遊民連動がかこbやすV'条件ができた｣とあるo
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表 2)発作地方における百姓一薪抜革

西 歴 年 次 支酉己関係 発 生 地 域 原 因 . 結 果 . そ の他

1605 慶長 8 津山藩 巣作各地 T森氏入国に軌 未発踊 る(浪人-4 )

1604頃 座長年間 〟 〟 集城夫役と検地に反対

1675 延宝元 〟 勝南掛 ヒ両郡 五和,逃散 し要凍入れられるo

1685 月享 2 〟 東南条郡川崎村 村落移転に反対,成功せず

1698 元録 11.lll 〟 東北条 .東南粂西北集.西条詩郡 我法改正反乱 不成功で主謀者8̂ 析卵
1726 享保 11.5 天 領 勝南郡 凶作

1726～ 27 享保 11,ll′､.12 TF *LU* 全領土 山中一群 ((4) 項)

1759 元文 4正 天 領 塗慧 髭 腐 鰻催救助米の要求

〟 N 4.5 〝 勝北 .青野両郡 〟 (非人騒動)

1747 延享 4.令 〟 勝南郡爾葡柑 納税困灘で逃散

1785 天明 5.5 *tllS 津山城下及久米北条.久米南東郡 米価勝仁で打ちこわし

1786 〝 6.12 〟 津山付近 不 承

1798 寛政10.6 天 領l 美作全 天領228ケ村 哉制改革に反対,越折 (寛政国訴)

1815 文化 10.j1～旧小田原.倭 久米北条 西川陣屋の廃止及び大阪ft酢 ⊃遍務を零南条両部 釆地所

1825 文政 8.12 莫作各地 牌 と掃磨平福認 諾 % 5)ゆ& )b J うちこわし

1827 文政 10 勝北勝南面郡ほか四部 不作,暴動

〟 〟 条f;T ::号豊 〝 〝

1855 天保 4 浄山帝 凶作の為,免租を要求,強訴

1866 庭応2.ll 〟l 全領土 蔽応師 (若しくは改正-挟 ((6) 項)

〟 腔応 2-.11i天 領I 勝1ヒ郡 戯 溜 人夫摘 入欄 の劉bあてに

〟 l 〟 竜野藩頚 所 勝 南l久米南条両部 強訴

〟 慶応 2.12 津山席 西 条大庭両部各地 強訴

1868 明治元 .4 蓋野票 檎 米南条鞘 年貫半減令の取b洞に反対 .適所



舌んちゆう
二 乗作山中一挺の由来とその経過及び性格

ここで久世を舞台にして披b広げられた.黄作山中-撰について.その発生の原因から経過

を辿ってみていこうo

享保 6年 (1721年) 2月 7日.松平挽五郎は津山寮 10万石を袋封したo この時,わず

か 6才の幼令であった｡一方この年代は,実作地方においても,飢軌 洪水などの災害が相次

ぎ,浅五郎が池野してからも,享保 7年と9年の大風,洪水.10年の大草と津山帯の財政難

は一層かbたてられていつたoそこで藩は#府の示酸を得て,財政の改革に着手せんとした.

そして久保新兵を御仕暦方に仰付けられ,財政の趣て直しを企画した｡ところが久保は ｢仕億

万以ての外不宜 .御上を加すめ,下たををやせし,神仏を軽しめ,仁鶴五常之祭b事をいせし

め,諸役御運上を相増し,己午両年之悪歳に加免を申附,町在之者に御用銀を申附,人別家別

に割付昼夜席数取立,麦作の蒔付を差留め侯｣と『作州津山御領分有姓厨勅之由来』にあるよ

うに,時節の状況をまったく顧みない冷酷を方法によって.農民には四歩の加免を申し渡して

納期を1ケ月早めた上,納めぬ中は.麦の蒔付けをも禁じ,大庄産適に命じ,軌 鍬にまで封

印させて,その徴税を迫っている.又,町人にも御用銀を申し付けて ｢多く諸人の欺きかきb

75:し｣とvlう状態であった｡しかし,この趣は藩主に聞こえ,久保新兵は役儀を召し上げられ

四天の稲に押し込められ｢故諸人是潤し者,悦串かきb表し｣という結末にをったとある｡

しかし,これらの語合が取力下げられたわけで仕をく,この撤回を要求して一県は山中一帯に

広まっていくのであるC.

このようを中で,享保 11年 (172占年) 11月 11日,津山帝主於平壌五郎は逝去し,

松平知滑の三男,亦三郎が5万石を相続することになった｡が残 b5万石につV'ては,江戸表

よD,仰渡しが無いがままに領民は不安にかきたてられていた.というのは,大庭郡,真般若B

は津山からは程遠い地で,種々の風訳が伝えられていたからである｡例えば.旧封内の何郡何

村が幕府に返納という命もきていない中から,勝山以北の地は,希有にをるのであろうとのう

わさまで流れていたのであるo

こうした動揺の中の 11月20日,美作山中にかいて,上河内村 (現兵庭郡落合町上河内)の

大庄屋近藤忠左南門と下村中庄昆三郎兵衛の両人が密かに西原 (現其庭郡落合町西原)郷蔵納

めの田地の作徳米 84俵を持ち出し,隣家西原沓助の所-預け置くという事件がかこったので

ある｡そして,これが山中-操の着け火となった｡両人が同日,審方船でこの米を積み出そう

としていた際,40ケ村の百姓がこれに気付き,村々よb大勢が罷出て愚ぎが大きくなってい

ったo村々の大,中EE屋は,｢御中院之籾に候内,鮎申侯え｣と鎮定に努力したが,J.zi民連は

なかなか引きとろうとしをh o持ち出された米については ｢先年よb西原村近辺拾ケ村の百姓

中奉願仕｣西原に米･大豆共･郷納に仕来候,尤番変解 候飾者 右之村寄相汎 御勘定御請

負中に付,郷茂納に被仰付｣とある様に,いわゆる備荒貯穀用 (非常時に備えての村持ちの米
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大豆)であったものを,闇酔班馳 姦左街門が大庄屡以下に相働いて,去る夏頃までに借米分

として,代官へ勘定を済ませたのであって村人遠の米,大豆は.借米払い用と食わ,両人が持

ち出したのはどうやら彼らの持ち分であったらしい｡ところが. この飢伍の際で,郷我人b分

は.全て封印になるとのうわさにエD,両人性軒かに持ち出すことにしたのである｡昏ぎの中

を丁度 (津山エb)久世村へ火番としてやってきていた役人九太夫が取b銀め役と夜D｢此方
之役目二無之故 吟味-致不申候得共‥----乱 吟味在之間弓轡 可申｣と22日･どう
やらおさまDを見た｡｢郷茂之鏡とは乍申,稀断 も不中上.米取出候事,御社慈敢存-.･-｣.
ということである｡ 早速,26日には,坪山代官よD,忠左衛門と三郎兵衛の所へ,取朋針ヾ

の為の召状が参卵牌Jこの両人は宿元を立ち.27日未明津山まで.罷b出したのであるが.

｢何とやらん,気遣教布教九 御容も可有御座襟に薮推寮｣越町痛よb欠落してしせったO

そこで,27日夕方,津山藩の役人,山田文八,山根妊右術門が上河内村Tiで,足を運び家財

道具を改め任いたが.11月28日から12月5日までに納めるべき年貢も納めてあるし.私

類の引込も無いので好事穏便に取bはからって樺山へ帰った.上河内村大庄屋復姓当分,目木

料 (現久世町日木)大庄屋,福島拳兵術へ預けられることになった｡

ここの事情につVlては,文机史料に,まったく故せられていをVlことをのであるが,手島載胤

氏 (久世町中島?)の主張されるところが多V,忙関係あbと思われるので.とこにあげておき

たい｡それは,久世から横み出される所の米の大阪での相場と. この事件との関係である.前

述べたように樺山静は年斉納めの期限を早め,その上もし,不納の場合は.鋤鰍に封印して,

次の麦蒔付をさせ夜いようにしていた.

そこで久世を含む津山潜の徴税は,西日本各地でも非常に早い部類で徴税された米は,直ちに

大阪へ遊び込まれてゆき.大阪の相場は,直接久世に研いていたことがわかる.早く大阪へ運

び込まれれば,連び込まれるほど (はぎかh期のために)米相場は上がるわけである.このよ

うに,津山醇では,米を早くつくることによって,大米商人を育てあげていった｡例えば.壕

令.大阪屋 (今の鹿協あと).山口屋 (現在三重呉服)という大米商人抹久世にいて.又.落

合の金田家の繁栄もみられた｡

それでは,何故,これほど久世に大米商人が守ったかというと,それは旭川という大阪への大

動脈が久世を通っているからである｡醇山周辺は菅井川によるが,その他作州.西半郡はすべ

て,この旭川を利用して,連び込んでいた筈であるo (一河川交通の研究の項を参考にして頂

きたい｡)このようにして.取引きの中心は,当然久世.落合の地に集まD,ここに商業的典

薬による利益追求がお こなわれていくわけである｡こう見ていくと,大,中庄屋や郷蔵主と農

民の間における前述の対立朋係の意味が少し,理解できるのではなかろうか..--･･

しかし,この厨批 山中の村 へ々叩こえ,尭鵬郡塊 牧村 偶 湯原町牧)の池田徳右稀門

見尾村 (規則 町見尾)の樋口弥治郎.施 村 偶 爵原町向立石辺)字旨弘 半六らが頭甲
と夜D,前日.上納した年貢米を返却されんことを嘆願して,六無の盲姓へ,天狗状を廻し.
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惣首姓へ直訴の臓起を呼び起こしたo天狗状とは≠宛も無く,出処も相見申さず 〟といった秘

密の廻し状であb,この時の内容には ｢此珪 ･同心,不致村方-焼打こいたし申｣とV}う強い

決意がこめられてあった｡ 12月4日未明には.西山中の三家,温本,′J＼東谷の三ケ蝕の百姓

が久世近辺の堂社に集まb,同著時には,目木,河内両伽の盲姓も相兵せってその数凡そ 5,0

u0- 4,000人ばかDで晩 彼らは,軌 熊手を携えて,久世の町中に充満して,≠庶事

があるので.津山へ罷出よう〝と 声高に騒いでいたO幸い,愛許に九太夫が話居たので,

凍み出し役人の旅痛に立ちかおって,徳右衛門と半六が願いの筋 ｢山中年々獲困窮,皆 乃々飢

候間,当年未納脊K:四歩加免.御用拾被下僕｣を申し述べることができたoところが.その夜

五ツ時 (午後 8時).又もや戒米を勝手に舟積みしているところを百姓適は見つけ,これを取

b巻いて≠盗人 Pと騒ぎ立て,その結果百姓遠位,これらの米を町-持ち上げ,香をつけ, 5

日には蔵元である山口屋六郎石工門,壕谷屋太郎右工門,草津屋庄左二門.丸新 Il右工門の所

の米を改め僅レ.て管理し,夜には.目木村大庄屋福島巷兵衛,同中庄屋息次郎宅へ押し各せ,

戸窓を打ち破b,諸道具を踏み散らし.これまでの憤慨を爆発させたのであったoこのことは

津山表へ注進され,山中代官三木甚左術門,目木河内代官山EEl文八が仰出されて,久世村鍋屋

境において徳右二門.弥治郎と軟判.交渉の段に至った､訴訟の趣は,諸々の史料から整理し

てみると,次の如きもcL)である｡

-.当午歳の御年買米.国米,噸 代,諸給米.本途八歩六厘先違而遂上納候｡相襲 ル壱歩四

厘未納御免可被下僚事｡■■■■■●●●●●

-,四歩の御加免-御免可被下候. 大庄屋加判借米返済-御赦免可顎下侯番.●■●●●■■●●●●●●●■●●

一.大豆納並御年貢惣而諸道上銀,御招免可被下候事｡
●●● ●●◆●▲■●●■

-.大庄屋,中EE屋,村庄屋役儀御取上,村々江状差相立御用耕し可中春｡●●●●●

一,大庄屋,中庄屋,村庄屋方江,有之候御下ケ札,諸帳面,其外啓類不残村之首姓へ御渡し
●■●● ●●●■●●●■●●●●

可被下僕草

(点 ,範者)

午 12月 三家.小童谷,教本.E]木,河内.宮

西六触村有姓共

これに対し｢非法之願番候へとも,御時節柄何分此度はぜ俵に恥 かり････.｣と相続問題でご

たごたしている藩は,次の如き返事を以て.これらの要求を入れて大体おさまbをみた｡

御代官所 よb御智之事

I.此度惣百姓中 エ b厨之通 b致衆 知候 我等も安堵申候 以上｡

享保 11年 午 12月 各触惣百姓中
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しかし,いったん火のついた段数は,西六蝕の天狗状や扇動者連によって津LIJ藩全土に組放

だって起こされ,同 12日には.外代官支配にある,/｣､中原蝕の百姓が残らず,-の官迄髄b

也 ,川辺.野介代,一の宮,鹿部蝕の首姓と一緒になって2,000人ば か Dの集団が東山中で結

成され,｢西筋之様子と連,不礼成恥は.普而 不敏候碍共｣三木,山田の両役人に,次の如
き戯啓を出したのであるO

車 威 容

-,雷午御成緑園米棚森羅給米詩に立,本遠に而八歩六厘西山中も上納仕,或る米妊

御赦免被遼侯由.宮触 々も右之過敏仰付 被下僕は'狸有可奉存候O

-,御加免之義 当年性悪年に而迷惑仕儀間.御免可被下候封O

-,山御年貢銀新銀に而 十割増額仰付,当過銀御違可被下僚串｡

-.鉄砲御逓上銀近年被仰付.猟師共少身に而迷惑仕侯.今年よb御免可被下僚串｡

-,御蔵上納米之義.年によb大豆,栄.宅石に付弐三斗に而,買調,代米六斗に大

豆被下健二付.相米大分御座候而迷惑仕陳.此以後其年之相場に而,損米無御座

候様御勘舛車願偉容.

-.御連判,年府米其外大庄屋判以上,借米諸借米利分取立侯得共,他人出来迷惑仕

儀cEEI窮之百姓井上御代替bに而茂御薗民間,西山中並に被仰付可被下,何分下

方放れ不申様に奉巌候.

-,大庄境本諸入用打欠割賦順之四年舟.触 大々庄屋元 よb今明日之内御取寄禎成御

渡可被下候O私共欺き之筋御座候は.大庄屋中庄屋役も召上可破下僚｡ 村庄

屋は,正路え役人を用中産奉存候｡

-.在中諸&JIJ入滅申候は諸胎米も御吟味之上,御創造可被下供奉O

-,右の通被仰付,過米御座候村は御吟味之上御立用をし正米御返可被下僚｡ 尤御

未進米は井村々よか御取立可改造僕番｡

右之原之通被仰付被為下.御番付禎下値億は 安ゝ堵之上,双方早速引取可申候｡為其乍

恐厨番差上申償以上

/｣､中原

綾 部

午十二月十三日 野介 代 触 百姓

一 ノ宮

川 辺
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このように腰いの趣技,大意,酉転の願いと同様であったが,結局,西在よblは願いのヶ条

多く,砕紺のことにまで及んでいた｡が ｢諸薪維渋之串とも即座に事難決｣と15日の昼中詮

議し,"鹿之筋西並に申渡其外枠紺之甑串も夫 取々計･.･ .･.〝というととで,こうして夜中

よb15日朝までに願いの衝は碍b立てられ.引き取っていった.

然る所 12月 1占日には,東南山中の二ノ宮.院之庄.項谷.田辺などの触村々が埠起し

翌日三木,山田の両役人が取b銭めにゆき.同じよう夜条件で妥協して引き取った,

□ 了-r '/＼､療 景
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これらの細争の結果.潜は,惣四歩加免 11,O48俵余.宅副四歩未納分22,000俵,

都合 55.048俵の挽矢をこうむった｡逆にいえば,曲民が架空の55.口48債分を闘い戻し

たのである｡ 山中一体では.それからも掴争比ねげb強く繰b返され.12月2占日には.

三家大庄屋進五左工門宅へ入b込み,正米 dO俵を奪ったD.27日には.小童谷大庄屋宍戸

音右工門方へ入b.58俵奪うをど米の奪取行為と共に.芽記蝶帳の引渡しや諸役鼓につくも

のの不正を摘発していったoこれに対し.市当局比 ｢救済用の米切手 2OO俵分を与えて.良

民の慰撫を抜かった.ところがこれが逆効果を生み.救民は米切手を直ちに現米に引き換えよ

うとして.大庄屋や古商の宅などへ押しかけて,米のひき渡しを求め,応じなければ打ちこわ

L-,du抑u (『岡山娘の仁揖ヒ』よD)のである｡

こうした略帝行為の応酬によD.大庄屋遠は市に救いを求めたので.醇も翌年正月六日,三木

山田の役人と目付の山田兵r,qの5人に足軽 dOノ＼はかD,そして飛道具の品々を持たせ,まず久

世村へ強硬弾圧に向かわしめた｡ 9日には新庄把まで進んでいたoそして5役人は徳右二門,

弥治郎などを呼び出そうとするが,三景,小壷谷の百姓遷 500- A00人は鉄砲 500挺.

竹槍 500本を越えて鼎田山 (写賞 1) 等茶 1 原田培えから美甘をみる

へ親D.意気盛んな所を見せた｡
l

そこで帯も｢此上は以武備禎相成可然有

償｣と同 9日,津山よb北郷門左二門,

'J＼口柁四郎,神童右工門,山EEl兵内の4

枚 に̂足塵 140人 (鉄砲持ち).拘箇

15匁.玉 110軌 碩ケ岳 50挺.大

筒 8挺,其外飛道具,青棒 100本斗D

の本格的鼻備をさせて入D込ませ.統vl

て 10日には.岡政石工門,岡政青両役

人に足堰 500̂ ,拘箇 15匁,玉110

挺,唐筒 50挺,大筒5控.法らく火央

5挺,其外飛道具という重装備をさILJ-て.本格的な弾圧把のb出したのである｡一方.鼎田山

に立て組っていた首姓連は.相談e)結果,1〔1日夕方..瀞本村大庄藍宅へ押し寄せ,夜討ちに

しようと決めたoところがとの都を内通した者があった払 拭たさず 12日穂着工門らが土居

村の徳右工門宅 (写亮2)に典まって,追々.他のものも摘おうとしていたところを番人に折

れられてしまった｡ 45人いた中で50ノ､まで召捕Ib九,盈 15日には,徳着工門ら頭取たる

趣の5人は津山へ送られ,残 b25人が土井村中川原で打ち首にされたOこうして一漢は徳右

二門が捕えられることによって瓦解され,見後のとi)でたる弥治郎も高･さ15丈ばかりの岳に

竹槍と鉄砲を和してたてこもったのであるが,≠妙子を捕えて戟す 〝との砂場弗噛こエL)･あっけ

夜く捕えられてしまったOこの岳を"弥治郎岳 〝(写舞3)と呼んでいる0
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写真 2 砿右二門苛墳

こうして 12月 4日から40日間にわたる

山中,B民の闘争も死罪 50余人 (史料によっ

てまちまち)という多大なる偽性をもって終

結していったのである.現在大林寺に57人

盃として祭られてある (写其4)

写捉 4 大杯寺 57人壷

写寅 5 弥治郎獄

山中-損の仏性者については.村名,死

罪著名など,史料によってまちまち夜ので.

あるが,『発作EEI山中一挺史料』に揖せら

れてある｢山中一撰犠牲者法名 (及び名前)J

を一つの手掛かbにして,村と人数の関係

を表してみたV'｡

他に.死罪とまでV,か夜くて.預け人と在

った者が47人V,る｡この内訳は

･山中大庄屋願二付村方御預け 57人
∫
(久世 :土居 2人含まれる)

/

し･大庄即 題島普兵衛戯二付御預け 10人

(久世 :久世山方 4人.樫村 2人

常 管突鮎 もれる)

備 考

｢享保 11年 山甲腰勤番｣よb抜琴



表 5) LU中一鞍泣牡者 (斬罪,際などの死罪者のみ)の故と村

現在 町村 名 江 戸代村 名 人 数

川 上 村 筒 井 和文茅 部笠 木 分 20人 ′2 ,T 25人1 5

揚 原 町 価 5 1

茅 乗吹 I1 7- , 1

田 口 2･ ト1 ノ

美 甘 村 鉄 山

み かも 莫 甘

新 庄 村 新 庄 4 ) 4

l落 合 町 ! 章 票 上 目 ｢

久 世 町 檀 I 2
山 久 世 1 ) 5

八 束 村 下 見 1
中 福 田 1 ) 2

宮 村 河 内宙 東 谷 1 ー 21

勝 山 町 見 尾 7 1 ) 1

総 人 数 ー 50 人

備 考 :｢山中一蝶怯牲者法名｣上b作成
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尚.久世にか ナる山中一群関係者について杜-至だ不明夜点7)埠 いのであるが一ここにわかって

V,る限Dを上げておきたい｡ (菊池LCe太郎氏の御尽力に上る)

･久世 ′｣＼谷足寄兵術

享保 12年閏正月2日に蒜えられ斬罪に処せられた｡

この家は恐らく.今の久世町大字久世字/J､谷,若しく壮久世町の山方分の尾谷から町 (原

方)に出て箱屋でも営恵んでいたものか.或いは.とつ̀小谷家は牧村の池田徳右工門と親

糖か又は知人であったかと思われる｡

番兵楯は『粒山御領分百姓伍動由来』の文中に出てくる′J､谷屋平兵衛の子供であることが

わかった｡

現在の小谷屋について知る人もなく.小谷屋かいつ頃まで久世に居住していたかは不明で

ある｡

･久世山方 治郎兵符

享保 12年2月10日御免となる.

治郎兵衛について,知る人も夜く.又過去帳においでもわからないo

'久世樫盲字行当 粛野 助
竹藤一家の後熱ま,平助が享保 11年の一環に関係したといっている.

或いは.そうであったかもわからぬし,又,平助でなく.父の方の平助であったかもわか

らぬ｡書物が現存しない為に.そこの所は不明である.

竹藤儀一一家の北虫に≠宝鑑印搭 〝が建立せれていて.昔から轄神といい伝えられている｡

そして.姦年竹藤姓に依って一族が盆,彼岸に無能しているとのことである｡

つけ加えておく夜らば.この結果,当主は隠岐に流罪と怒b,家来の中には切腹又杜,家柄身

いとま,閉門で役は召し上げられたb又足轡に仰付けられたものがあった｡

又.垂子替族までも追放になったbしたOこのように山中一腰は曲Bt,領主ともに悲壮な結末と

凍っている.そして大庭.夫帖の両郡は天使とをったのである.

⑳ ま と め

発作山中-鍵の原因は.経済的に吐相次ぐ洪水や凶年で食鉦の欠乏と物価の雌 K:よb支配者

被支配者とも困窮していた軌 財政的には当年のうちつづくにもかかわらず,負担が重かったこ
と｡行政的には村役人が半官半民の年俸をとb乍ら.甘姓には同情せず,反面武士に対してのみ

息鮫をつくし (利蓄牌係に上るもの)行状に非連が多かったことによるものである｡

この-摂壮封建領主への封建掬取に対するただの抵抗で仕をくて,それは.新たに登場してき

た自営本官姓に対する一般首姓の人格的独立汝軒への郎争であったともいえそうだ｡

それは四歩加免粂萌の主張.非速の庄屋役取b上げに伴う民主的首姓惣代の設置の主張,脊類の
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接収,点検の要求夜ど,いまだかつて作州においてなかったほどの主張と行為がおこなわれた

ことからもわかる｡ところで山中-i熱ておける大庄屋屑と帝との括合は商集的利春関係をもっ

た出尖の発展と自営本百姓の成長による結果であろうoそして藩が目付役経営の政党をとった

のも.この自営本百姓の反抗を卦さえる為であったようだOそれだけに姓氏の雷や村役人に対

する抵抗恵託もすさまじく,発端から結末までこの朋争仕完全に出民の手によ.って押し進めら

れている｡それだけにとの犠牲者も多大で比あった.しかし今日に至るまで一蝶の英雄として

徳右工門や弥治郎らのことが需b伝えられてLnるということは,との山中一罪の性格をよく表

しているといえをhだろうかO

ホ 文 政 強 訴

享保の山中一凝 (1726年)以後,大嵐 式鴨両部吐天領と怒った｡名代官といわれる

早川八郎左工門が在任するのもこの時のことである｡しかし.旭川東の地域は文化 14年 10

月に至って再び享保茸所に縁の深い津山城主松平氏の領有するところとをD.領有後 9年白

の文政 8年 (1825年)にこの文政強訴がかこったのである.久世の村は.この強訴で表

面的に姿を表わしてはいないが山中の村々は揚げてこの強訴に巷加しているo例えば,毅原

町の粉本蝕の村 で々ある次栃村.釘貰村,/J＼川村,社村.下落原村.沿本村.田羽根村,≡

世七原村そして現代の八束.中和.川上の三村などである｡そして事件後 10数年ITとの地
は再び.松平飯から天領となb津山顎Dの地となっているO

との文政強訴の原因は.凶作と役人の非速に上るとL̂える｡強訴のおとる去々申年.美作

一帯はひどい玲晋に見舞われ.衰仕鹿D,更にはまで,又数日の北風によD,稲の出来が悪

く.その実入Dの最中に両度の風雨にあって.良民の飢餓は相当なものと75:b.村 の々百姓

は庄星方-このことを申し出たが,これに上く応えようとし夜かったとある｡そこで農民は

庄屋に強く敵対して.ある者仕質物で余命をつなぎ.又ある者性来酉年の毛当で食至しよう

としていた｡ところがその酉年は植付けまでよかったのであるが,夏方には相虫がついて根

が鷹D.その上 8月14日よb 15日の諒方迄.風雨が散しく田畑作はhうずでも夜く.山

林.神木などに至る溝で悉く,吹きとばされ.去申年一倍の濃錐となったのであるOそこで

村方の育姓は披見を甜うのであるが,大庄屋以下.これを取b立てようとせず,かえって年

貢を厳しく取b立てるなどによD.この強訴勃発に至ったわけである.

この強訴の中で.注目すべきことは.雷求の中で ｢早川八郎左二門軌 御免定表の通,仰

つけられ匝横｣とLJ'う青葉があることである｡ 20数年前執政してレ､た早川代官の徳治を退

去しているのは一重に彼の篠行の為であbこれヱb当良民が理解ある執政者の出現を望んで

いたととがよくわかる｡

この柳 の棒巣としては.下長B]村弗右工門,EE周蔵村定右二門ら占人が捕えられ.津山
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泰へ引き耽られ.入弧椎 を受けることになったのであるが,城主松平越後守がこの時.江戸元

にいた為,直ちにこの次発が江戸へ雷上され.越監守は"百姓一人も殺すIii不相軌 兎角百姓卜lF

ベし〝との判断を下し.≠碓敬として切手 8,000億,菅石の値段は.札 75匁宛にて惣御下え

下し取れ 〝百姓一同安堵したのであった｡

(｢文政強訴記｣参考)

へ 貴 広 軌 訴 (改正一 挺)

この臨応2年の噺 の前に･久Luが正接l娘 してV,紬 のであるが･br露管強訴｣ (1･86
4年)というものがあった｡これは克郎3那東茅部村,西茅部村及び笠木分等の贋山市債民が長

州征伐における人足とか.軍夫としての出役に強い不満をもち.この地方に額例の患い大人敦

の逃散一環を企てた事件である. (強訴といえないかもわからぬが.一応｢元治強訴｣といっ
ておくQ)これ比.tf;rj本村から/J､川村を通って津山城下に出ようとする時に.式場領の村 役々人

勝山だLlk.教本蝕の村役人によって説得され,郡無さを得た寄件であるが,江戸末期の世相を

よく反映した一操として考えるべきものがあると思われるので補促的に上げておいた｡

さて.その翌 年々の巌応2年 (18i6) 12月には.明治維新を目前に撞えて.との幽応強

訴 (若しく抹 ≠改正一挺 /つ が山中地方にほっ発しているO

その藤間を考えると,せず第 1が凸応2年当市寅年仕 5年続きの大凶作であったこと.そし

て窮 2がEE崖の非遮,窮 57うミ(この当時の位相をあDのまま物語っているのであるが)長州征

伐にかける野矢,人足を強制的に徴用されたということ.しかし,その反面に不渡bがあった

bLたことと又,この戦争によって過大丑柑税となったこと｡--川 .こういうことを考え合

わせると強訴をひき卦こすここに余bある爽椴があることがわかろう｡

この敦訴に及んだのは.主に怒尾 (久世).草加部 (久世)栗原 (蘇原),中村 (美甘)の

四ケ村で.久世出民の想田ぶDがわかる.雷取となったのは.雷電が姓尾長平,藤本勘二郎.

草加部が国書,中村が奥沢判断 正木洩太郎.行重村が猪首 (若しくは≠直吉 〝)らであるo

この経過は腿応2年 11月24日.束北条郡行立村 (硯苫田郡加茂町行重)の猫舌.夷代戟

らが発起人となって蜂起し.'J､中原村の酒屋を軽い加茂川を-Fbをがら罷邑を厨赦してV>たこ

とに始まao各軸 瞥 讃 針 との~髭にrLT･,応し･同25巳未軌 勝北郡河研 .に集まったEi
民は2- 5千人に及んでいたという｡-探勢吐二派に分かれて英EEl郡倉敷村 (現栄作町林野)

へも押し寄せている｡-撰勢は,樺山城下に乱入Ul声天地を詔勤させて大門に攻め寄せ,其の

先釣は,帯の鏡卒を長原して『須く此を昏つべし』と我が胸を蒜はして進んだ Nと伝えられて

いるoこれに対して醇聯 二郎ら改革派の意見をとb̂ れて一致h米として1万5千俵を
下附しているが,-撰勢は.淳兵が不注意に暴発させた銃声で,又々わき立ち駄然として徹底

的に打ちとわしを始めたのであるOついに.津壮武力で鎖圧するに至ったが,-凝勢の総代た
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る猶膏が指-出した私憤の内容は,"今年の年貢を下げ.EEl約人に対しては献金の延納を認め

ること｡又,近年始まった新規の道上廃止 //などであったo

~方･この東部の卵 に呼応して･大岸郡官署柵 近 佃 落合町甜 )の遊民も27日頃よ
b尊重し,まず.久世の商家を払っているO そして,久米北条郡中北村 (現久米町中北)杏

通って.津山城下へ出ようとしていた噂.この中北村の地で同村の中庄屋久山直助の≠首万盈

力 〟の訳得に会い解散するに至ったとあるO

(この功によb,久山荘助は大庄昌にあげられている)と比いえ.この時の一頼総鯵も5千余

人といわれて卦b ,革件臥 主謀者であるさ諒菅らd人は終身の獄に竣ぜられたのであったo

ト ま と め

以上.久世周辺度村にかける点民一群の先生とその経過及び成果を見てきてこれよbわかっ

たことを簡単にまとめてかきたしっ.

1) 一茂にかける久世の役割と久世の階層

･久世にかける山久世,樫,革加部.怒尾をどの村々壮･-樫の主謀者を出したことなども

あったように.税極的鰻慶で封建徽主及びその附随降板に対抗してか9 .-潔において

かをbの役割を果たしているといえるo 反乱 久世の大庄屋,中庄屋などの村役人屑

は封感領主側の立場をとb .米商人高利貸しなどと共に,一般の攻Tiの対象となってい

るoその葱床で久世が一･嘆の舞台となることがあった｡

･前項よb.久世においては,階層が乗質的には二分していたことがわかる｡

普通.村役人屑は,封建領主と出民との中間的立場を占めるべきものであるが.村彼^

の時代的性格の変遜と共に.久他が作州同職の米改み出しの根iil地であったことに,L少

久世.落合 (特に久世)に壮大米商人が生iれ.ここ忙腐笈的放棄を避妊托した.新伐 る自

営本百姓の隙間が出現LJr,これら村役人 (鯨に大庄屋)と自営本百姓断屈性.当然利智

を中心にして領主側につき,久世において仕.領主,村役人.米商人をどと,｢般零細

百姓が二分して.蔽えす何かの折には攻争を杭けていたとレ1えそうだ｡

2) 百姓-漠と封建社会

ただ,久世を中心にした作州一帯の良民十群と一群の概括を見てきただけなのであるが

百姓｢穀の頻発壮封建社会をその根底から静穏させるものではあったけれども.要する

にそれは封笹社会崩旗の過程に表れた末柑ユ的現象にすぎ夜hものであったといえそうだo

それは.百姓-横が封建社会を打ち倒すェBJレギーと虫后まで怒bえなかったからであ

D倒幕の指導勢力が究榎にかいて下紋武士の中から結成卓れて推新が断行されていって

いるからであるQ

-145-



〔参考 文献及 び資史 料 〕

｢首姓一一摂の研究｣ 鼎 正 遁 著

｢首姓十鮫の研究成れ｣ 県 正 旗 著

｢(糞作雷)山中｣知己斜｣よb 苫備地方史研究会約

-,作州津山御飯分有姓際動之由来

-.夷作国有姓臨動記

-.享保 11年在中懸勤番

- .草煤 l1年党布山中庸動一件夜ど

｢岡山原の歴史｣

｢久世町鼓｣

｢汐原町乾前編｣

｢共産郡誌｣

谷 口 澄 夫 監修

森 本 滞 苦

｢新庄村誌｣

菊地用太郎氏提供K:よる-探関係多数資史料

-14ムー





一

ー

I



第 7章 近 代 化 へ の 胎動

1.封建制度の崩壊と近代化

ィ.封建的諸制限の解体

明治維新の変革殊程を通して対極的那 ll脚 ㌢帯休し,餅 の近代化のための諸条件が促進

整備された.まず第-VC･矧 儒群別下の士虹 商の身分原則とそれVC伴う諸制限の解体が

促進され 明治 5年9月平民に苗字を称することを許し,豊年 8月VCは牽士族平民相互間の

通婚零子等を許した｡また同月械多非人の称を廃して一般民籍vc稀入し,身分職爽とともVC

平民と同様であることを令している0-万,同年 7月の廃藩僚県とともに居住移転の自由を

認め･同年12月VCkr･華士族在官者のほかは噸粟を自由vc営むことを許可した｡明治 4年

9月田畑勝手作を許し,従来とってきた商品作品等の栽培を楽ずる壬穀中心の封礎的制限か

ら点薬を解放したo里明治 5年2月には地所永代売只の禁を解除し,土地は自由な商品であ

ることを保証したOそして同時VC土地の発見 ･譲渡ある毎VC地券を渡し,地券の発行をもっ

て二土地 の移動の実態5:把虚すると共に土地所有-移転の公証とした.これが更vc7月VC至り

売買譲渡vcか わヽらず全国一般VC地券を発行するとし､う所謂 ｢壬申地券｣の発行となる｡こ

れVEよって旧来a)諸制限解体の上VC立って新たVC地旬を課 し,土地把塩を試みたのであるo

F岡山県史楠本(D』の明治 5年 8月 14日の項をみるとこの地租改正VC如し次のt･とく記
されている｡｢去月25日付封甘ヲ以御連相成候旧来ノ租税法御改正 (中略)旧来之貢租ヲ
廃シ地価ヲ定ムルコト,不備シテ定ムルコト-依テ半倍ノ喜連ヲ生シ,只従来ノ帝租ヲ厚ク

ソ,厚租ヲ#クスル迄ニテ,結局平均--至兼俵梯愚考致候｣こうして明治 9年 7月ほほ地

租改正を完了するわけであるが,壬申地券と地避改正時との新旧税額等を比軟すれは次の表

の如きである｡

壬 申 地 券 地 租 改 正 増 減

坪 敢 608,占88坪 629.072坪 20.585坪増

地 価 19占.427円 407,555円 211,115円増

盲 坪 平 均 地 価 52円270 占4円780 52円518 増

注 『岡山市史産弊経済現｣頁 516VCよるo

壬申地券vc比しても8,507円の地租が増加している｡徳川時代,市街地の地子税は殆ん

ど免除されていただけVC,地租改正によって1万2千円の新しい負担が市民VCかけちれたわ

けである｡

ロ.層 別 解 体
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戊辰戦争が終了し,版籍奉選を行なった明治 2年の 6月 18E],津山藩では士族卒族の醸

制を改革し,脚 Jの消滅を図った｡そ0)ことを F岡山lR,<史相太上』vcよ-てみると次のごと

くである｡

坪山洋知啓峻別ヲ改正ス.従来番線ノ削高取-千五十石ヲ有頭 トシ,以下五捨石迄 トン,

扶持額-拾五人ロヨー)四石三人迄 トソ,足軽ノ､三石五斗二人ロブ給･y,別二浮組二眼 1)宅人

口ヲ給セソガ,至是世辞ノ旧染ヲー洗シ,家格門安ヲ論セス,キラ人材ヲ束メテ任用スルト

同時二,藩臣ノ階級ヲ定メ,一級ヨ))十鞭二重ルヲ士族 トン,十一級ヨリ十四級二至ルヲ卒

族 トン,左ノ通煉虻ヲ定ム｡

一級 硯米 百五拾儀

一鞭次席/' 首弐拾俵

二級 〃〃 有給俵

三級 〃〃 八拾俵

四級 〃〃 七拾俵

五級 ,'J' /''̂!/

五鞭 ,/,/ ,/ I/ A/

七級 〃〃 六拾俵

八級 ,̂,/ 五拾簾

九級 〃ク 五拾俵

十級 〃〃 四拾五俵

十一級〃〃 四拾俵

十二級///y ,/I///

十三級ク '̂ 〝 ',A,

十四級 /̂,/ 三拾俵

醸代足軽 現米 四石二人口

並足軽 〃 〃 三石五斗二人口

浮組 ,,〃 壱人口

以上の表より家政改革は下級者程削波基は少なく所謂上沖下JSlを原則とした｡こうした韻

nl樹液vcよる余剰分が監制改祝 辞舵の処理に使用されたのである｡

明治政府は明治元年古今金銀鎖の価位を定めてそれらの流通の活発化をはかり,つづいて

大政官札 (金札)を発行 して新政権の朋政上o}必要を充そうとした｡正貨については明治四

年新貨条例を発布し,円を起界とすることqCきめ,金本位制としたO藩札VCついては廃藩置

県の断行と同時に-さいの藩札の通用は♯止せられ,その発令の日である明治四年七月十四

日の相場vcよって政府発行の新紙柵との交換が命ぜられた｡北条県においても明治五年六月

に次のごとく通達されている.｢北条県旧帯広軒相場二付,左ノ通布達ス｡旧青 製々造/紙
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幣'当末七月十四日ノ相場ヲ以,追テ御引替可相成旨仰出候鮎 今般日銅貨ノ品位新貨二比

較禎相定侯二付テ-,各離 解ノ儀モ同様薪甥相当ノ定位被相違候二付,大蔵省ヨ.)可相違

候条,此旨兼テ可相心得申｣(F岡山県史禰東上』頁 112)
ノヽ 農 民 の 動 同

前に封建的諸制限が解体され近代的諸制度VC改められたことを述べたが,その諸改革に対

する戯民の動き,その反応按いかなるものであろうか｡明治四年八月硬多非人の称が廃され

一般民頼欄 入されたわけであるが,それに対する農民の動きを示す資料を久世町での実地

鞠盃の際にみたので次にその文を掲げよう｡

- 明治の四年 (五年)vc竹鈴鹿動というのがあり

明治の何年であったか明瞭に記憶する人がナくないので其故記寂しておく.当時竹鎗静

といって手作りの竹釦を塊へて曲戸商戸を問わず,庄屋の勅許に応じて数盲人宛,妹をなし

国内を横行して無暗に暴動し建物等に損傷を力脈.て交互 拓移行 し兼帯に出ては大声にわめき

立て,炊き出しを為さしめて全見舞を得,又市街地にては-ケ隻数口 に々屠り立て 暴ゝ威を

示 し酒食の提供を75さしめたO元来此暴動は作東加茂地方よb起b漸次伝播して作西に入り

たるものであって壕初壮蔵多非人を平民の列に加えられ,日本国民として平等の扱いを受け

其闇に何等の階級をも許さざることを知 D,とれ忙不平を懐ける一部の人 の々策動にかこD

て之を棲多征戊と称え彼等の部落を襲撃する目的で出発したものであったが刻 参々加する者

の増加につれて主能書の意図せぬ有産者へ対する無産者の反攻と化し遂には国内有数の幣

束であった当時の仲原は不意剤をくらって思いも設けぬ被害をこうむったものであった｡古

老について当時の模様を朋くに,当時庄屋の勧誘に応 じない者は断金が入るということで我

先にと身仕度を調へ列に加わったと首 うことであるO(後略)

備考-久世町,吉松遠海氏書EEl屋所乱 久世町細土史家菊池鷹太郎氏転記よb取材,

以上の資料よDみると,当時の曲民･商^は展津を起す際明確夜目的意株をもたず,指導
/

者の意のままに容易にそのほと先を変えていることが認められる.

明治の新政につき色々なデマが飛び全国的に各地で不院の晃配が見えていた｡その中の-

として農民の廉恥として全国各地に起ったものに.奇兵令を誤解 して生血をしぼられるとい

って蚤いた事件一一一｢血税一席と通称されている一一一がある｡これは廃藩置県や番兵贋止等に

ょって政府統一の常備軍が必要になったので,兵制の改革を断行 し,明治三年十一月,敵兵

規制を定め五年十二月,徴兵令を布達したととに始まる一連の演動であるO『岡山県史稿本
(上)Aによるとこのことについて次の如く拒されているO明治四年五月の遵 Lとして｡
北条県下ノ暴動三関シ.小田県ヨリ其管内-左ノ告翰ヲ発ス｡近日北条県下巌捷ノ畿-

付追々中骨探索敢候処,徴兵令御布告中二血税生血ヲ以テ国-報スル等ノ文晋アルヲ以テ

前後ノ文意ヲモ考ヘス,直チ.=少毎ノ生キ血ヲ鮫 I)取ラJL,ゝ 杯 卜申触シ,愚昧ノ耳目ヲ燕

カシムルヨT),容易ナラサル動乱二立至 lJ償趣 (中略)然ルニ大切ノ人命ヲ絶チ,生血ヲ
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絞7)取ル等夢ニモ無之,不仁暴虐ノ中 ヲ以テ上ヲ丑ルノ心底,如何二文官愚昧ノ濫 ト-守

申,余 り甚シキ疑惑ニテ恐多キ堺共ニアラスヤ｡ (後略)

明治推新後の地方自治缶l度

明治以後の地方行政は,急速T=近代化を不可避の使命とした明治政府の棲端を中央賂権化

過程に対応して,地方自治団体の自治的を側面を制限し,これを官給的夜ものたらしめるこ

とにあったといえよう.ナ夜わち府県市町村という地方団体は,-方では国の行政区制とし

て,他方では地方自治甜陣として二五の性格を持っていたといえよう｡さて北条県にかける

地方剛度の整理 ･続合をみてみると,明治五年三月九日には美作全国十二郡を三十九区に分

割,各部に郡長一人毎区に戸長一人各村に里正兼訂l戸長を置き,さらに同年四月二十七日に

は郡長里正を廃止し戸長を専務として執務せしめている.明治六年八月二十八日管内の三十

九区を十九に区分し十九会議所を設健す.正副戸長を廃し各会所に戸長,副戸長を放き同年

九月同村に用掛を燈 く｡明治九年四月十八日には北条県を質し岡山県に合併されている｡現

在の久世町の町村贋麿分合の歴史をみると次に示 した如くである｡

山久世村 (津山領)

鋼屋村 (津山)

三坂村 (津山領)

多 田村 (津山)

中島村 (津山)

久世村山方 (津山)

久世相原方 (津山)

草加部村上方

草加郡村下方コ

神 村 (美島)

惣 村 (真島)

宮尾村 (龍野)

明治 5年 8月17日

革力感β村

明治22年 占月 1日

川 南 村

明治57年
占月 1日
久 世 町

ついで明治五年頃の各村の区長を調べたのであるが不明をので明治十一年頃の各村の区長

を列挙する｡

草加部村 十一年十一月二十七日中付

十五年二月十七日依板免職

藤 本 辰五郎

神 村 十五年四月六日申付

十五年八月三十日依願免職

三 浦 荘三郎
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惣 村 十五年大月二十六日中村

十六年二月十五日廃職

三 浦 直太郎

吉 尾 村 十一年十一月二十七日中付

十六年二月十五日原職

妹 尾 胎 作

久 世 村 十一年十一月二十八日中付

十六年-月三十日転大庭郡前記

横 山 俊治郎

銅 崖 村 十一毎十一月二十八日申付

十三年二月十二日依罷免碑

景 山 寛 一

三 坂 村 十一年十一月二十八日中付

十六年一月三十日転大庭郡番配

福 井 威一郎

多 田 村 十一年十一月二十八日申付

十六年二月十五日罷職

村 田 谷 連

中 島 村 十一生1- 月二十八日申付

十六年二月十五日原職

国 米 寿 弁

山久世村 十一年十一月二十/'＼日中付

十六年二月十五日廃職

二 司 代 作

ホ.教育制度の近代化

｢邑二不学ノ戸ナク家二不学ノ人ナカランメソコト｣を日的とした明治五年の学制頒布以

来,明治政府は教育の全国的普及に努めるとともに,学制頒布の時にはフランスの教育剛度

とアメリカの教育内容を扶用して,近代日東の政治に則応した教育方針を強力に推進して行

った｡明治維新よb明治十二年の比軟的自由を教育を行をわんとした自由教育令までの闇に

列人跡 の招待,海外留学生の派並等に上る先進EElの文物制度の輸入と,国民の啓藍的教育

運動によって西洋列強に追いつかんと教育k:力を入れたO

『岡山県史稲本は)』によれば久世町域把も風儀ある真島者におVlて性早 くも平民をも収容
する明尊鍵が役立され 学制実施以前に平民教育が熱心に進められていたことが知 られるO

則ち,明治二年十月の条に次のごと(記されている.
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来島者学制ヲ改革.I,明尊鈷ヲ輿シ,偏ク士民ヲ本者従来学校ヲ置カス,教師ノ宅二就

キ文武ノ薬ヲ受ケシメ,叉毎月四ノ日ヲ以テ四番ヲ政府二辞シ,蕃士及其子弟ヲシテ聴聞

セシム｡於是此hTlヲ改メ,文武ノ教場ヲ真島城外二創立シ,其文学ヲ訴スル処ヲ明車舘卜

名付ケ,沸学 .数学･習字ノ三科ヲ教へ 教渡 ･助教ノ二紋ヲ置キ,駐 ノ家族及蕃士八

歳ヨリ入校セシメ,平民ノ入学スルヲ許ス｡

とある.当時,漢学 ･習字 ･軌跡等はどこにでも教えていたが井術を教えていた所はまれで

あった.また平民の入学も許されていたことも注目して よいoさらに『岡山県史稿本〔上)』
によると明治四年十一月十五 日の条に学制実施前に岡山県告諭所の告鯨にかいて学校に入学

することを奨励した文が次のととく救っている｡恐 らく久世町にかいても,新しい時代の到

来とともに同様就学のことがいかに大切であるかが輸じられていたであろうと思われるが,

賀料としてはそのようなものが入手できなかった｡

此際二当7).無智文盲-シテ一世ヲ過ス-実二天地二対 シテ恥へク,万物ノ弟クル人間

ノ道二非ルナ1)(中略)今人間ノ父母 トシテ,井子二教へスシテ無智頑鈍ノ者 トナラtyム

ル-老牛ノ愛三具ラス｡直三共子ヲ愛スルナラ-学校二人レ.人間ノ講ヲ学-シメ,刻苦

勉弾シテ開花安楽ノ埼二至ラシム可シ｡是天地二報ヒ.朝旨三谷フル所以ナ1)∩

この文を訳んでいると教育の目的は人をして ｢開花安楽ノ境二妻ランメ｣｢天地二報ヒ朝

旨二答フル｣為であった｡

当時,噺 は教育の必要を切々と説きその興隆をしきDにうながしたが.教育関係諸費用

は地方自治体にかたがわbさせたので.人々の教育費負捜もかをbなものであった.それは

一般に子弟が就学している家庭と就学,不耽学にかかわらず戸数割として年間にかなDの資

金を負担せしめていた｡戸数割の負連は ｢管内八万余戸,其人口三拾三万余.一戸毎工学資

金-ヶ年弐拾五銭ヲ排シ.之ヲ欝校二配当シテ,教員絵札 備品購入等ノ消費二充テ.猶不

足ノ時-寄付金集金等ヲ以テ之ヲ依-シム｣ (剛山県史梢表(上) 明治五年七月の条による)

とあることによって知られ,それによれば教員給料等も一般市民の負粗金で支払われたので

あるから.現代と比赦して,父兄も力がいっ7tものと思われるo

さて最後に久世mJ近辺にかける教育機顕の計施投を列記してみる0

-.藩 学 較

○ 修 道 館(初名学問所)

西北条郡津山山下に在D.明和二年開館,明治初年通学生三百人.寄宿生六十ノ㌔

○ 明 普 館 (初名学問所 )

寅島郡高田村に在b.明治元年の開館,学制頒布当時の生徒官三十人｡

二､私 塾

○ 明 尊 顔 (勝山浮立 )

東岸部面田村.明治元年,漢学.範適詩文.男十四人｡
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○ 明 親 舘 大 月 圭 一

大庭郡膏金屋村.明治三年-明治五年 漢学･隻iE,男三十人｡

○ 風 気 塾 南 条 軟一郎

大庭郡久世村.文久元年-明治五年.読書 ･井術･習字,男八十五人 ･女三十三人｡

○ 今 井 敬 戒

大庭郡久世村,文久元年-明治元年,寄道 ･統執 男十九 ･女十三人o

O 島 崎 栄 助

大庭郡上河内村,文久元年-明治元年.亜道 .続審.男十五八･女五人｡

○ 安 住 快 寛

大庭郡上河内札 鍵応元年-明治五弔 車道 .玩事.男二十五人 女八人o

O 谷 口 九 郎

大庭郡中河内枯 為永三年-明治五年,亜道就苛,男二十人.女五人｡

○ 妹 尾 晋治郎

大庭都中河内村.慶応元年-明治五年,並道･続審.男十八人 ･女十人｡

○ 帝仁館林竹造

大庭郡久世村,安政四年一高延元年.男六十六人 ･女二.八℃

三､寺 小 尾

○ 真 島 郡 三 浦 直太郎

真島部草加部村,吐応三年-明治四屯 習字,男十四名･女六名o

O 大 庭 郡

貴 LLJ 敬 行

大屋部久世村,慶応三年-明治四屯 習字,男十五名 ･女二十名｡

山 野 定 着

大腰郡久世村.文久元年→明治五年,習字.男二十名 .女七名｡

香 濯 塾 平 田 勃

久世村,明治五年習字.男二十八名 ･女十九名｡

有 元 桝 斉

E]木村,嘉永元年-明治五年.習字.男四十五名 ･女五名o

矢 谷 道 市

三崎村.弘化四年→明治五篤 習字.男二十二名 ･女三名O

(域備考 岡山県郡冶誌 (下巻)によるO)

へ.久世町に於ける主な牽資

との葦に関して払 主として久世町郡上史家菊池鷹太郎氏か らの聞き取 9駒査であるo
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I. 製 糸 業

明治二十年以後,岡野孫太郎氏.菱川熊-氏･菜川谷載氏革が座繰式の十台前後で 家

内宇=農的規模で経営していたらしVloその規模(機械数.=員乱 工場数 )や技術の導

入が,だれによって.どこから喝b入れたものかという点は明らかでをい｡

2. きざみたばこ工場

久世町に於いては江戸期 よb家内工弟的に行をわれていた梯であるが.その頃の資料は

さだかでない｡明治期に入って十五,六軒が十人前後の=員を使役して創業に入ったとい

う｡兼たばこの栽培は山中が有名であD,その栽培は主に出家がやれ 工場主壮彼らから

菜を購入していたというoまた.きざみたばとの生産通巻において水車を用いたらしいが

その使用が何の為に.どの生産過程で用いられたかは不明確であった.明治中期以後に75:

ると,小規模=場が六 七軒結嬢 してイ号 (=場の名 )とかロ号が設立されて生産能墓の

向上を計ったという｡久世町において生産さTLたタバコの販売経路は下図の如 くであった｡

工 場

く

小 売 店一一消費者

岡 山 (牛窓.新見方面が主 )

京 都
行商人による版売

=場主としては明治期を通じて,その盛栄はあるが以下の人々が確認されている.菊池

蔑治郎,長尾氏,韓井七五郎免 庄氏,薬師寺簡氏,骨頓馬吉氏.中川民らが主なる=壕

主であったという｡煙草製造が専売物とな〔た時には政府よb工場主に奉遊金を授与され

たというO以上産業関係は聞きとbのみによD執盛したので多々誤Dもあれ 不明確夜も

訓仁もなっていると思われる｡

2 政治と教育の近代化

ィ.政治の近代化

政治的な面といっても非常に呪用が広いので.こ でゝ壮特に現在の久世町になるまでの政

治横力の変遷について述べようと思いますQ

o 明治 4年 11月 15日,藩政の制度である大庄崖を廃して戸長を置き,庄屋を廃して副

戸長をかいた｡従来久世付近は旭川以北を大展観 以南を央島部とい-ていた｡明治維新

当時,庄屋が犀止された当時の庄屋は次の迫Dであるrt

大庭郡に付属するもの

大庄屋

目木村 禰島家 (棉)

多田村 今井与六右循門?(久世和田屋)

鍋屋村 国米圭助(中島国米家歯科医)
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三坂村 岡田九兵衛 (宿の岡田家)

原方村 莫見守助 (胡臣夷見家 )

山方村 福井又兵衛 (田下祐井家 )

中島相 国米丈右衛門 ?(中島国米本家)

山久世村 不祥

真島部に属するもの

取締庄屋

草加部下村福島垂左術門蕃子与三郎

番屋村 庄屋預b与三郎

惣 村 近藤吉五郎(惣近藤家)

草加離村福島与三郎 (草加部下浄福良家)

草加部上村意三郎

神 村 草加郡上分庄屋の兼革

贋庄当時の戸長は不明

O 明港5年5月9日.北条IA(当時久世町比北条県に属 して1.1た)に卦Llては.前の藩県

投値の各区域を廃止し,更に美作全国 12部を39区に分割し,各部に 1人,海区に戸長

1人,各村に里正米副戸長を位いた｡

｡ 明治5年,初めて各区の戸長が集 って,水利物産執 総ての管内一般の輿利吏張 を囲る

ための会議を閃き,その後毎月2回の関金を行ったQ

o 明治 占年8月 28日管内の5 9区を 19区に区分し19会所を設思して.従来の正副戸

長を原止 L.各会開こ戸長,El伊具 女腹き.同年 9凡 同村に用掛をおいた｡この時.久

世村には第 17番会所がおかれたo

o 明治 7年 5月 25日,従前の正副戸長を展止 し.細中に声長 (準等外 4等出仕 )2占名.

qT戸長(準等外 6専出仕)5占口名,市中に戸長 1名.感I戸長 5名を置いた｡

O 明治8年 1月先に各区に主Eiを置いて写字をとらせたが.事務がたLハへん多くなったの

で軽桝を雇ってもよいが,その弊用は下の械吃規定され.割金比国資に下付 された｡

各 区 長

其引受区商改正尭晩に超過億会所は自紺 頻繁軌にエj?並者蒋人等多分有之趣相聞儀に付自

今高鷲箱石を超過候千石毎に 1カ年金八円之削金国史を以て下付儀経急見計屈科に支給数億

此段為心碍相違脚 C.

北条 県参 軒

小 野 立 証

O 明治8年 7月2 5日,戸長数名奇抜稚して正副区長を厭き, 50日にこれを内務省に上

申したo当県管下のTJr務を正副戸長 の取b扱 いをやめさせ.区長あるい吐Ell区長を設けて
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区内の事務に当らせるため.正副戸長と協議して.等鞭と樺級を下の様に定めた｡

等級

区 長 但し当時 7名 14等准席

副区長 但し当時 15名 15等准席

但 し等級の儀Jは12等迄勤階に上って進研する｡

給料

区 長 1カ年金首弐捨円

副区長 1カ年金官給円

明治 9年2月20日,正副区戸長の人員は,各会所でもとの笛に照拳して定員をきめた

れ 今後の詮謎によって,反別.人数 などの広狭を平均して,-会所につき. 4人 よb多

く, 10人よb少くしたO

但 し明治8年 1月には伝達した区商海退の岱者潜入について他克止 されたo

明治 9荘 4月 18日北鼎良を廃し,岡山低に合併したので, 5月 19日鹿西大区の呼称

をやめて,これよbのち吐備前,備中又比美作何大区と改称した｡

明治 9年5月25目元北条県19全便を改称 して金駄所とし,区長.宿り区長を5OEけ汗

に任命し,つい.で同年6月24日会議所位笹や所緒区分を改正し, 15会議所に併合 したo

同年 7月 17日各村の用掛を改めて保長としたt,会議所には区長,副区長.戸長.劉戸長

を働ハて会議所の堺筋を取扱わせることになった0

第 15番会議所 久世村. 54区. 55区

副区長 美 見 孝 治

明治 9年占月2dEl.詮議の括果.軌及掛声長の外は正副戸長は総て解職した｡

明治 10年 11月8日県内各会議軌 および小区IjI務所,をらぴに区戸長.保甲長共を

ことごとく廃し,更に区務所ならびに戸長役場を設置した｡但 し区務所に区長 1人.戸長

役場に戸長 2人 各町村へ鳳F戸長を偲き.人民の諸厨仕総て郡戸長においでとbしめ差出

すものとな1た｡

(区番所職制)

区 長 準 14等 月給弐拾円

副区長 準 1占等, 17等 月給拾五円

1区番所に区長 1人を温さ,区長があれば市11区長 を澄かない｡-/こ曲例規を遵奉宣布し,

上旨を下達し,下情を上通し,区務を総括し,ノ児 の安寧や風俗矯正の任を行う｡人口を

明らかにして,租税のことや勧学の管理を行い.区内の1-臓 のflrt任を具し.人民に町村諸

酌 む',t'に使 っていか ことを知らせるo又夕日"f5長の物情を監視 し･見状するととがで
奉る｡

戸長一旦 準等外 同上 (1等 月給 8円. 2等 月給 7円)
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常に区務所にあって区長を補佐し,区務を塵費する｡ もし区長が不在の時は代理を行 うこ

とがで きる｡

審役 (月給 ^円上b多からず,弐円上b少食からず )

1役場内 750戸以下のところは 1負を偉さ, 751戸以上 1.500戸までは2負をかき.

1500戸以上のところは 500戸毎に 1月を増加することができる｡又500戸に満た

をh時も半数にたれは 1員を増加することができるOもっとも適宜減少 していくのは よい｡

いつも役場に出動して,戸長.臥戸長の指揮を受け.隼算に従申 し,諸帝冊を亜理し,演

則集例等は分類筋暮 して参照するとき便弄姫)よいように しておくことo

FBll戸長 準等外 S等, 4等 月給 4円よ.h多から+. 1円 50戟 よb少なからず

1村一員を磁 くことにする｡ 50戸以下の小村は2カ村以上を合せで一月をかいてよレヽ

15D戸以下は一見 151戸以上 500戸まで比 2月, 581戸以上は 5員とするO市

街比叡町を合せ, 500戸以下 4DO戸奴上に一点を低 く｡ただし.市村とも適宜淡少す

るのは よい｡常に町村にあって実地の諸務を担当し.戸長役場へ往来 して協議したb.人

民の諸申たでを音素連署 したbする.

(戸長役場投潅当時,役についてい7t人比次の通 Dである｡)

盲 屋 村 明治 10年 11月9日申付.明治 11年 11月 27日簾瀬

副戸長 妹 尾 治 作

惣 村 明治 10年 11月 9日申付.明治 1l守 l1月 27日展聴

副戸長 三 浦 直太郎

神 村 明治 10年 11月9日申付

草加苦附 明治 11年 11月27日露耽 副戸長 藤 本 辰五郎

久 世 村 明治 10年 11月8日申付 明治 11年9月28日廃瀬

戸 長 福 井 畳一郎

明治10年 11月8日申付 明治 11年9月20白帯耕

戸 長 東 山 敏 行

余野上村 明治 11年 11月9日申付 明治 11年 11月28日原職

甜l戸長 新 見 彦 助

東野下村 明治 10年 11月 9日申付 明治 11年 11月28日簾峨

郡戸長 赤 木 寿 平

目 木 村 明治10年11月 9E]申付 明治 11年 11月28日原瀬

蔚11戸長 福 島 九平次

三 峠 村 明治 10年 11月 9日申付 明治 11年 11月 28日廃俄

尉l戸長 金 田 弘 最

中 島 村 明治 10年 11月 9日中村
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台金屋村 明治 11年 11月2 8日原職

多 田 村 明治 11年 11月 28日原職

鍋 屋 村 明治 1 1年5月 9日依願免職

鍋 屋 村 明治 10年 11月9日申付

多 田 村 明治 10年 11月9日申付,

三 坂 村 明治 10年1 1月 9日申付

LIL戸長 園 米 秀 賢

副戸長 国 米 秀 賢

副戸長 国 米 作次郎

明治 11年 11月2 8日廃城

副戸長 景 山 寛 一

HJrj治 11年 11月 2 8日廃城

Ell戸長 村 田 年 造

明治 11年 5月9日免職

圃】戸長 横 山 俊治郎

明治11年5月 9日申付 明治1 1庄 9月 19日依願免職

副戸長 岡 田 九 平

明治 11年9月 19日兼務中村.明治 11年 11月 2 8日罪取

掛戸長 福 井 貞一郎

山久世村 明治 10年 11月9日申付,明治 11年11月28日廃職

副戸長 二 司 代 作

久 世 村 明治 10年 1 1月 9日申付 明治 11年 1月 26日依軒免職

副戸長 横 山 重 蔵

7 5人

明治 11年5月 9日申付.明治 11年9月 19日三坂村乗務申付 明治 1 1

年 9月20日廃磯 副声長 福 井 貞一郎

久 世 村 明治 10年 11月8日申付.明治 11年9月20日原職

戸 長 近 藤 正 登

明治 12年 9月に郡区町村編制が行をわれ.部区役所が定まD.郡区に郡長,区長がお

かれ.町村ケこ戸長がおかれた｡

明治16年2月 15日.戸長役磁区城や戸長以下の配健方法が改世され.前の戸長一同

は解職 し,町村の大小に応じて適宜数力村町長に戸長 1名 (戸長は県令の知事が選任し,

準 10等で月俸が 2D円から準 17等で月俸が 10円まであったO)を偉さ.戸長役場毎

に用掛 1名 (郡区長の許可をえて戸長が任命する)を卦Vlて戸長の補佐舌苔せたo

明治 17年7月 1日.戸長役場区域の変更があb次のようになったo

o 鍋屋村.多田札 三坂村,山久世村,台金屋村をも-て1戸長役場をおくO役場比銅

屋村にあb,戸長は明治 16年よb莫見房治. 19年よb20年まで福井貞一郎で後は

不明であるO役場結用掛は明治 19年岡本安治郎であった0
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o 久世村,中島村をもって 1戸長役場をおくO殻格技久世村にあD.戸長は明治 16年

よb 19年まで反山敬行であったが後は不明である｡

o 草加部札 神柑 惣札 富尾村をもって1声漫役場をかいた｡役場は草加部にあ17,

戸長は明治16年よb三浦直太臥 明治 17年エb明治 19年まで岩田治郎術,明治19

年よ920年まで八木近平,明治 20年上b明治22年まで田中元であった｡

世村.久世村をもって久世付と堰き.草加部村.惣村.宮尾村,神村を以て川南村とL穴io

o 明治29年2月 25日.久世村町制を施行 して.久世町となったo

o 明治 54年 4月 1日,山久世は久世町上か卦離したo

o 明治 57年 占月1日.久世町と川南村が合併してあらたに久世町と怒b現在に至ったO

ロ.教育の近代化

(i) 公教育の面から

① 学A-･l傑布

日本の近代折 の展園は明治 5年 ｢学制｣が発布されてからといえ,｢学制｣は日本

の教育史上画期的友部柄であるo当然久世町においても｢学制｣発布の影響をうけ,こ

れ以後久世町の教育も次第に普及してt̂ったといえるoこゝで ｢学制｣についての意味

を調べることは同時に当時の久世町教育をみる上で大切をことをのT.以下簡単に ｢学

制｣についての内容を述べよう.

･ ｢学制｣の内容は新 しく全国に学巌を設立する主旨を説いたものであれ そこに示

されている学問観は従前の儒教思想に基づく学問穎ではなく.欧米の近代思想による

ものであD.個人主義.実学主義の学問観にたっている.

･ ｢学制｣の特色は学区制に基づく近代学較制度を企画したところにある｡それは江

戸時代の武家学校(藩校)と庶民学校 (寺小屋)に見られるようを二束系統の学校体

系を基本としたものではなく (いわゆる暗殺的複操型ではなく)民主的単線型の学校
体系を目指すものであったoLかし単軌の規定を詳細にみれば脚 的安東が多分に含

まれ.ておD.決して完全な単組 と結わえない｡ このことは ｢学制｣の性格を鵬逃し

て注目すべきことの一つである｡

･ 授業料については.大学校比 1月7円5 0鏡を原則とし,ほかに 6円, 4円を哲め

中学校は 1月 5円 50銭を原則とし,ほかに 5円5D銭. 2円を認め,小学校につい

ては 1円50鎖を原則として,ほかに25銭を認めている｡このようVC蘭 であるの

は,太政官布告 (学Sr序文)の趣旨に上b.受益者負担の原則に基づいて ｢捜薬科｣

によって学校経梁の主要部分をまかな)方針に上るものといえる｡ しかし実状をも考

慮して.授業料の額は適宜掛酌してよいと定め られている｡実執仕上のような有坂を

徴収することは到底不可能であれ 小学鹿では 2銭あるいは 1銭程度のものが多く.
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又援薬科を全く納めをV'者も多かった｡

｢学制｣は以上のようを特色をもっているが.では久世町の明治初期の公立学校には

どんな学校があ9.どんな状態であb,どの様な変遷を行ったか見てみよう｡

@ 久世町における明治初期の学校

｢学制｣発布の後,久世町に建てられた学校は次のものである｡

1. 遷喬小学校--明治 7年の創立T.明治 58年 7月久世町大字久世字鍋屋に新築を

はじめ. 40年7月20日落成と同時にここに移った｡当時数量に余裕があったので

旭麻布等小学鼠 旭陽典薬補習単軌 および久世女学校を本校内に収容した｡明治41

年.実務教育年限の延長の級 2学報を増加し. 10学紋とした0 45GE5月旭陽

高等小学校を分離し,同年4月よ郎看箪科を併置して. 5学級を増した｡ 44年 4月

には更に 1学級を増加して14学椴とした｡大正 4年 5月本町大字草加部にある川南

尋常小学校を合併し. 9月よb滞校舎に分教場を設置して.尋常 5学年までを収容し

た｡大正9年4月には高等科に 1学報を増し日 学椴とした.

2. 先限小学校--明治8年創立∩草加部浜にあb.民家を校舎にあてたO後川南村が

設置せられて,葛沢に校舎が建てられたO後又草加部の民家に移ったが.終 Dに新校

舎を建てた.在浜の分数劾 1'それであれ 川南魯常′｣､学校といったo

ま 育英小学校･.･･明治 7年 10月,憩と吉尾が合併して開いた｡

4.育羨′j､学校--明治 15年4月 5日雷尾 1村で山の田に開いたo同 18年 7月廃校

して,目名村立身校に合併した0

5･ 山久世分教場･-･遡喬小学校の分教場であった｡

6･米来尋常高等′｣､学校.-･明治 7年 8月大庭郡目木村大字宿に開校し.明新小学校と

称し自木村,三崎河原札 台金屋村の子弟を就学させた｡同25年4月尋常米来′ト学

校と改称 したC同 2占年9月再び米来尋常/｣､学鮫と改払 2学級に締成した｡ 25年

10月校舎が新築され 55年 4月 5学級に増加したが, 57年再び旧に復し, 2学

級解成とした｡ 5 8年9月村が合併し,美加村が思かれたので. 5 9年4月 よb柔和

村立米来尋常′｣,学校と改称した｡ 41年4月には学制改正によって 1学級を増して5

学級となった.そして明治45年5月に校舎が増築され,同時に従来組合立であった

久世町所在の旭併有等小学校を分離して本校に 2ヶ年程度の有等科を併せし. 4学鞭

に締成した. 44年 5月5ヶ年竜虎の実菓補習学校を附設し,大正 7年9月高等科を

2学級とし.大正 8年4月附投棄薬師習学校を附設し.農業柿習学校と改めた0

71 余野卑常′ト学校･- 明治7年隆盛小学校を余野下村に設立し.余野上枯 余野下村

を通学区城とした｡同 9年校舎を余野下村に移した｡そして明治24年に樫野村尋常

樫野小学校の支較となD.更に 27年独立し.旧名に 上って隆盛最常′J､学校と称し,

41年美和村立米来尋常小学校の分教場とを9.余野下分納 と称 したo明治 42年

--1占0-



独立 して現名称に改め･ 2学級耶成 とした○明治45年には校舎が増築した｡

81樫邑尋常小学校--明治8年 2月大庭部埋村東谷及び西谷を通学区域とし,捷緊村

善住専本殿を仮校舎として開枚した勝者小学校の後である｡それ以後幾多の変遷があ

ったが明治51年に樫酌 E礁 し, 41年4月に至って米兼尋常小学校の分教場とな

ったo明治 45年4月に独立し･樫邑尋常,J嘩校 と改める学級構成とをぅ7t.

以上の様に,明治初期昭建てられた小学校の変遷をみると適合区域が合併享TL.学報

の数も増 し.学校も次第に大さくをD,就学する児劫 4'だんだん増えていき.内容もだ

んだん高度をものを教える学校もできは L:めている｡それでは児童の就学寮をあげるた

めにどの様を法令のもとに‥1:'んたことがをされたOか もっと具体的に粛べてみJ5.

負) 就学状況の変化

北条県に机へでは明治 7年7月 ｢公立学校の俵比弛 私弘之比三森之-不便論,然JL,

ニ学級 本 トシテ寄附金等モ有之.秀人民私有ノモノト折変.y,私情ヲ以テ派出之訓導

ヲ好嫌･y,或ノ､無常苦情申立.或-会計ブ欝乱･y,規則ヲ等閑スル専ノ瀬間々有之趣,

右-公立学校之名義三惇ルノミナラズ一般人Lノ向背自学校ノ盛衰二腕シ.甚以不都合

ノ串-候｣と輸達 し.丑 9年 1月 51日に学令児童の就学を促す一面,その 4月 1日に

紘明治 6年 12月以前の設立に係る安弘の閉鎖を命じた.明治 10年現在の公立学校の

就学状啓は次の嶺である｡

岡山県学研統 計一党 (美作)

このようVC就学が奨励されたとはV'え,男子では学令児童の約半分,女子では 8割が

不就学人数であった｡

今まで見たように ｢学制｣は規模において患っているが,'余かに画一的で,その理想

とするところが当時の人民に対して高圧にすF.従って実施が容易でなかったため,明

治 12年9月 29日太政官布告を以て ｢教育令｣の公布を見るに至った｡｢教育令｣は

条項47ヶ条で,しかも小学校に関するも4)が大部分をしめている.｢学制｣にも小 て
は学校の監督は学区取締で行われてh7tが,｢教育令｣VCかいては町村人民の遺草によ
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る学務委負で学校の設澄監骨を行うこととなった｡義務教育の年限についても従来は15

歳までに小学校を頼ることを原則としていたが.｢教育令｣においてqL ｢凡児泉 6年
ヨ7) 14年二重ル8カ年ヲ以テ学期 トス｣而も｢凡児童学令期間少クトモ 1占カ月ノ､普

通教育7受クベン｣又は ｢公立小学校二於テ-8ヶ年ヲ以テ学期 トス,土地ノ便宜こヨ

1)チ-比学期ヲ腐ムルコト得ベシト錐%, 4ヶ年ヨリ短クスルベカラĴo比 4ケ年間二

毎年授業スルコト必ズ4ケ月以上クルベシ｣ とか,あるいは ｢学校二人ラズ ト錐モ別二

普通教育ヲ受クルノ速了ルキノ-就学 卜者倣スベシ｣と定められて卦D ,その他教員の

資格は原則としては師範学校卒業者であるが,年令 18オ以上で.教月に相応する学力

のあるものは男女共教具にをD得 るととになった｡そして文部省は里 15年 12月 28

日 ｢教育令｣公布後の実状に雀み ｢改正教育令｣を公布した｡改正教育令の要旨は,公

立学校,幼稚見,寄港虎等の投思廃止等に関して,その府県に係 るものは文部郷の記可

を軽べ く '町村に係るもの紘府知軌 県令の怒可を賓するとととなった｡

就学については,｢父母後見人等-其ノ学令児壷ノ小学科5ヶ年ノ妹程ヲ卒リメル ト碓
モ,相当ノ理由7ラザレ,{毎年就学It:シメザルベカラメ｣と規定したo

｢学制｣が廃止され,r教育令｣が公布されてからの明治 15年と明治 18年の教育に
関する状哲は次の通Dであるo

明治 15年

種 別 人 口 i学令人見 学令就学 学 令不 就学

数 男女 工 こ;26:; 17,5?8 10,958 占.占占815.940 l 5.587 10.555

苛 別 占歳以下就学生徒 14歳らし上就学生徒

政 男 169 715

明治 18年 岡山県学卒統 計-JE (莫作国)

種 別 l小 学 教 月 小 学 補 助 負 中 学 散 見

-数 男女 412 118 8- - -

称 別 巨J､学 生 徒 中 学 生 徒 l小 学 絞 中 学 掠

数 男 ll.492 77 177 -

岡山県学事統計一覧 (美作国)を参考にして明治 10年と明治 18年の就学状況を比

べると･ 18年は 10年に比べて,小学校は 10校もふえ,教負の数も小学校は倍亀衣

に増え･生徒も小学校では男子が 2.0a0名巷度,女子が 1.080名程度多くなってか
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D･だんだん就学がよくをっていることがわかる｡

④ 授業料の変化

明治9年,発作国において比学資の件について,｢学費-旧授戒-毎戸二賦抹ス.其
ノ方法クルヤ土地ノ広狭,人口ノ疎密ニヨ1).小差7I)ト雄モ,概略旧高一石二付-ヶ

年,金五銭乃至拾四銭,戸課モ亦人民の貧古二従ヒ.三等或-四等二分チ, 1ケ年金式

拾四銭乃至奄円弐給四銭ヲ収入シ,各較定額ノ六ケ月分戎- 1ケ年分ノ金額ヲ前一時二

蒐集ス｡但.I lヶ月地価百円二付菅牡三屋四毛. 1戸二付弐銭弐厘弐毛,一口-付四厘

二当ル｣と記盛されているように,土地に上b方法や高のちがLへは多少あったが就学児

虫には投共料の負紐を負わされていた. しかし明治 19年の洩捗教育制とともに授薬科

の負担は廃止さTL,虎学する鼓蹄を負わされたので,就学は一段とす んゝだo

Gil私教育の面から

(∋ 明治以前の教育

久世町における明治以前の教育で特に駐日盲れるのは早川代官のたでた典学館である｡

早川八郎左衛門は久世の代官所に来て任につき,良閑の期を利用して良民を集め,人倫

五常の並を説いたD,点桑力行について教えたbLで,常に心をその穿化にもっていっ

た｡そして冗政三年三月に目木村 (美和村大字日木)の福島茂作,福島助太夫,久世村

(久世町 )捗山原庵等の士を典めて久世の某所に軋翰所を設け(曲学館),真野某を箱

いて辞師とし,だんだん領民の子弟を輿めて教授した｡五年春,真野某を評師に命 じて

立田呂氏の解約を解釈させ,それを管下の通学に不便を他の人々に送って学ばせたので,

これ こb管下の人 は々学問にいそしみ,との篇発音の悪V,習塀は行われなくなった｡八

郎左術門は史に茂作,助太夫,僻庵及び有志の人達とはかb舞校を唾てて将来発展の基

艇を確立しようと′軌へ, 7年 9月離礁肘近VE細校建築の=を起 したのであるOその他,

平民の子弟を教育するところとして私塾,専小屋があった.

(む 明治祈年の私学校

江戸時代から平民の教育槻隣としては私盤,寺小屋があったが,明治時代においでも

これらが教育槻隣として果した役割は正賓であった｡明治初年久世町にあった私塾,守

小屋は次の通 bである｡

o 私 塾

｡ 明 栽 館･.･･台金屋村に明治 5年間柔さn,明治 5年廃寮に浸った.学科は漢

学,隼道で生徒は男子 30人,教師は平民の大月圭一であった.

o 正 誼 盤--久世町吉祥寺本段に明治 15年 1月開催され,明治 15年 12月

閉惟さn,明治 15年12月間惟となったC級扱紘地方有志ひ子

弟で組放言n,生徒仕 54人であ1た｡そして生徒 1人当D,月

謝を定めて郡務は単称が行ったO教師は後藤竹軒で幹串は榎原変
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o 寺 小 屋

造,下村義一であ-,た｢

寺 小 屋 一 覧 表

名 称 学科 旧官柏 所在地 #l # 閉 業 生 徒 身分 教 師 名

前年畳 習字 津山領 僅西村 明治元環 明治 5年 男 8人女 2人 虚民 中江僧蔵

風気敷 習字 // 久世村 文久2年 明治 5年 男 85人女55人 平民 南条 歓

習字 // 〟 文久 5年 明治元年 男 19人女 15人 商 今井故殺

〟 〟 /J 慶応5年 明櫓 4匂三 男 15人女 20人 〟 潜山敏行

〟 〟 J> 文久元年 明治 5年 男20人女 7人 神官 小野定甚

〟 〟 〟 明治元年 明治5年 男2 8人女 19人 商 平田 勤

〟 ノク 目木村 蔑永元年 /) 男49人女 15人 医 有元桝斉l

この様VE私学が教育機関として盈さをなしていたが,明治 5年に閉薬が多いのは ｢学

制｣発布によって公立の′｣､学校が砕てらTLたためであろう. しかし公立の小学校が建て

られたとはいえ,全体的まで壮せだまだ私学校が正賓を役割を果 したことは明治 10年以

後も同様であった.私学按の取扱いについて,｢学制｣に壮単に報告にとどめてV'るが,

｢教育令｣には ｢町村人民ノ公益 ク ルベキ私立学校 ノ7ル場合-,別二公立学校ヲ設思

セザルモ妨無シ｣と定め,｢改定教育令｣でも,公立小学校に代るべき私立小学校のあ

る場合は,公立と代用し得ることにな一ている｡そして私立草煉紘再び年とともに盛ん

に夜D,岡山県における中等教育の多 く比私学によって生れているほどである｡しかし,

私塾の増加は小学校の殺忠vc支障をきたナ憤向にあったので,普通学科を教授しない私

塾には学令児濃の入学を禁 じたbした｡

④ 明治中期および後期の私学攻

この期にはクリスチャンの小松鉄一郎が久世町や勝山町で私学を熱心にやったので,

小松鉄一郎が作ったb,関係したbした学校をみることにする.

1･ 秀 美 学 舎･-･勝山町に明治 28年辿てらILた｡教師は神崎竹代,小松鉄一郎

であったC

2.長 谷 川学 校--勝山町三田に明冶 29年建てられたo教師は小松鉄一郎,布田
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典萄などであった｡

主 薬 王 子 学 校･･.･久脚丁に明治 51噸 てられたo教師は岡本滋航,小松鉄一郎

など｡

4･国 米 女 学 校･.-久世町栄町に明治 54年建てられた｡

51作 西 学 食-･･久也町西町に明治 5占年建てられた.教師は福井要助,貴兄恒

-,奥村季W,菱川成乳 繁森貞一弧 井原′J＼一郎等であD.

定員壮 80名であった｡

占･作西学舎女学校- ･久世町興尊寺院裏(,C明治57年報てられたO久世女学校として

久世町を中心に,美辞畔寸,用架村,河内村の4ケ村立であ9,

師範学校をで7t発見恒-を校長にして,福井雲助も小松鉄一郎

の感化を受けて鋤 き,哀願寺を学生罪として,jILt村,八束打,

美甘札 新庄村,中和付,議原村や更に水乳 上水乱 償部村

を越えて有浜村からも入学者があって,久世には多くの学生が

換った｡

7. 前 田 女 学 校････落合町垂水に明治59年段けられた｡河内の人,前田漁平比熱

(順正女学校)
心なクTJスチャンであ9,,｣聡鉄一郎と比良交があD,又小松

が勝山,久世でやっている学掠りようなことを自分でもやって

みたくなれ 落合町垂水にかっこうの家を見つけて開校したO

校長は甘木正親で教師壮若き資本正乃など,紳師としてクリス

チャンの薬師寺富雄.武鈴江などを得て多くの生徒が鎮まD,

関谷を出た河本巷-も姉のあきのもこれを助けた. しかし,こ

の前田女学校も前田氏の私産に落合町有志の協力たけではむつ

かしくな9.せっかく有為 な教師を多く免めながら, 2年はか

Dで経営することがむつかしくを9,組俄が大きいだけ,早く

事をあげる白がきたのである｡

このように久世町で仕作 西学舎女学校に多くの学生が集9,その上に作西学舎に教員

華成所が並投されて,小学校の尋常科の正教月になろうとする者が集まるなど,久世町

は部内の 1大学府町の観を量 した｡このクJ堕町の教育堺薬をみて,勝山町でも明治 44

年5月にはじめて小学校内に女学校を並殺し.小学校長太田繁が女学校長を兼務したo

落合町では前田女学校が中止されたのち,教会が信仰よDも政治劇 の中心となD,井
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手毛三,小出浦助,福井三郎の各代議士の運動に転換し,こTLを悲しんだ佐藤医師 (杉

山鉄太郎医師の弟 )の中田正治を迎えるホー-ネス教会の運動は,落合教会を更に河内

教会に分裂し,小松鉄一郎に協力して信仰と教育VC鮒 宵をもって行うのは久世町だけに

なった｡日露峨争の時にも,ク1)スチャンの間vE比相当の批判もでたのたれ 久世キリ

スト教会,並びに′J､松鉄一郎にとっては信仰復興後厄 ぐであったため,教会をつくるこ

とや学校のことが急でその方へは手がのぴなかった｡これほどまで′｣､松鉄一郎がキリス

ト教信仰を中心にして,掃神領輿と,教育の正賓性をq･ぴ.久世膏中心にして女学校,

青年学校を起 したのに,政治的,経済的理由で久世には残らず,中学校は勝山に,女学

校は落合にとられてしまった｡久世町には教会堂があるのみで淋しい限 DであるO
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第 8葦 交 通 の発 達 と変 遷

1 河 川 交 通

久世を流れている旭川の河川交通について,高瀬舟を甲心に近世の頃から高瀬舟の姿が見え

なくなってしまう大正末頃までを考えていきたい.

本韻萱は久世町につVlでである紘ずだが,現在久世には河川交通に関する穀科が乏しい為,

久世から旭川に沿って少し下った所にあるかっての船覇集落 ｢向再矢｣を調整すれば,それと

絢連して久世の河川交通も多少知るととができるのではないかと思われる.この訴盃は主とし

て向辞矢在駐元高瀬舟船執西田文治郎氏(78オ )からの聞取Dに,久世の福井家文机 菊地
jE;L太郎氏所蔵文執 ｢実作勝山藩志楓J(佐野私太郎崩),｢山甲一項弊科｣等を参考として
まとめたものである｡

イ 胎 教

且士よD上流にどれ位の高海舟があったかを朗べて表示すると次のようである｡

年代村名 元鯨二年(1689) 享傍十年 (1725) 大 正 の 頃

資料 〔｢美作勝Lu藩志和｣J〔｢山甲一環糞科｣⊃〔西田文治郎氏 よb恥取bj

との表に開き取Dを加えて考察すると,法界寺総船数が他村と戟べて江戸の頃も大正の頃も

相対的に多かったようである.久世の高瀬舟は大正年代では飛船といって久世から福渡あた

Dまで客を横んで荷物は少しだけ横む舟であったが,草保の頃は荷を研む高瀬舟が四度あっ

た｡向津矢は大正の頃には,船頭は多かっ7tが船梓は余bいなかったと嘗うことであるが'

元橡の頃には 12腰も舟があD,しかもその当時,村の戸数は 55戸,従って5戸に一食強

の割になる｡元藤を下って寛延四年の向搾失明抑帳(菊地R!q.太郎氏所蔵)に払
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高瀬舟当村之者共四境所持仏 秋御米研詞.其外儲前岡

とあb四鯉に叔じているO又 ｢美作藤山藩志稀｣所収の弘化四年の文春には,

御用之両液舟,此監新規出丸 古船之分菅健盲匁づつにて向津失村之者共] 御

代官申出候｡

とあるところをどから近世には多い時は 12軌 少ない時は 4線位の船持がいたことがわか

る｡

なか開き取 Dによると旭川上流から下靴までの蘭に大正年代には520- 550腹位あっ

たそうである｡

ロ 高瀬舟の構造

p///
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-1-!
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.･..:]･=･.い
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廿二二コ｢
._-′~■コiZS､ヽ1ヾ一一⊥_･.__･...

〔藤沢晋著 ｢高晩舟｣(青田徳太郎嗣『岡山風土記』所収コ

高瀬舟には曹通船頭 (親方,又は大将とも言う)一人と小船承二人と三^が乗D, ｢先乗b

｣は舟を進めるの忙一番役目が亙大で上達者がなD,その次は ｢跡乗b｣で, ｢中乗b｣は初
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心者向きの役であった｡

馳き取りVCよると高瀬舟の大きさ吐長さ入間 (14･48m),偏八尺(2427托)で,材質

として敷き(船の底板 )は厚み一寸二分 (5.5cm)程の松,横は一寸(550m )程の杉から

できていて,新造船は明治末から大正初年頃三十五円で主に帆山 下見,福渡で作られた.西

田氏氏か 20代の頃,旧船を二十円で売ったことがあると言うo

醇山上D少し北の青井川沿いの入相(現在の苫出郡野 村入)と下原村(現在の苫田郡奥津町

下原)の享保十年頃の高滞舟は大村のが二股で長さ七ヒロ三尺 (15.58m ),幅六尺三寸

(1･90ゥ花),下原村が一便で長さ七ヒロー尺(12･97ゥ花),幅六尺二寸 (1187ヶ花)(

(｢山中一拍較料｣所収矢吹家文啓上9)とあるから聞き取DVEよる船はこれら上川 長手,

幅伴に多,9大きいことになるO

ノ､ 旭川往還vE要する時間と凍荷駄 及び稚

イ)布 類

久世一岡山間は水路 20- 21里程あ9,これを高瀬舟で下Dは一日で,上Dは久世迄が

五日,勝山迄が六日かかる｡従って久世,向浄矢あたDから岡山往復-通船vc大体一週間要

したと考えればエho上9の際の宿泊地は.まず岡山な出発して四里程上った大鹿又は田土

で一泊･目,福渡の辺で二泊白.このあたりから川が急にをって三里程上った栃原で三伯目.

西川,又は且士が五油日で六日目で久世に細ってくる｡舟の帆は下Dは福渡のあたDから,

上Dは出発点岡山からあげて航行するととが多かった｡

研荷は大正年代は勝山,久世.落合ともVC木炭,木材が多く,特VC木炭がはとんとであ9

｢岡山市史｣産英経済漏vcも- 旭川と青井川の高瀬舟で岡山町に運ばれた晶は,犬,大豆,

薪炭,木材,糸等が主で岡山町から高瀬舟で凍み登った晶は塩,酒類が主であったo とあ

る.そして,その凍軟丑は下Dは多い時で2.800- 2.500貫を和み(但し,冬の間は

1,700- 1.8oOff),上Dは普通 600- 700第 (但し,冬の間は500耳)位であ

った｡

19の舟は久世 ･落合等へのもどD舟だけで忙なく,岡山から上へ四～五里の落すや甲牧の

船が久世,落合に上っていくのが別vc十膿奄参ったo

近世の頃は久世原方の庄屋福井家の文や ｢度 御々触沓写｣によると帯府の天領だった久世

及び付近の村 が々津山藩の新預所vcされた際,藩から久世以外の村からの舟額商いは禁じら

れ統制な受けているo即ち.

文政元寅八月
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_ 御新預村 商々之藤,久世村原方町皿諸藩 綿場湯泉場小商ひ之轟者仕来之通産免し･其列村

々之義者俵物反物古手贋物之薪取扱之商ひ,値鞘乳 炭新井外諸晶見張船放之商ひ,出馬商

之類其他所 之々商ひ可放生免御領円出職以為 し 等一切差軌 縦令自身仕出し品たD共舟

軌 陸荷物二不限,津山,久世両所之外江売捌之義,不相成間申渡 ･- ･.

これによると,久世では従来通Dの商いが許されているが,近辺の村 は々緒商売とも差止釣ら

れ,薪炭哲男薙めて丹前みして下ることも差止められてV,る｡それ以前vcはこれら村々も炭'

薪,その他諸品守男集めて舟椅みの商い菅していた様であるOそして,それらは今後津山,久

世以外では売捌けなく覆ったことが知 られるO ところが,次の文番によるとこの差止めは一部

の村では阿東となっているO即ち,

文政元滋十月承届,同二卯十二月大庭郡村々江触適

- 大庭郡河川谷筋村々久世村江持出候軌 所 々難渋二付,赤野村 川端二而,諸荷物舟舗

川下いたし,備前岡山二両,売捌藍願出凍属僚串O

とあって,赤野村 からは詳･荷物-&舟横川下して槻山で売捌 くことが許されているD

又,文政三辰年十月には′今まで舟横面いなしてきた松村を御定法lcエ9差留めたれ 村^が

難渋するというので,今後十年間宮限9舟横商いを差免じているO又,同年久世村膿方VCついて

紘,津山城下以夕は 禁止されていた繰稲荷 舟疎みが右村方町並K限9許されている｡但 し,右

村方と赤野村 は是迄 も実細舟棟は許されていた｡ ここで繰細も許されたのである｡その他 よ

9は他へ売払 うことは禁止されているの忙観 抜々荷なするものが参るので見つけ次第訴えるよう

vc示しているO又,同年十二月には平松,簡膜西村について,天領の頃とはちがってこれからは

竹木に限 9丹疏川下を許すo尤 も右両所の列でも久世殿方へ軌登ることは勝手次第とされているO

このようVE舟横商い品,売捌 き場所を規制して新規の村々を天領の頃の様に容易vcは諸品な丹

桃川下して岡山.その他他領へ売捌かせないように,そして津山 久世へは物資を集荷した上で

析出させる等の規制の中VE生産者,在郷商人の作攻5良民的商品生産の成果を港の掌握する流通

機構に吸収しようとする津山藩の領国円にかける経済政策の一端が うかがえる｡

この他額荷で大切なのは年rjSl米であった｡封建時代に卦いては高瀬舟は年貢米 を逓ぶことが一

番重要な役員であったo大庭弘 捌 島郡の近辺の村々は年貢米を久世河岸に集めて,そこから備

前福嶋湊迄高瀬舟で迎んでいったのである｡久世から川下するにあた9,寛政十一年六月久世代

官早川八郎左衛門が出 した廻米八箇条(永山卯三郎-i ｢早川代官｣)vcは,

一 高瀬舟之嵐 当年-弐拾膿之円-川下致聞取 総代Ef屈 膏人づつ上乗いたし,湊vc於て水場

桝廻し念入取計送状至,若欠滅有之候-バ先格之通船吟味之上,俵毎込米為教戒元太夫へ相預
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ケ手形取之,EE屋は直二可罷帰敬o

とある様VC二十頗以上の舟vc総代庄屋が一人Ijつ東9込んで,舟恕連 らねて川下 し,福嶋湊に

年巽米を通んだので参る｡

その他の横布類を知るものとしては ｢久米那誌｣ (p817)に時代は江戸時代の初期にな

るれ 貞草四年 (1687年 )の福渡村の党から柵 ,竹,材木,熊の皮,熊のゐ,鹿の皮,

うるし,うるしのみ,鹿,かうそ,牛 ら9,夫#,重さの-1t,木わた,えと,a.ま,これか,

けやきの皮,目木村砥石の此品々措色を船歌下5:差留めているのVC抜荷をするものがいると述

べているところ等からも知ることができるo

ニ 賃 銭

貞享四(1a8 7)の垂水村の定 (｢美作勝山藩志欄｣所収 )には ｢当村エ9備前の国岡山

迄川船一視に付,銀子二十二匁に相定め - ･｣とらD,久世-岡山間は二十四匁とある｡又

宝暦十四年(17占4)の糞作国策嶋郡玉田村明細帳 (谷口澄夫著 ｢狼原町史｣P417所収 )

忙よると ｢･- 但,久世河岸エ9備前福嶋湊迄川路廿里Vこ付,出し額ず米蔵下置候｡米宅石

に付,四?T弐合宛｣ とあるo

大声年代では,西田氏の話に上ると連貸硬みの際栗鼠鼻の貸金払 -通船で先乗 95円50鎖

跡乗り2円,中東91円 50銭で,当時米一俵が 2円 50銀毛だったという.従って.勝山あ

たDから岡山まで行ってもどると米一俵vCなったことVCをるo次に荷が親方(先乗9)のもの

の場合には,既vc南牧の決っている荷を荷主のもとへ運ぶというのではなく,親方が炭を久世

勝山等で男い,高瀬舟に研み岡山の炭問屋まで進んで行って売るのである｡当時岡山の炭問屋

は御旅所の辺 と京橋が一番多く,他vc出石.二日市にも多かった｡この場合のもうけは荷の二

～三割ということで参9,当時成一耳目20戯- 5 0銭であるから.前述の耕賦丑と考え合わ

せば相当割の良い仕串と言 うことvcなるo

ホ 労 働状態

旭川は頓斜度が高い為,故 しい流れの瀬が何カ所もあり,下Dはともかくとして高瀬舟が上

るのKは苦労することvCなる｡甲でも一番の政所吐田鴇の上のか卦またの瀬で,ここは今では

ダムV<Cなっている参たDのことである｡この上5な難所では一浪懲ひっば9あげるの忙五齢

の船頭小船頭が協力して漸持ち恕するOその際忙船頭遠は ｢一番じ千-O｣ とか ｢半分乗り上

ったQ｣とか青い合ってはっぱ恕かけるのである○

又,その他川の塵僻として,舟が川底甘すらないよう忙川堀Dの仕草があるO これは昔船に

乗っていた船頭が鶴 か ら請けて大体冬の糊忙ヤっていた0
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へ 結 び

このよう化して,大正末迄旭川恕航行していた高瀬舟も大正 15年に敦設された姫新細の影

轡でその後まったく姿を消してしまった｡｢碑仙原統計fI..f｣から真庭都の′J､丹(動力社有せん

ものに限る)の表な例にとってみると,そのことがよく73かる｡

年 代 教

大 正 9年 112

1 0 10占

l l 97

1 5 114

1 5 45

1 4 47

1 5 41

昔をか らの軽便夜高瀬舟も汽車という近代的交通機関によ9ここK簡単にその地位恕取 って

変73られたことVEなるQ
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2 七 里 飛 脚

七里飛脚とは七度毎vc,J､屋を腔き.脚夫を配して状箱を逓送冒せた為.そのようVC呼び.これ

は藩vCよっては幕府の脚 の制忙倣って江戸と慣屈間とを在役するため特別に設促 した大名飛

脚の-一種であるOその代襲は尾張家.紀伊家.丹羽若狭守それにとの久也駅を飛脚受所として御

状箱を継立させたg州松江松平家串があったO以下との松江松平家の七里飛脚特忙久世駅vcかけ

る状態を中心に考察 しよう｡

イ 飛脚俊の種類と所要時間

飛脚健には.- ツ判 ･ニッ判 ･≡ツ判の≡租があり.- ツ判妊夜通しではなかったが.ニッ

判と三ツ判の御状箱は駅vc蔚くと昼夜に限らず割付けをしてすぐ次の駅へ継送ったO

その際.久世から束の勝間EEl迄は.三ツ判で四則 (八時間).ニッ判で五刻 (十時間).商の

新庄迄は三ツ判で三割 (六時間).ニッ判で四割 (八時間)の所要時間であったoこのようvc

判が多く押してあるもの程遠遵便となっており.同じ様な形式が姫路汚vcかL̂てもとられてい

たことが.｢又.本文中五日切とあるのは,井飛脚の触出し帽vc.比の印判三価を押捺しある

ものは.五日間vcて江戸よb姫路に逓送すべきもの.二つは七E]間.一つは八日間vcて逓送す

べき粟証となしたるものをb｣ (櫨畑雷湖 ｢姫持野七里飛脚印鑑｣交通文化第九号所収.昭和

15年 Z月)とあることに上って判る.

姫路七重飛脚印並

従武州江戸播州姫路迄七重継飛脚 出役人

本 番 ( 節

学保十四 酉 九月

五日切b 三つ

七日切b 二つ

八日切b 菅つ

その罪証は上の如きものであったO
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次に久世駅が取扱った御状箱度数は年代vcよって差があるものと思われるが.其永七靖年正

月の ｢実州横御用留｣vCよると.前年扱った御状柏が弐百四拾五荷内九十三度が三ツ判となっ

ている｡外国関係で庶政もこの頃が多くたったと思われるが.一応の幕末期久世駅継送9七里

飛脚の度数を知ることができるo明治三年の御用留vcよれば.同年九月より十二月迄の五カ月

帖日 旧歴で十月が閏月)の継送b度数妊次の如 くで.年間vEして五十回前後と推定される｡

姦永の頃vc比すれば約五分の-であるが.これ絃明治維新とな9.明治二年には鞍府も車起 し

て.詔としても江戸-- 一松江間の重要な連絡は少なくなったことを示すものであるo

三ツ判 十四 匪 四 庶 西 行
十二 度 克 行

ニッ判 十四 度 十一度慶 西 行
三 度 素 行

合

計

二

十

九

度

ロ 松送り状態

御状箱を久世駅から西へ継送bした場合は.新庄話役人へ御状箱vE次に掲げる如き様式の送

b状をつけて憶か忙妊し.受取智を取って帰 D.勝間田語役人が久世へ来た時にそれを渡 した○

東へ継送 りの場合も同様で勝間田詰役人へ送 り状をつけて御状箱を怯VC渡 し.受取君を取って

帰b.新庄詰役人が久ift-来た時に+九を渡すようvcなっていた｡

久

竹
栗

山

又

八

郎

メ

右

之

通

相

送

り

申

候

以

上

十

7

月

廿

t

日

新

庄

性
か
大
右
二
門

迷

わ
箱

壱

つ

桐

油

弐

荷

ヽ~

油 覚

舵

包

三

つ
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油
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中
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御

本

陣
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藤
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三
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屋 山
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世
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もし又.新庄 ･勝間田へ持送った節に.話役人が留守の墳合性.出合う所迄出むいてLnか

ねばならず.途中vcおいて出会わなかったならば西は伯曹国軸口.東は播州佐用のあた9号

でもいって話汐入に憶かVC渡 して.その受取番を取って帰るようにして.飛脚人及び各駅の

御状箱に対する千住を明らかにした｡右によって判明する如 く.松江藩の七重飛脚は,伯曹

南口- 新庄- 久世- 勝間田- 佐用と杜所が設けられ,久世駅はその｢継所として継

送 bvc従耕 したのである｡

継送Dの途中vcは.御状箱の中味を漏らしたD.失ったbした事故も間 起々って卦D,例

えば爵永二年の五月付けの文番には,先達て江戸仕出しの三ツ判の飛脚が角崎よb佐用･m-

継送りの節に桐油を失ったとあるo又文化十四年には.勝間田 一 久世駅で.爵永六年に

は.久世 一 新庄間で御状箱を′J､川L{落 して漏 したという文番も見られる｡ここVC嘉永六

年のものをあげると.

乍恐以円附御鉢奉中上侯番

当月十五日,江戸表御仕出≡ツ判片掛御状箱宅昨日二日成上刻当駅へ参府仕.即刻新庄御

継立中上俵処.途中勝山橋二而持文のもの不計.御状箱道持′J､川へ乳 御封印 ･御送b状等

漏儀乱 申投も無御座奉恐入候｡ 万一由へ水入侯様之儀,御座侯而-頚 奉々恋人候二付.

早速罷出御調可車中上之処.病気二而延引仕侯間.乍恐宜御執成被仰上被為下座車風上候｡

右為御松番付を以車上候｡此段宜被仰上可申候｡ 以上

苗永六 丑年 六月

久世駅御本陣

常 山 又 八 郎

河 野 架 蔵 様

原 田 定 市 様

と断むきを出しておD.そして.御状箱を′｣､川へ博 した理由を

六月 廿二日 早々.御状箱持出し.久世町エケ廿町程国字黒尾東添石橋之処を通b懸け候所.

面林不存もの〇日二牛を追通b候二付.声を懸け候処.先方もよケ県債場合.如何之沓故.大
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